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詳細取扱説明書 


製品概要 


製品の特徴および仕様について説明します。 


セットアップ 

製品および周辺機器の設置 ■ 設定作業について説明します。 



アプリケーシヨン開発情報 


本プリンタの制御方法と、アプリケーションを開発する際に 
必要な情報について説明します。 


製品の取り扱い 


製品の基本的な取り扱い方法について説明します。 


TM-C 3400の管理 

管理者向けに、ドライバの配布やプリンタの追加/交換など、 
システムの中で TM - C 3400 を管理するために必要な情報を 
説明します。 
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ご注意 
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を負いかねますのでご了承ください。 

• エプソン純正品およびエプソン品質認定品以外のオプシヨンまたは消耗品を装着してトラブルが発生した場合に 
は、責任を負いかねますのでご了承ください。 


商標について 

EPSON はセイコーエプソン株式会社の登録商標です。 
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安全のために 


記号の意味 


本書では以下の記号が使われています。それそ'れの記号の意味をよく理解してから製品を取り扱ってください。 


A 警告 
△注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される 
内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、次のような被害が想定される内容を示していま 
す。 

• 人が傷害を負う可能性 
• 物的損害を起こす可能性 
• データなどの情報損失を起こす可能性 


注意 


ご使用上、必ずお守りいただきたいことを記載しています。この表示を無視して誤った取 y 扱い 
をすると、製品の故障や動作不良の原因になる可能性があります。 


- n 補足説明や知っておいていただきたいことを記載しています。 

司 


警告事項 


A • 必ず指定されている電源 （ EPSONPS -180, 型番： M 159 A ) をお使いください。 

/!\ 他の電源を使うと、火災のおそれがあります。 

• 電源ケーブルは安全規格取得品で電源システム接地 （ PE ) 端子の付いたものを使用し、接地を確 
実に実施してください。 

感電のおそれがあります。 

• 感電の危険を避けるため、雷が発生している間は、本製品の設置およびケープル類の取り付け 
作業を行わないでください。 

• ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

感電のおそれがあります。 

• 電源コードの取り扱いには注意してください。 

誤った取り扱いをすると火災 ■ 感電のおそれがあります。 

*□□□□□□□□□□□□ 

* 電源コードの上に重いものを乗せない。 

* 無理に曲げた y 、 ネジった y 、 引っ張ったりしない。 

* 熱器具の近くに配線しない。 

* 電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

* 電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

• 電源コードのたこ足配線はしないでください。 

火災のおそれがあります。電源は家庭用電源コンセント（交流100ボルト）から直接取ってく 
ださい。 

• 煙が出たり、変な臭いや音がするなど異常状態のまま使用しないでください。 

そのまま使用すると、火災の原因となります。すぐに電源ケーブルを抜いて、販売店または 
サービス センターにご相談ください。 
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A • お客様による修理は危険ですから絶対におやめください。 

/!\警告 • 分解や改造はしないでください。 

けがや火災のおそれがあります。 

• 本製品の内部に異物を入れたり、落としたりしないでください。 

火災 ■ 感電のおそれがあります。 

• 万一、水などの液体が内部に入った場合は、電源ケーブルを抜き、販売店またはサービスセン 
ターに ご相談ください。 

そのまま使用すると、火災の原因となります。 

• ディップスイッチカバーを開けたら、設定後必ず閉じ、ネジを締めてください。 

開けたままで使用すると、火災や感電の原因となるおそれがあります。 


注意事項 


A • 本書で指示した以外の機器を接続しないでください。 

/!\注葸 故障-火災等を起こすおそれがあります。 

• 各種ケーブルは、本書で指示されている以外の配線はしないでください。 

故障_火災等を起こすおそれがあります。 

• 不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをするおそれがあります。 

• 湿気やぼこりの多い場所に置かないでください。 

故障や火災 ■ 感電のおそれがあります。 

• 本製品の上に乗ったり、重いものを置かないでください。 

倒れたり、壊れたりしてけがをするおそれがあります。 

• 本製品の内部や周囲で可燃性ガスのスプレーを使用しないでください。 

ガスが滞留して引火による火災などの原因となるおそれがあ y ます。 

• シロキサンを含むシリコン系ガス（シリコン接着剤、シリコンオイル、シリコンパウダー等)、 
および、悪性ガス（硝酸、硫化水素、 アンモニア、 塩素等）の雰囲気中では使用しないでください。 
短時間で製品が故障する場合があります。 

• 本製品を長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。 

• 輸送時は、本製品からインクカートリッジを取り外さないでください。 
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使用制限 

本製品を航空機 • 列車 • 船舶 • 自動車などの運行に直接関わる装置 • 防災防犯装置 • 各種安全装置など機能 • 精度な 
どにおいて高い信頼性 • 安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全 
維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設計にご配慮いただいた上で 
当社製品をご使用いただくようお願いいたします。 

電波障害自主規制につぃて 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装 
置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用され 
ると、受信障害を起こすことがあります。本マニュアルに従って正しい取り扱いをしてください。 
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本書について 


本書の目的 


本書は、システムの開発、設計、設置、またはプリンタアプリケーションの開発、設計に必要なすべての情報を開発 
技術者に提供することを、その目的としています。 


本書の構成 


本書は次のよろに構成されています。 

第1章 製品概要 

第2章 セットアップ 

第3章 アプリケーシヨン開発情報 

第4章 製品の取り扱い 

第5章 TM - C 3400の管理 
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第 1 章製品概要 


製品概要 


本章では、製品の特徴および仕様について説明しています。 

纖 

TM - C 34 ◦◦は、オンデマンドラベル印刷に求められる処理速度、操作性、信頼性を備える3色カラーインクジ I ッ 
トラベルプリンタです。 


印刷 

• 高速印刷 

* 92 mm/s (印刷幅56 mm 、 360 dpi x 180 dpi 、 双方向印刷） 

* 47 mm/s (印刷幅56 mm 、 360 dpi x 360 dpi 、 双方向印刷） 

-〇 印刷速度は、解像度、印刷幅によって変わります。 



• カフー印刷 

* CMY 3色インクカラー印刷 

* 解像度：普通紙360 dpi xl 80 dpi 、 360 dpi x 360 dpi 

:その他 360 dpix 360 dpi 、720 dpi x 360 dpi 
(dpi : 25.4 mm あたりのドット数 (dots per inch )) 

* 各ドット 4 階調表現 
• 多種多様な用紙に対応 

* ロール 紙、 ファンフオールド 紙 

* レシート、ブラックマークレシート、全面ラベル、ダイカットラベル、ブラックマークダイカットラベル 
(ラベルギャップ、ブラックマーク位置検出に対応） 

* 普通紙、普通紙ラベル、ファイン紙、 PET フィルム、合成紙ラベルに対応 
* リストバンド（オプションのリストバンド専用アタッチメントが必要です。） 

ファームウエアとプリンタドライバのバージョンが以下の場合に対応しています。 

ファー ムウ エア： Ver . WSN 00170 以降 
プリンタドライバ： Ver .1.2.0.0 以降 

• ダイカットラベルの台紙などの印字領域外に、インクが付着しにくいシステム 
• ドット抜けによる誤読、誤色の印刷物が発生しにくいシステム 


操作性 

•プリンタ前面部の操作だけで□ール紙交換、インクカートリツジ交換が可能 
• □ール紙を投げ込 C だけで簡単に紙セツトが可能 

• 排紙トレイに印刷物を複数枚保持できます。□ール紙の場合、複数枚保持できません。 


信頼性 

• 耐光性、耐水性に優れた顔料インクを使用 

• 自動ノズルチ I ックシステム搭載し、ドット抜け印刷の発生しにくい高信頼性システム 
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ソフトウェア 

• Windows ® ドライパでの印刷 

• プリンタドライパにパーコードフォントを内蔵、 . NET 擐境のアプリケーションからも使用可能 
• 再印刷機能により、紙なしや紙ジャムエラーの解消後に、印刷できなかったページから印刷可能 

• EpsonNet SDK for Windows ( 以降 EpsonNet SDK ) により、ネットワーク環境でのプリンタ状態を取得可能 
(EpsonNet SDK は API であり、プリンタの状態を取得するアプリケーションを作成できます） 

• EpsonNet SDK を使った専用サンプルプ□グラム（言語： VB . NET 、 C ++、 VB 6.0、 C #) 

その他 

• ブラックマーク、用紙間ギャップ（ダイカットラベル）を検出 
• オートカッタを標準装備 
• ブザーを標華装備 




第 1 章製品概要 


製品構成 



• USB インタ フェースモ デル （USB 2.0 ハイスピード） 

• イーサネットインタフェースモデル(100 Base - TX /10 Base - T ) 


カラー 



アクセサリ 


同梱品 


• □ール紙（初期動作確認用） 

• インクカートリッジ（型番： SJIC 15 P ) 

• 排紙トレイ 
• スイッチカパー 

• 紙送りガイド（フアンフォールド紙用：フアンフォールド紙カパー裏に取り付け） 
• 専用 AC アダプタ（型番： PS -180、 プリンタに内蔵されています） 

• AC ケープル 

• USB ケープル （ USB モデルのみ） 

• 取扱説明シート 

• ユーザーズマニュアル（本体用、 AC アダプタ用） 


注意 


本製品にはプリンタドライバ、 ユーティリティ、 製品取扱説明書は含まれていません。弊社 ホー 
ム ぺージ よりダウン ロー ドし入手をお願いいたします。 
http :// www . epson . jp / support / sd / 


オプション 

• リストバンド専用アタッチメント （ OT - WA 34) 

リストパンド ( WB - S / M / L シリーズ）使用時に使用します。 
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各部の名称と働き 


製品前面 



□□□□□□□□□□□□ 


操作パネル 


Power LED Error LED Ink LED Paper LED 
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第 1 章製品概要 


製品背面 

□□□□□□□□□□□ 


□ □ □ □ □ 


□□□□□□□□□ 


コネクタ部（背面下部） 

USB インタフェースモデル 



イーサネットインタフ: l ースモデル 





□□□□□□□□□□ 


□□□□□□□ 
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電源スイツチ 


パ\注意 


プリンタの電源は、 AC アダプタの電源が接続されていることを確認してからオンにしてくださ 
い。 


• ディップスイッチ1が OFF の場合、電源がオフの状態で電源スイッチを押すと、電源のオンを行います。 

•ディップスイッチ1が OFF の場合、電源がオンの状態で電源スイッチを約3秒継続して押すと、電源のオフを行 
います。 

• ディップスイッチ1が ON の場合、電源スイッチを約3秒継続して押すと、プリンタのリセットを行います。 


-1 ディップスイッチの設定については、 72ぺージ「ディップスイッチの設定」 を参照してくださし、。 

参考 


電源スイツチ カバー 


電源スイッチカバーを取り付けると、電源スイッチの誤操作を防止できます。 
* 電源スイッチを操作させない場合 

電源スイッチカバーをそのまま取り付ける。 

* 先の細いちのを差し込んで、電源スイッチを操作する揚合 
電源スイッチカバーの穴を抜いてから取り付ける。 


電源スイッチカバーの取り付けの詳細は、 96ページ「電源スイッチカバーの取り付け」 を参照し 
參考 てください。 


_注意- 


電源スイッチカバーを取り付ける場合、ディップスイッチ1の設定をオンにしてください。 

(7 3ぺージ「ディップスイッチの機能」 を参照） AC 入力で電源のオン/オフを行えるようになり、 
分電盤などで電源を制御できます。その場合、電源スイッチはリセット機能になります。 


A 電源スイッチカバーを装着した状態で故障が発生したときは、すぐに AC ケーブルを抜いてくだ 

さい。そのまま使用すると、火災の原因となります。 
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第 1 章製品概要 


ボタン 


紙送りボタン 

• 用紙位置検出設定が「位置検出なし」の場合、連続して用紙を送ります。 

* ボタンを1度押すと、用紙が 15 mm 送られます。 

* ボタンを押し続けると、ボタンを離すまで用紙力見送られます。（最大約6秒） 

• 用紙位置検出設定が「ブラックマーク検出/ラベル間ギャップ検出」の場合、用紙の頭出し動作を行います。 


カットボタン 

• 用紙位置検出設定が「位置検出なし」の場合、次ページ先頭のオートカット位置まで用紙を送ってカットします。 

• 用紙位置検出設定が「ブラックマーク検出/ラベル間ギャップ検出」の場合、ブラックマーク、まだはラベル間 
ギャップのオートカツト位置まで用紙を送ってカットします。 



ステータスシートボタン（イーサネットインタフエースモデルのみ） 

ステータスシー トの印刷を行います。 

ステータスシートの印刷は、巾星108 mm の普通□ール紙を推奨します。 


• 用紙位置検出設定は、プリンタドライバのプリンタュー亍ィリティタブで行います。 

参考』 • ステータスシートについては、 181ページ「ステータスシートの印刷 （ Ethernet インタフェース 
仕様のみ）」 を参照してください。 


LED 


@ Powei ■(電源） LED : 緑 

• 電源が入っているときは、点灯します。 

• 電源が切れているときは、消灯します。 

•プリンタの動作 （ 初期化、インク充てん、へッドクリーニング、□ール紙カパークローズ、印刷）中は、点滅します。 

Error ( エラー） LED : 赤 

• プリンタが印字できない状態のときは、点灯または点滅します。 

• 通常時（オンライン中）は、消灯します。 

Ink (インク） LED : 赤 

• インクの残量が少ないとき、またはインクカートリッジ内の廃液が満杯に近くなると、点滅します。 

•インクカートリッジの交換時期、インクカートリッジの未装着/装着不良時、インクカートリッジ内の廃液が満杯 
になると、点灯します。 

• インクが十分に残っているときは、消灯します。 

Paper (紙なし） LED : 赤 

• 用紙がセットされていないとき、または正しくセットされていないときは、点灯します。 

• 用紙が正しくセットされているときは、消灯します。 


• プリンタドライバの[プリンタユー テイ リ テイ] タブの[通知設定]で、インク残量少 LED 通知設 
参考」 定が点灯しない設定の場合は、インクの残量が少ないときでもインク LED は点滅しません。 

• LED の点灯/点滅の組み合わせによっても、プリンタの状態が表示されます。詳細よ、 17ペー 
ジ「ステータス/エラー表示」 を参照してください。 
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ネクタ 


ケープルはすべて、プリンタ背面下部に接続します。 

• 電源コネクタ： AC アダプタのケープルを接続します。 AC アダプタ本体は、エ揚出荷時に取 

り付けられています。 

• USB / インタフェースコネクタ：各インタフェースにより、ホストコンピュータとプリンタを接続します。 

• インレット （ AC アダプタ）： AC ケープルを接続します。 

- インタフェースと電源コネクタの接続方法については、 63ぺージ「ホストコンビュータとの接 

参考 続」 を参照してください。 


排紙トレイ 


排紙トレイを取り付けると、印刷された用紙を排紙トレイに一時的にためておくことができます。 

- • 排紙トレイの取り付けの詳細は、 94ぺージ「排紙トレイの取り付け/調整」 を参照してくださし、。 

参考 排紙トレイへの排紙可能枚数は、 49ページ「排紙トレイ」 を参照してください。 


注意 


用紙の力ールや長さによって、排紙トレイから用紙が落ちる場合があります。 
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第 1 章製品概要 


ステータス/エラー表示 

LED の点灯/点滅の組み合わせに上って、プリンタの状態が表示されます。 

エラー発生時には、 LED の表示からエラー原因と対処方法を知ることができます。 


〇 /_: 点灯 — / 省： 点滅〇：消灯 一 ：変化なし 


LED 

状態 

対処 

Power 

Error 

Ink 

Paper 

O 

— 

— 

— 

電源オン 

— 

\ 1 / 

〇 

— 

— 

— 

電源オフ処理実行中 

インク充てん動作中 

口ール紙カバークローズ動作中 

データ保持時または印刷中 

— 

〇 

• 



AID 温度エラー 

環境温度が低すぎるか、高すぎる状 
態で使用しています。環境温度を10 
〜35 ° C にし、プリンタの電源をオフ 
/オンします。 （51 ぺージ「環境仕様」 
参照） 

〇 

事 

梅 

〇 

メンテナンス要求時 

修理が必要です。 

復帰不可能なノズル詰まりエラー 
( ドット抜け許容印刷モード） 

復帰不可能なノズル詰まりが発生し 
てフエータルエラーになり、その後 
プリンタの電源をオンにした状態で 
す。ドットが1ドット抜けても印刷 
するモードです。修理が必要です。 
(21 ページ「復帰不可能なドット抜け 
が発生した場合」 参照） 

〇 


〇 


フエータルエラー 

1. 電源をオフにします。 

2. 口 ール紙カバーを開け、紙詰まり 
があれば、取り除きます。 （ M 4 ベー 
ジ 「紙が詰まったときは」 参照） 

3. 電源をオンにします。 

それでもエラーが発生する場合は、 
修理が必要です。 

カツタエラー 

— 
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〇/ 參： 点灯糸/ •: 点滅〇：消灯 一 ：変化なし 


LED 

状態 

対処 

Power 

Error 

Ink 

Paper 

O 

• 

— 

參 

用紙サイズエラー 

正しい用紙をセットしてください。 
(74 ページ「用紙のセット」 参照） 
正しい用紙が手元にない場合、ス 
プーラーから印刷ジョブをキャンセ 
ルしてください。正しい用紙が手元 
になく、スプーラーに印刷ジョブも 
ない場合、プリンタの電源をオフ/才 
ンしてエラーを解除してください。 

用紙経路エラー 

ディップスイッチ3の設定と、プリ 
ンタドラィバの給紙方法を一致させ 
てください。 （73 ぺージ「ディップス 
ィッチの機能」 参照） 

紙ジャムエラー 

紙詰まりを取り除いてください。 
(144ぺージ「紙が詰まったときは」 
参照） 

〇 

參 

— 


用紙種類エラー 

正しい用紙をセットしてください。 
(74 ページ「用紙のセット」 参照） 

〇 

— 

參 

— 

インクカートリツジ交換時期 

インクカートリツジ廃液満杯 

新しいインクカートリッジに交換し 
てくださし、。 （1 37ページ「インクカー 
トリッジの交換」 参照） 

インクカートリツジ未装着 

インクカートリツジ装着不良 

インクカートリッジを正しくセット 
してください。 (137 ページ「インク 
力ートリッジの交換」 参照） 

インクカートリツジカバーオープン 

インクカートリッジカバーを閉じて 
ください。 

〇 

— 


— 

インク残量少 

インクカートリツジ廃液フル間近 

インクの交換時期が近づいていま 
す。新しいインクカートリッジを用 
意してください。 

〇 

— 


參 

用紙なし 

用紙なしエラー 

用紙をセットしてください。 (139 
ページ「用紙の交換」 参照） 

口 ール紙カバーオ_プン 

口ール紙カバーを閉じてください。 

〇 

— 

— 


用紙除去エラー 

残ったフアンフォールド紙を取り除 
いてください。 （145 ページ「フアン 
フォールド紙の場合」 参照） 
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第 1 章製品概要 


印刷動作モード 


本プリンタは自動ノズルチェックシステムでドット抜けを定期的に監視し、ドット抜けが発生するとオートへッドク 
リーニングを行います。6つのモードがありますので、必要とされる印刷品質と動作の中から選択してください。 
これはプリンタドライパの[プリンタユーティリティ]-[印刷動作モードの設定]で設定します。 

きわめて高い信頼性、安全性が要求される場合、プリンタドライパの設定と併用して、アプリケーションからもドッ 
卜抜けを検出して ください。 詳細は 136ページ「きわめて高い信頼性、安全性が要求される場合」 を参照して くだ 
さい。 プリンタの印刷動作モードは、 セルフ テストで確認で きます。 詳細は179ページ 「セルフ テスト」を参照し 
てください。 

• 高信頼性モード（無効 ( Void ) 画像印刷） 

各ページ印刷終了後にドット抜けチェックを行い、直前のページにドット抜けがないことを確認します。ドット 
抜けが検出された場合には、直前のページ下部に無効 （ Void ) 印刷を行います。またオートヘッドクリーニング 
をしてドット抜け解消後に、該当のページから再印刷を実施します。 

無効印刷の初期値は黒ベタ印刷ですが、別の画像ファイルを登録することも可能です。無効印刷された印刷物は 
ドット抜けが発生しているので、破棄などしてください。 



• 高信頼性モード（再印刷実行選択） 

各ページ印刷終了後にドット抜けチェックを行い、直前のページにドット抜けがないことを確認します。 

ドット抜けが検出されだ場合、以下の EPSON プリンタウィンドウ!3が表示され、次の動作をお客様が選択します。 
選択できる動作は、[印刷再開](次のデータを印刷）と[再印刷](オートへッドクリーニングしてドット抜け解 
消後に再印刷）です。 

なお、この印刷動作モードを選択する場合、 [ ドライバユーティリティ]タブの [ ドライパの動作設定 ]- [EPSON 
プリンタウィンドウ！3を使用する]をチェックする必要があります。 


淨 EPSON プリンタウインドウ!3 : EPSON TM-C3400 


EP^OM ドット抜けが発生しました0 


印刷されたページは、ドット抜けが発生している 
ため、印刷結果が正常でなし1可能性があります。 
印刷結果を確 IS し、必要な埚合13再印刷を実行し 


激だ要肺ぃ提合は、印刷再閉働して 



mm 



SJIC 15 P 


〇トリゥデ牾報 I 

:;苒印 Br 1 印刷再閔 |印刷待ちドキュメン1^表示 ] 


• エコノミーモード（無効 ( Void ) 画像印刷） 

定期的に行ろクリーニングを廃止し、各ページ印刷終了後にドット抜けチェックを行います。 

隣接2ドット以上の抜けが検出された場合、直前のページ下部に無効 （ Void ) 印刷を行います。また、オートへッ 
ドクリーニングをしてドット抜け解消後に、該当のページから再印刷を実施します。 

デフォルトの無効印刷は黒ベタ印刷ですが、別の画像ファイルを登録することも可能です。 

• エコノミーモード（再印刷実行選択） 

定期的に行ろクリーニングを廃止し、各ページ印刷終了後にドット抜けチェックを行います。 

隣接2ドット以上の抜けが検出された場合、 EPSON プリンタウィンドウ！3が表示され、次の動作をお客様が選 
択します。選択できる動作は、[印刷再開](次のデータを印刷）と[再印刷](オートへッドクリーニングしてドッ 
卜抜け解消後に再印刷）です。 

なお、この印刷動作モードを選択する場合、 [ ドライバユーティリティ]タブの [ ドライパの動作設定 ]- [EPSON 
プリンタウインドウ！3を使用する]をチェックする必要があります。 
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• 誤読なしモード 

各ページ印刷終了後のドット抜けチェックは行いませんが、プリンタ休止時にドット抜けチェックを行います。 

• 誤色なしモード 

各ページ印刷終了後のドット抜けチェックは行いませんが、プリンタ休止時にドット抜けチェックを行います。 
ドット抜けによる誤色を防止する状態は、ファームウェアのパージヨンによって以下のように異なります。 
Ver . AAExxxxx 以外：上下に隣接した2ドット抜け、または全ノズルのうち3ドット抜けがない状態にして、ドッ 
卜抜けによる誤色を防止します。つまり、隣接しない2ドットまでのドット抜けは、ヘッド 
クリーニングを行いません。 

Ver . AAExxxxx : 上下に隣接した3ドット抜け、または全ノズルのうち10ドット抜けがない状態にして、ドッ 

卜抜けによる誤色を防止します。 

* : Ver.AAExxxxx の「 X 」は、任意の英数字1文字を表します。 


高信頼性モードまたはエコノミーモードは、各ぺージ印刷終了後にドット抜けチェックするため、 
参考」 印刷完了に時間がかかります。 

エコノミーモードは、プリンタのファームウエアが Ver . WSNOOl 80以降に追加されました。ファー 
ムウエアのバージヨンは、セルフテストで確認できます。（179ページ「セルフテスト」） 
プリンタドライバが Ver .1.3.0.0 より以前の場合は、エコノミーモードに変更したり、エコノミー 
モードから別のモードに変更することができません。 


_注意- 


• 本機能は、100%ドット抜け防止を保証するものではありません。 

• ノズル詰まり検出に微量のインクを使います。 

• ノズル詰まり検知後に才一トヘッドクリーニングが実行されます。クリーニング実行時には、 
インクが消費されます。 

• ノズル詰まり検出は無効にできません。 

• [高信頼性モード（再印刷実行選択)]または[ェコノミーモード（再印刷実行選択)]を選択する場 
合、[ドライバユーテイリテイ]タブの[ドライバの動作設定]- [ EPSON プリンタウインドウ 
!3を使用する ] のチェックを外さないでください。 


復帰不可能なドット抜けが発生した場合、各モードごとにプリンタの動作が 巽なります。 以下のと おりです。 


印刷動作モードの 
設定 

高信頼性モード 
/誤読なしモード 
/エコノミ ー モ ード 

誤色なしモード 

復帰不可能な 
ドット抜け数 

1ドット 

2ドット以上 

Ver.AAExxxxx 以外 

• 1ドット 

• 隣接除く 2ドット 

Ver.AAExxxxx 以外 

• 隣接2ドット 

• 3ドット以上 

Ver.AAExxxxx 

• 隣接2ドット 

• 9ドット以下 

Ver.AAExxxxx 

• 隣接3ドット 

• 10ドット以上 

LED 表示 

フエー タル エラー 

メンテナンス要求 

エラー なし 
( 電源オン） 

メンテナンス要求 

プリンタ使用の可否 

〇 

(ドット抜け許容 
印刷モード*) 

X 

( 修理が必要） 

〇 

X 

( 修理が必要） 


* :ドット抜け許容印刷モードについての詳細は 21ページ「復帰不可能なドット抜けが発生しだ場合」 を参照して 
ください。 
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第 1 章製品概要 


復帰不可能なドツト抜けが発生した場合 


プリンタドライパの印刷動作モードの設定が、高信頼性モード/エコノミーモード/誤読なしモードで、復帰不可能 
なドット抜けを1ドット検出した揚合、プリンタはフェータルエラーの状態になります。プリンタの電源をオフ/才 
ンし、ドット抜け許容印刷モードに変更すると、印刷を継続できます。 



ドット抜け許容印刷モードは、各ページの印刷終了後にドット抜けチェックをするため、印刷完了に時間がかかりま 
す。ドット抜けが解消されない眼り、以下の EPSON プリンタウインドウ！3が印刷の度に表示されます。 （ プリン 
タドライパのパージヨンによっては表示されません。） 



• ドット抜け許容印刷モードは、お使いのプリンタドライパのバージヨンによつて確認方法が異 
参考』 なります。以下を参考にしてください。 

* プリンタドライバ Verl .1.0.0 以前 

EPSON プリンタウインドウ！3は表示されません。 LED の表示でご確認ください。 （1 7ペー 
ジ「復帰不可能なノズル詰まりエラー（ドット抜け許容印刷モード）」） 

* プリンタドライバ Verl .2.0.0 以降 

EPSON プリンタウインドウ！3で表示されます。 

• ドット抜け許容印刷モード時の EPSON プリンタウインドウ！3の表示は、 [ ドライバユーティリ 
ティ]タブの [ ドライバの動作設定]- [ EPSON プリンタウィンドウ！3を使用する ] のチェック 
が外れていた場合でも表示されます。 

• ドット抜け許容印刷モードで復帰不可能なドット抜けを2ドット以上検出した場合、メンテナ 
ンス要求になり、プリンタの修理が必要です。 
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ソフトウェア 


システム管理者、アプリケーション開発者向けに、各種ユーティリティを用意しています。 
ソフトウェアの入手方法の詳細は、 128 ページ「ダウン□ー ド」 を参照してください。 


用途 

名称 

内容 

プリンタドライバの 
インストール 

プリンタドライバ 

プリンタドライバのインストールとポート設定を行 
います。 

簡単セットアップ 

プリンタドライバのインストールと、ポート設定、プ 
リンタのネットワーク設定を行います。 

プリンタの監視 

EPSON プリンタウインドウ! 3 

印刷時に画面上にポップアップし、プリンタの状態を 
表示します。プリンタドライバと一緒にインストール 
され、有効/無効を設定できます。 

(インストール時の設定：無効） 

プリンタドライバの 
配布_設定 

Install Assistant 

プリンタドライバのインストールと設定、ポート設定 
用のインストールパッケージファイルを作成します。 

パッケージファイルを起動したコンピュータでは、自 
動的にプリンタドライバのインストール/プリンタド 
ライバの設定/ポート設定ができます。プリンタの設 
定は行われません。 

ネットワークプリンタの場合、プリンタ 1 台ごとにイ 
ンストールパッケージを作成します。 

Printer Setting 

プリンタの設定を行います。設定用ファイルを作成 
し、それを複数のプリンタに一度に設定することがで 
きます。 

Printer Setting は、プリンタドライバがインストールさ 
れていないコンビュータでは使用できません。 

USB モデルの置き換え 

USB プリンタークラス 
デバイス置き換えサービス 

コンピュータに常駐させるサービスです。 

TM-C 3400 を修理などのために置き換えた場合、プリ 
ンタ接続を検知してプリンタドライバの出力するプ 
リンタを自動的に変更します。 

アプリケーシヨン側の設定を変更しないでもプリン 
夕を置き換えられます。（アプリケーシヨンの出力先 
をポートに指定している場合は置き換えられません。 
プリンタドライバを指定している場合に置き換えら 
れます。） 

TM-C 3400 の USB シリアルナンパーを事前に書き換え 
る必要がありません。 
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第 1 章製品概要 


用途 

名称 

内容 

ネットワークプリンタの 
管理 

EpsonNet Simple Viewer 

ネットワーク上の EPSON プリンタのステータスを確認 
できます。設定はできません。 

EpsonNet Config 

ネットワークプリンタの設定/確認ができます。 

一度に複数のプリンタの設定ができます。 

WebConfig 機能 

( プリンタ本体の 機能） 

Web ブラウザのアドレスバーに、プリンタの IP アドレ 
スを入力して、プリンタのネットワーク情報の設定/ 
確認ができます。 

プリンタ1台の設定/確認ができます。 

プリンタが初期状態では、 IP アドレスが設定されてい 
ないため使えません。 

アプリケーション開発 

EpsonNet SDK for Windows 

ネットワークの監視用の開発用パックです。 

サンプルプログラム 

TM - C 3400を活用するためのサンプルプログラム集で 
す。 （全 プログラムを VB . NET 、 C ++ で用意。一部のプ 
ログラムは VB 6.0、 C # でも用意。） 
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製品仕様 


印刷方式 

シリアルインクジェットドットマトリクス 

3色仕様カラー印刷 

紙送り方式 

フリクションフイードによる正逆方向送り 

才_トカッタ カット方式 

刃分離型ハサミ方式 

カット形態 

フルカット 

画像解像度 

360 dpi XI 80 dpi , 360 dpi x 360 dpi , 720 dpi x 360 dpi 

印字速度 

• 92 mm/s ( 印刷幅 56 mm 、360 dpix 180 dpi ) 

• 82 mm/s ( 印刷幅 72 mm 、360 dpix 180 dpi ) 

印刷速度は、解像度、印刷幅によって変わります。 

用紙 種類 

(詳細は 26ぺージ「用 

普通紙、普通紙ラベル、ファイン紙、ファイン紙ラベル、 

PET フイルム、合成紙ラベル、リストバンド 

紙仕様」 を参照） . ,_〇 

タイプ 

レシート、ブラックマークレシート、全面ラベル、 

ダイカットラベル、ブラックマークダイカットラベル 

形状 

口ール紙、ファンフオールド紙 

インクカートリッジ 

(詳細は 49ページ「インクカートリッジ」 を参照） 

3色インクー体型専用インクカートリッジ（型番： SJIC 15 P ) 

インタフェース USB モデル 

USB 2.0 ハイスピード 

イーサネットモデル 

イーサネツト(100 Base - TX /1 0 Base - T ) 

USB 2.0 ハイスピード 

( イーサネットモデルは、 USB 接続でも使用できます。 

イーサネット接続と USB 接続を同時に行うことはできません。） 

バーコード/ バーコード 

2次元コード印刷 

バーコード識別率 

ANSI ランクロ 
(弊社基準による） 

UPC - A 、 UPC - E、JAN 8 (EAN 8 )、 JAN 13 (EAN 13 )、 Code 39、 
ITF 、 Codabar、Code 93 、 Code 128、 GS 1-128、 

GS 1 DataBar Omnidirectional 、 GS 1 DataBar Truncated 、 

GS 1 DataBar Limited 、 GS 1 DataBar Expanded 

2次元コード 

PDF 417 、QR コード 、 Maxi Code 、 GS 1 DataBar Stacked 、 

GS 1 DataBar Stacked Omnidirectional ' 

GS 1 DataBar Expanded Stacked 、 DataMatrix、Aztec Code 

電源 

AC 100 V (専用 AC アダプタ PS -180 による電源供給） 

温度_湿度 印刷時 

10 〜 35 ° C 、20 〜 80% RH 非結露 

(詳細は 51ページ「環 / □ A ^ n + 

境仕様」 を参照） 

出荷梱包状態：-20〜 60° C 、5 〜 85% RH 非結露（インク非充てん） 

-20° C または60 ° C の場合：120 H 以内 

インク充てん状態： -20 〜 40 °C 

-20 ° C の場合：12 0 H 以内 
〇〜30 ° C の場合： 6ヶ月以内 

40 ° C の場合：1ヶ月以内 

外形寸法 （ HxWxD ) 

261 X 255 X 275 mm (突起部を除く） 

質量 

約 10.0 kg 

(インクカートリッジ、口 ール紙、排紙トレイは含みません。） 
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第 1 章製品概要 


動作環境 


OS 

Microsoft Windows 7 SP 1(32 bit / 64 bit ) 

Microsoft Windows Vista SP 2 (32 bit / 64 bit ) 

Microsoft Windows XP SP 3 (32 bit ) 

Microsoft Windows XP SP 2 (64 bit ) 

Microsoft Windows 2000 SP 4 (32 bit ) 

Microsoft Windows Server 200 8 R 2 SP 1 

Microsoft Windows Server 2008 SP 2 (32 bit / 64 bit ) 

Microsoft Windows Server 200 3 R 2 SP 2 (32 bit / 64 bit ) 

コンピュータ 

上記 OS が動作する以下のコンピュータをサボートしていること。 

• PC / AT 互換機 

CPU 

1 GHz 以上のプロセッサ搭載 PC を推奨 

Intel Pentium/Celeron 系列 、 AMD Athlon/Duron ファミリ、またはこ 
れらと互換のプロセッサを推奨 

Memory Windows 2000 

256 MB 以上を推奨 

Windows XP / Vista /7 
/Server 2003 
/Server 2008 

512 MB 以上を推奨 

HDD 

空き容量 250 MB 以上 



-注意 


• 上記システムの最低条件は、 0 S の最小システム要件を満たしていない場合があります。その場 
合、 0 S の最小システム要件を満たしてください。 

• ネットワークのプリンタは最大64台までサボートしています。その場合、上記システムの最低 
条件では、プリンタの機能を十分発揮できないことがあります。 


印刷仕様 


印刷領域 口ー ル紙 

最小幅26 mm 、 最大幅104 mm 

フアンフオー ルド紙 

最小幅46 mm 、 最大幅104 mm 

印刷速度 360 x 180 dpi (横 x 縦） 

印刷幅56 mm : 92 mm / s 、 72 mm : 82 mm / s 、 104 mm ： 68 mm/s 

360 x 360 dpi (横 x 縦） 

印刷幅 56 mm : 47 mm / s 、 72 mm : 42 mm / s 、104 mm ： 35 mm/s 

720 x 360 dpi (横 x 縦） 

印刷幅 56 mm : 23 mm / s 、72 mm : 21 mm / s 、104 mm ：17 mm/s 


dpi :1インチ (24.4 mm ) あた:りのドット数 (dots per inch ) 
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用紙仕様 


本プリンタで使用可能な用紙は以下のとおりです。 


_注 


• 指定紙以外の用紙を使用する場合、紙送り精度/バーコード認識率/印刷品質の低下、紙ジャ 
ムが発生することがあります。 

• 合成紙ラベルのブラックマークダイカットラベルは、「左右端のみカス取りされている用紙」を 
使用してください。 

• 合成紙ラベルと紙台紙を組み合わせたラベル紙を使用しないでください。合成紙ラベルと紙台 
紙の温度や湿度による伸縮率が異なるため用紙の力ールが発生します。力ールした用紙を使用 
すると、印刷ヘッドとの擦れによる汚れ、紙ジャムが発生する場合があります。 


用紙タイプ 

用紙種類 

給紙方法 （ 形状） 

幅 

レシ ー ト 

( 連続紙） 

普通紙 

ファイン紙 

PET フイルム 

口ール 紙 

30 〜 108 mm 

(用紙幅） 

ブラック マー クレシート 

(ブラックマーク付き連続紙） 

普通紙 

ファイン紙 

PET フイルム 

口ール 紙 

30 〜 108 mm 

(用紙幅） 

ブラック マー クレシート 

(ブラックマーク付き連続紙） 

普通紙 

ファイン紙 

PET フイルム 

フアンフオールド紙 

50 〜 108 mm 

(用紙幅） 

全面ラベル 

普通紙ラベル 

ファイン紙ラベル 

合成紙ラベル 

口 _ ル紙 

25.4 〜 108 mm 

( ラベル幅） 

ダイカットラベル 

普通紙ラベル 

ファイン紙ラベル 

合成紙ラベル 

口 _ ル紙 

25.4 〜 108 mm 

( ラベル幅） 

ブラックマークダイカットラベル 

( ブラックマーク付きダイカット 
ラベル） 

普通紙ラベル 

ファイン紙ラベル 

合成紙ラベル 

口ール 紙 

25.4 〜 108 mm 

( ラベル幅） 

ブラックマークダイカットラベル 

( ブラック マー ク付きダイカット 
ラベル） 

普通紙ラベル 

ファイン紙ラベル 

フアンフオールド紙 

46 〜 108 mm 

( ラベル幅） 

ブラック マー クレシート 

(ブラックマーク付き連続紙） 

リストバンド 

口ール 紙 

36 mm 

(用紙幅） 
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第 1 章製品概要 


レシート 


連続紙です。 


用紙種類 

普通紙、ファイン紙 、 PET フイルム 

形状 

口ール紙 

紙幅 

30〜108 mm 

レシート長さ 

15〜111 7.6 mm 

紙厚 

0.085 〜 0.1 51 mm 

巻芯 

外径： 44.1 mm 

外径 

最大101 .6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 


口主意 I 
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ブラックマークレシート 



□用紙 


□ □□□ 


用紙種類 

普通紙、ファイン紙、 PET フイルム 

形状 

口ール紙 

紙幅 

30 〜 108 mm 

レシート 長さ 

15 〜 111 7.6 mm 

ブラック マー ク幅 

13 mm 以上 

ブラックマーク長さ 

5 mm 以上 

ブラックマーク中心位置 

8.5 ± 1 mm 

ブラックマーク間隔 

15 mm 〜 111 7.6 mm 

紙厚 

0.085 〜 0.151 mm 

巻芯 

外径： 44.1 mm 以上 

外径 

最大101 .6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 


-注思 


穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 


□ 

□ 


□ 

□ 


> 

□ 

D 

□ 

□ 

< 



n n n n n 


□ □□ 
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第 1 章製品概要 


用紙種類 

普通紙、ファイン紙、 PET フイルム 

形状 

ファンフオールド紙 

紙幅 

50 〜 108 mm 

レシー ト長さ 

15 〜 304.8 mm 

ブラック マー ク幅 

13 mm 以上 

ブラック マー ク長さ 

5 mm 以上 

ブラックマーク中心位置 

8.5 ± 1 mm 

ブラックマーク間隔 

15 mm 〜 304.8 mm 

紙厚 

0.1 19 〜 0.1 51 mm 

ミシン目間隔 

203.2 〜 304.8 mm 

ミシン目形状 

普通紙 ： 1 mm ァンカット、 5 mm カット 

ファイン紙 ： 1 mm アンカツト、 5 mm カツト 

PET フイルム： 0.6 mm アンカツト、 8.4 mm カツト 

折り数 

500 折り以下 


注意 


•穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 

• フアンフオールド紙は、ブラックマークがミシン目から 0.5 mm 以上離れているものを使用して 
<ださい。 

• 用紙を逆方向から挿入しても使用できるようにするには、どちらの方向から挿入しても、ブ 
ラック マークがミシン 目に対して同じ位置にくるように（ブラック マーク センサで検出できる 
位置に）してください。 
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全面ラベル 


□ □ □ 


□ 台紙 
□ ラベル領域 


□ □ □ □ □ 

□ □ □ □ □ 

用紙種類 

普通紙ラベル、ファイン紙ラベル、合成紙ラベル 

形状 

口 ール紙 

台紙幅 

30〜112 mm 

ラベル幅 

25.4 〜108 mm 

フベル長さ 

15〜111 7.6 mm 

左右カス取り部 

2 ± 0.5 mm 

紙厚 

0.1 28〜 0.1 95 mm 

巻芯 

外径： 44.1 mm 以上 

外径 

最大101 .6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 



_注 


穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 
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第 1 章製品概要 


ダイカツトラベル 


□ □ □ 



□ 台紙 
□ ラベル領域 



用紙種類 

普通紙ラベル 

形状 

口 ール紙 

台紙幅 

30〜112 mm 

ラベル幅 

25.4 〜108 mm 

ラベル長さ 

25.4 〜111 7.6 mm 

( ラベル長さが 25.4 mm 未満のラベルを使用したい場合、ブラックマーク 
ダイカットラベルを参照してください。） 

ラベル間ギャップ 

3〜6 mm 

左右カス取り部 

2 ± 0.5 mm 

ラベル角 R 

2 mm 以下 

紙厚 

0.128 mm 

巻芯 

外径： 44.1 mm 以上 

外径 

最大101.6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 


注意 


穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 
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用紙種類 

フアイン紙ラベル 

形状 

口ール紙 

台紙幅 

30〜112 mm 

ラベル幅 

25.4 〜108 mm 

フベル長さ 

25.4〜111 7.6 mm 

( ラベル長さが 25.4 mm 未満のラベルを使用したい場合、ブラックマーク 
ダイカットラベルを参照してください。） 

ラベル間ギャップ 

3〜り mm 

左右カス取 y 部 

2 ± 0.5 mm 

ラベル角 R 

2 mm 以下 

紙厚 

0.145 mm 

巻芯 

外径： 56.8 mm 以上 

外径 

最大101 .6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 


_ 注意 


穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 


用紙種類 

合成紙ラベル 

形状 

口ール紙 

台紙幅 

30〜112 mm 

ラベル幅 

25.4 〜108 mm 

フベル長さ 

巻芯が 44.1 mm 以上の場合： 50.8〜111 7.6 mm 

卷芯が 56.8 mm 以上の場合： 32〜111 7.6 mm 

( 上記未満のラベル長さのラベルを使用したい場合、ブラックマークダイ 
カットラベルを参照してください。） 

ラベル間ギャップ 

3〜り mm 

左右カス取り部 

2 ± 0.5 mm 

ラベル角 R 

2 mm 以下 

紙厚 

0.1 95 mm 

巻芯 

外径： 44.1 mm 以上 

外径 

最大101 .6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 


注意 


穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 
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第 1 章製品概要 


ブラック マーク ダイカツトラベル 


<□□□□> 

□□□□□□□ 



<□□□□> 



\ 


□ □ □ □ □ 


□台紙 
□ ラベル領域 



□□□□□□□□□□□ □□□□□□□□□□□□□□□□ 



□台紙 
□ ラベル領域 
□ ラベルのカス 


□ □ □ □ □ 


□ □□□□ □□□□□(□□) □□□□□(□□) 
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用紙種類 

普通紙ラベル 

形状 

ロール 紙 

台紙幅 

30 〜 112 mm 

ラベル幅 

25.4 〜 108 mm 

フベル長さ 

25.4 〜 111 7.6 mm 

( ラベル長さが 15 〜 25.4 mm 未満の場合、「左右端のみカス取りされてい 
る用紙」を使用してください。） 

ラベル間ギャップ 

3〜り mm 

左右カス取 y 部 

2 ± 0.5 mm 

ラベル角 R 

2 mm 以下 

ブラック マー ク幅 

13 mm 以上 

ブラックマーク長さ 

5 mm 以上 

ブラックマーク中心位置 

8.5 ± 1 mm 

ブラックマーク間隔 

15 mm 〜 111 7.6 mm 

紙厚 

0.128 mm 

巻芯 

外径： 44.1 mm 以上 

外径 

最大 101 .6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 


1 J 主意 I 


•穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 

• ダイカットラベルへのブラックマーク位置はラベル先端とブラックマーク先端を合わせてく 
ださい。 
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第 1 章製品概要 


用紙種類 

フアイン紙ラベル 

形状 

口ール紙 

台紙幅 

30〜112 mm 

ラベル幅 

25.4〜108 mm 

ラベル長さ 

25.4 〜111 7.6 mm 

( ラベル長さが15〜 25.4 mm 未満の場合、「左右端のみカス取りされてい 
る用紙」を使用してください。） 

ラベル間ギャップ 

3〜6 mm 

左右カス取り部 

2 ± 0.5 mm 

ラベル角 R 

2 mm 以下 

ブラックマーク幅 

13 mm 以上 

ブラックマーク長さ 

5 mm 以上 

ブラックマーク中心位置 

8.5 ± 1 mm 

ブラックマーク間隔 

15 mm 〜111 7.6 mm 

紙厚 

0.145 mm 

巻芯 

外径： 56.8 mm 以上 

外径 

最大101.6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 


注意 


•穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 

• ダイカットラベルへのブラックマーク位置はラベル先端とブラックマーク先端を合わせてく 
ださい。 
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用紙種類 

合成紙ラベル 

形状 

口ール紙 

台紙幅 

30〜112 mm 

ラベル幅 

25.4 〜108 mm 

フベル長さ 

ブラックマークダイカットラベルのみです。 

最小 15 〜最大 11 17.6 mm は、「左右端のみカス取りされている用紙」を 
使用してくださし、。 

ラベル間ギャップ 

3 〜 mm 

左右カス取り部 

2 ± 0.5 mm 

ラベル角 R 

2 mm 以下 

ブラックマーク幅 

13 mm 以上 

ブラックマーク長さ 

5 mm 以上 

ブラックマーク 中心位置 

8.5 ± 1 mm 

ブラックマーク間隔 

15 mm 〜111 7.6 mm 

紙厚 

0.1 95 mm 

巻芯 

外径： 44.1 mm 以上 

外径 

最大 101 .6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 


_ 注意 


•穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 

• ダイカットラベルへのブラックマーク位置はラベル先端とブラックマーク先端を合わせてく 
ださい。 
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用紙種類 

普通紙ラベル、ファイン紙ラベル 

形状 

ファンフオールド紙 

台紙幅 

50〜112 mm 

ラベル幅 

46〜108 mm 

ラベル長さ 

15〜301 .8 mm 

ラベル間ギャップ 

3〜6 mm 

左右カス取り部 

2 ± 0.5 mm 

ラベル角 R 

2 mm 以下 

ブラックマーク幅 

13 mm 以上 

ブラックマーク長さ 

5 mm 以上 

ブラックマーク中心位置 

8.5 ± 1 mm 

ブラックマーク間隔 

15 mm 〜304.8 mm 

紙厚 

0.1 45〜0.161 mm 

ミシン目間隔 

203.2 〜304.8 mm 

ミシン目形状 

普通紙ラベル ：1 mm アンカット、5 mm カット 

ファイン紙ラベル：1 mm アンカツト、5 mm カツト 

折り数 

500折り以下 



-注意 


•穴、切り欠きのある用紙は使用できません。 

• ダイカットラベルへのブラックマーク位置はラベル先端とブラックマーク先端を合わせてく 
ださい。 

• フアンフオールド紙は、ブラックマークがミシン目から2 mm 以上離れているものを使用して 
ください。 

• 用紙を逆方向から挿入しても使用できるようにするには、どちらの方向から挿入しても、ブ 
ラック マークがミシン 目に対して同じ位置にくるように（ブラック マーク センサで検出できる 
位置に）してください 
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リストバンド 


<□□□□> 


<□□□□> 



口 

口 

口 

口 




口 

口 

口 

口 

口 


□ □□□ 



用紙種類 

リストバンド 

指定専用紙 

WB-S シリーズ、 WB-M シリーズ、 WB-L シリーズ 

形状 

口 ール紙 

紙幅 

36 mm 

ブラックマーク幅 

13 mm 以上 

ブラックマーク長さ 

5 mm 以上 

ブラックマーク 中心位置 

8.5 ± 1 mm 

ブラックマーク間隔 

WB-S シリーズ 

184.1 mm 

WB-M シリーズ 

292.1 mm 

WB-L シリーズ 

292.1 mm 

紙厚 

0.2 mm 

巻芯 

外径： 56.8 mm 以上 

外径 

最大 101.6 mm 

巻き方向 

印字面が外側 

穴、切り欠き 

穴径： 2.5 mm 以下 


38 


































第 1 章製品概要 


□□□□□□□□ 


2.0 mm 
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2.0 mm 


□ □□□□ 
□ □□ 


印刷位置とカツト位置 


レシート•ロール紙 

上余白： 2.0 mm ( 中心値) 
左右余白： 2.0 mm ( 中心値) 
下端余白： 2.0 mm ( 中心値) 



-注思 


口ール紙オプシヨンが長尺モードの場合、印刷ジョブの最初のページに上余白が設けられますが、 
ページ間には余白は存在しません。印刷ジョブの最終ページに下余白が設けられます。 
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2.0 mm 
2.0 mm 


全面ラベル•ロール紙 

上余白 （ ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値) 

左右余白 （ ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値) 
下端余白 （ ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値) 


n n n 



-注意 


口ール紙オプションが長尺モードの場合、印刷ジヨブの最初のページに上余白が設けられますが、 
ページ間には余白は存在しません。印刷ジョブの最終ページに下余白が設けられます。 



uuuu 0-CSI 


(□□□□□□口) 

□ □LULUSL 
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2.0 mm 


ダイカツトラベル•ロール紙 

上余白（ラベル内）： 2.0 mm (中心値) 

左右余白 （ ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値 ) 
下端余白 （ ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値 ) 
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2.0 mm 


□ □□□口 

□ DO 


□□□□□□□□ 


2.0 rrim 


ブラックマークレシー ト •ロール 紙 

上余白： 2.0 mm ( 中心値） 

左右余白： 2.0 mm ( 中心値） 

下端余白： 2.0 mm ( 中心値） 



LULU0-CSI 
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1□ □UULUIP 91 , 

□ □ LULU Q L L 
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2.0 mm 


□ □□□口 

□ □口 


2.0 mm 


ブラックマークレシー 

上余白： 2.0 mm ( 中心値） 
左右余白： 2.0 mm (中心値） 
下端余白： 2.0 mm ( 中心値） 



第1章製品概要 


紙 

ド 

レ 

T 

才 

フ 

ン 

ア 

フ 



UUEIOICN 

EEPL □§ 


EEO csj- 


Euuoo -S co u UUUU 3 CO 03 □□□□□□ □ 


(□□□□□□□) 

□ ILOL □ □ □ □ □ 


□ □uuuuPLL 


tuuoCN 


EEO-CVI 


□□ 

□□ 

□□ 

□□ 


43 







































ブラックマークダイカットラベル•口ール紙 

上余白 （ ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値） 

左右余白 （ ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値） 

下端余白（ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値） 
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2.0 mm — 
□ □ □ □ 2.0 mm —► 


ブラックマークダイカットラベル•フアンフォールド紙 

上余白（ラベル内）： 2.0 mm (中心値） 

左右余白 （ ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値） 

下端余白 （ ラベル内）： 2.0 mm ( 中心値） 


□ □ □ 



□ □□□ 2.0 mm _► 


-注意 


ミシン目間隔は、発行間隔の整数倍になるようにしてください。 

ミシン目と印字領域の重なりによる印字の乱れ、またはミシン目とオートカツタ位置の重なり 
によるカッタ寿命の低下を防ぐため、裏面にブラック マークの ある用紙を使用し、用紙の位置 
合わせを行ってください。 
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6.5 


2.0 mm 
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11.0 mm 


15.0 mm 


2.0 mm 


リストバンド•口ール紙 （ WB - S シリース) 

上余白： 2.0 mm ( 中心値） 

左右余白： 2.0 mm ( 中心値） 

下端余白： 2.0 mm ( 中心値） 



-注思 


スナップ取り付け用の穴の上と、穴の近傍2 mm は印刷しないでください。 
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リストバンド•口ール紙 （ WB-M シリーズ） 

上余白： 2.0 mm ( 中心値） 

左右余白： 2.0 mm (中心値） 

下端余白： 2.0 mm ( 中心値） 


□ □ □ 


□ □ □ □ □ 


注意 


スナツプ取り付け用の穴の上と、穴の近傍2 mm は印刷しないでください。 
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リストバンド•口ール紙 （ WB-L シリーズ） 

上余白： 2.0 mm ( 中心値） 

左右余白： 2.0 mm ( 中心値） 

下端余白： 2.0 mm ( 中心値） 

一□□口」 ■□□□□口 


-注意 


スナップ取り付け用の穴の上と、穴の近傍2 mm は印刷しないでください。 
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第 1 章製品概要 


排紙トレイ 


ブラックマーク 用紙種類 

普通紙、フアイン紙、 PET フイルム 

レ ぐノ -卜 

用紙形状 

フアンフオールド紙 

用紙サイズ 

幅 76 〜 105 mmx 長さ 54 〜 148 mm 

紙厚 

0.1 19〜 0.1 51 mm 

ブラックマ—ク 用紙種類 

普通紙、ファイン紙 

用紙形状 

フアンフオールド紙 

用紙サイズ 

幅 76 〜 105 mmx 長さ 54 〜 148 mm 

紙厚 

0.1 45 〜 0.161 mm 



注意 


• ロール紙の場合、複数枚保持できません。 

• 用紙や印刷の状態により，完全には用紙を保持できない場合があります。 


インク カー トリツ 


型番 

SJIC 15 P 

形態 

3色インクー体型専用インク カー トリツジ 

インク色 

シアン、マゼンタ、 イエロー 

インク種 

顔料インク 

有効期限 

プリンタ装着後6ヶ月、使用期間を含め製造日から2年 

保存温度 個体輸送時 

-20 〜60 °C (60 ° C の場合、5日以内） 

個装保存時 

-20 〜 40 °C (40° C の場合、1ヶ月以内） 

本体装着時 

-20 〜 40 °C (40° C の場合、1ヶ月以内） 


電気的仕様 


電源供給 

専用 AC アダプタ （ PS - 1 80) による電源供給 

入力電圧（定格） 

AC 100 ~ 125 V (同梱品の AC ケーブル使用時） 

周波数（定格） 

50 Hz 〜60 Hz 

消費電力 動作時 

平均約 26 W 

待機時 

平均約 5 W 

電源 OFF 時 

平均約 0.5 W 


注意 


• 同梱されている専用 AC アダプタを使用してください。 

•イーサネツトケーブルには、カテゴリー5以上のシールドされているケーブルを使用してくだ 
さい。 
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信頼性 


寿命 印刷ヘッド 

60億シヨット/ ノズル 

紙送り機構 

150万ページまたは以下の紙送り長さに達するまでのページ数 

• 普通紙：150 km 

•ファイン紙： 75 km 

• PET フイルム： 50 km 

• 普通紙全面ラベル：100 km 

• ファイン紙全面ラベル： 50 km 

• 合成紙全面ラベル：10 km 

• 普通紙ダイカットラベル：150 km 

•ファイン紙ダイカットラベル：150 km 

• 合成紙ダイカットラベル： 50 km 

• リストバンド ( WB - S / M / L シリーズ）： 30 km 

オートカッタ機構 

• 普通紙：150万カット 

•ファイン紙： 75万カット 

• PET フイルム： 50万カット 

• 普通紙全面ラベル：75万カット（カッタ固定刃クリーニングで+25万カッ 
卜） 

• ファイン紙全面ラベル： 50万カット 

• 合成紙全面ラベル：10万カット 

• 普通紙ダイカットラベル台紙：150万カット 

• ファイン紙ダイカットラベル台紙：150万カット 

• 合成紙ダイカットラベル台紙： 50万カット 
•リストバンド （ WB - S / M / I _ シリーズ ） ： 20万カット 

キヤリッジ機構 

600万パス（キヤリッジ300万往復） 

2000万パスでメンテナンスを要求（プリンタ停止） 

( メンテナンス要求時の LED の点灯/点滅のパターンの詳細は 17ページ 
「ステータス/エラー表示」 を参照してください。） 

MTBF 

75000時間 

MCBF 

980万パス 
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第 1 章製品概要 


環境仕様 


項目 


仕様 


温度/湿度 


印刷時 


10〜35。0、20〜 80% RH 非結露 


パーコード印刷時 15〜 35° C 、 20〜 80% RH 非結露 



保管時 

出荷梱包状態（インク非充てん）： -20 〜 60° C 、 5〜 85% RH 非結露 

-20° C または 60° C の場合120時間以内 

インク充てん状態： -20 〜 40 °C 

-20° C の場合120時間以内 

〇〜 30° C の場合6ヶ月以内 

40° C の場合1ヶ月以内 

気圧 （ 標高） 

使用時 

700〜1060 hPa (標高〇〜2500 m 相当） 


非使用時 
( 輸送を含む） 

700〜1060 hPa (標高〇〜2500 m 相当） 

騒音 

動作時 

約54 dB (ANSI Bystander position ) 


( 才一トカット動 
作を含む） 

弊社評価条件によ y ます。 


0 5 0 
8 5 2 

(％) □口 
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外形寸法 


• 高さ： 261 mm 
•幅： 255 mm 

• 奥行き： 275 mm 
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第 1 章製品概要 


AC アダプタ ( PS -180) 



( 6 ) 


32 


□= 


(□ □ □ mm ) 


電気的特性 入力条件 

入力電圧（定格）： AC 100 〜 240 V 


周波数（定格）： 50/60 Hz ±3 Hz 


消費電力（定格）： 100 VA 

出力条件 

出力電圧（定格）： DC 24 V 土5% 


出力電流（定格）： 2.0 A 


出力電力（定格）： 48 VA 


出カピーク電流： 4.5 A 

ケース仕様 寸法 (HxWxD) 

68x 136x32 mm (突起部を除く） 

質量 

約 0.4 kg ( AC ケーブルを除く） 

色 

黒（マット） 


適合規格 

電気用品安全法 


材質 

臭素処理された PBBE , PBB のよろな材質は使用していません。 

AG ケーブル 

同梱品の AC ケープルを使用してくださし、。 


アース 接続 

安全のためにアース線を使用してください。 
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制限事項 

プリンタ環境 

. 弊社が提供する TM プリンタ用ドライバ （APD、OPOS) は、本プリンタで使用できません。 

APD ゆ OPOS がインスI''ールされているコンピュータに、 TM-C3400 プリンタドライパをインスI•'ールして 
使用することはで含ます。 

プリンタドライバのインストール環境 

• USB モデルが接続された状態で、イーサネットモデルのプリンタドライパはインスI•'ールできません。この場合、 
USB モデルの電源をオフしてから、イーサネットモデルのプリンタドライパをインス!'ールしてください。 

• ポイントアンドプリントでプリンタドライバをインス!•'ールした揚合、印刷はできますが、プリンタステータス 
は取得できません。 

• ポイントアンドプリントの環境でプリンタドライパの設定する揚合、ネットワーク経由でサーバにアクセスして 
設定することがあります。設定する揚合、必ずプリンタが接続されている状態で設定してください。 

• 共有プリンタと□一カルプリンタを1つのクライアントコンピュータで使用する揚合、最初に□一カルプリンタ用 
のプリンタドライバをインストールし、次に共有プリンタ用のプリンタドライパをインス!'ールしてください。 

• 本プリンタを APDVer. 4.03より前のパージョンの APD と同じ環境で使用する揚合、先に APD をインス!'ールし 
てから本プリンタのプリンタドライバをインス!•'ールしてください。 

プリンタドライバのインストールパッケージ 

• USB モデルのインス!•'ールパッケージでプリンタドライパをインス!'ールし、このプリンタを共有設定した場合、 
ネットワークの他のコンピュータからは、ステータスを取得できません。 EPSON プリンタウィンドウ！3および 
お客様のアプリケーションからのステータス取得ができません。印刷は可能です。これを回避するには、インス 
I'ールパッケージを使わずに、プリンタドライパをインス!■'ールして設定を行ってください。 

• インス!'■ールパッケージに、「ドライバユーティリティ」タブの「モニタリング機能の設定」は反映されません。 
EPSON プリンタウィンドウ！3のエラー表示が、初期設定になります。（印刷不可およ;びメンテナンスコールの 
場合に通知します)。設定を変更する場合、インス!'ールした環境ごとに設定してください。 

• Windows 2000の環境で、インス!■'ールパッケージを実行してもプリンタドライパがインス!'■ールできない場 
合、プリンタが「不明なデバイス」として登録されていることが考えられます。「不明なデバイス」を削除してか 
ら、インス!•'ールパッケージを実行してください。 

(197 ページの 「Windows 2000で、プリンタドライバがインス!•'ールできない場合」を参照） 

• Windows 2000の環境で、すでに TM-C3400 のプリンタドライパがインストールされている場合、インス!'■一 
ルパッケージのプリンタドライパとパージョンが異なると、既存プリンタドライパの設定が変更される可能性が 
あります。 （TM-C 3400以外のプリンタドライパには影響ありません。） 

既存の設定を保持したい場合、事前に設定を保存し、インストールパッケージを実行後、設定を戻す必要があり 
ます。 （197 ページの 「Windows 2000で、すでにプリンタドライパがインス!'■ールされている揚合」を参照） 

用紙 

• 全面ラベルを使用する場合、印刷が終了するたびに出力された用紙を取り除いてください。用紙が取り除かれな 
い場合、出力された用紙の一部が切り取られたり、カッタエラーが発生したりします。 

(17 ページの「ステータス/エラー表示」を参照） 

. 全面ラベル紙をカットすると、カッタ刃に粘着物が付着して切れ味が鈍くなる場合があります。その場合、カッ 
夕刃をクリーニングしてください。詳細は、 184ページ「オートカッタのクリーニング」 を参照してください。 
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第 1 章製品概要 


電源スイッチのオン/オフ 

• 電源スイッチを使用せずにプリンタの電源を切った揚合、プリントへッドが待機位置以外の揚所で放置されるこ 
とがあります。この場合、オートへッドクリーニングによりインクの消費量が極端に増えますのでご注意<ださ 
い。 


印刷 

• インターフェースが USB の揚合、印刷した後にプリンタの電源をオフ/オンすると、次の印刷までに時間がかかる 
ことがあります。 

•インクカートリッジは3色のインクで構成されています。特定の色を指定して印刷を行った場合でも、印刷動作ゆ 
プリントへッドを良好な状態に保つためにすベてのインクを使用します。1色でもインク残量値が限界に達する 
とプリンタは印字を停止します。 

• インク充てん後にプリンタを傾けて衝撃を与えると、印刷色がおかしくなることがあります。インク充てん後の 
プリンタを移動した場合、テスト印刷等で印刷色を確認してください。 

印刷色が正常でない場合、ヘッドクリーニングを実行してください。ヘッドクリーニング方法は、 182ページ 
「マニュアルへッドクリーニング」 を参照してください。 

• 画像等の印刷をした場合、印刷結果に約1インチ間隔の白スジ（白く見える線）または黒スジ（画像の重なり）が 
発生する場合があります。「プリンタユーティリティ」タブの「ギャップ調整」-「紙送り調整」で軽減できます 
が、完全に目立たな<することはできません。 

• 画像等の印刷をした場合、印刷結果に約1インチ間隔で色調の変化が現れることがあります。 
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第 2 章セットアップ 


セツトアツフ 


本章では、製品を使用する前に必要な、製品および周辺機器の設置 • 設定作業について説明しています。 

本プリンタを初めてお使いになる場合 


注意 


プリンタドライバのインストールが完了するまで、プリンタの電源をオンにしないでくださし、。 


本プリンタを初めてお使いになる場合、インクの充てんとプリンタの用紙位置検出の設定が必要です。 
以下の手順に従つて操作してください。 


1 □— ル紙をセットします。 

詳細は、 74ページ「□ール紙のセット」 を参照してください。 

2 プリンタの電源をオンします。 

新しいインクカートリッジをセットします。 

詳細は、 61ページ「インクカートリッジの取り付け」 を参照してください。 

• インクカートリッジカパーを閉めると、インクの充てんが始まります。 

• プリンタに初めてインクカートリッジを取り付けたときは、インクの充てんに約8分かかります。 

充てん中は電源 LED が点滅します。インク充てん中は、電源をオフしたり、□ール紙カパーやインク 
カートリッジカパーを開けたりしないでください。インク充てん中に、電源をオフしたり、□ール紙力 
バーやインクカートリッジカバーを開けた場合、再度最初からインク充填を行ため、インクを極端に消費 
します。 

•インクの充てんが完了すると、電源 LED が点滅から点灯に変わります。 



4 お客様が使ろ用紙に合わせて、プリンタの用紙位置検出を変更してください。 

詳細は、 76ページ「②用紙位置検出の設定」 を参照してください。 


注意 I 


インク充てん後にプリンタを傾けて衝撃を与えると、印刷色がおかしくなることがあります。 
インク充てん後のプリンタを移動した場合、テスト印刷等で印刷色を確認してください。 

印刷色が正常でない場合、ヘッドクリーニングを実行してください。詳細は、 182ページ「へッ 
ドクリーニング」 を参照してください。 

電源スイッチを使用せずにプリンタの電源を切った場合、プリントへッドが待機位置以外の場 
所で放置されることがあります。次に電源をオンにしたとき、オートヘッドクリーニングが実 
行され、インクの消費量が極端に増えますのでご注意ください。 
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セットアップの流れ 

本章は、本製品および周辺機器のセットアップの流れに沿って、次のような構成となっています。 
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第 2 章セットアップ 


プリンタの設置 

設置に適した場所に十分なスペースを確保して設置します。 


設置上の注意 



(□0 0 mm ) 

• プリンタは水平に設置してくださし、。 

• プリンタ正面に、インクカートリッジカパーと□ール紙カパーを開ける十分なスペースを確保してください。 
• ホコリや塵の多い場所には設置しないでくださし、。 

• 操作時に強い衝撃をプリンタに与えないでください。印字不良を起こす可能性があります。 

• プリンタ底面に、コードや異物などを挟み込まないでくださし、。 

• プリンタは背面から100 mm 空けて設置してください。 

• プリンタの上に重いもの （10 kg 以上）や、振動するものを載せないでください。 
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翻の赚 

AC アダプタ （ PS -1 8 0) は、プリンタに内蔵されています。 


A • 必ず 、 EPSON PS - 180をご使用ください。 

/!\ wS 規格外の電源ユニットを使用すると、火災や感電を起こすおそれがあります。 

• EPSON PS -180 を使用した場合でも、異常が確認されたときは、すぐにプリンタの電源をオフ 
にし、電源ユニットの電源 コー ドを壁の コンセン トから外してください。 


AC ケープルは、同梱品を使用してください。 


AC ケーブルの接続手順 


1 プリンタの電源がオフになっていることを確認します。 

2 DC ケーブルのコネクタを、電源コネクタに接続します。 

1 AC アダプタの AC インレットに AC ケープルのコネクタを差し込みます。 
公 AC ケープルの電源プラグをコンセントに差し込みます。 



A • AC アダプタをプリンタに接続するとき、または取り外すときは、 AC ケープルをコンセントか 

/!\ 注意 ら外してください。 

AC アダプタやプリンタが破損することがあります。 

• AC アダプタの定格電圧と、壁のコンセントの電圧が適合しない場合、 AC ケーブルを壁のコン 
セントに接続しないでください。 

AC アダプタやプリンタが破損することがあります。 


口主意 I 


EPSON PS -180 の DC ケーブルコネクタを取り外すときは、 AC ケーブルが接続されていないこと 
を確認し、コネクタの矢印の部分を持ちながら、まっすぐに引き抜きます。 
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第 2 章セットアップ 


インクカートリツジの取り付け 


注意 


• 初めてインクカートリッジを取り付ける場合、必ず口ール紙をセットし、電源をオンにしてか 
らインクカートリッジを取り付けてください。口ール紙のセット方法は （74 ぺージ「用紙の 
セット」） を参照してください。 

• インクカートリッジは、必ず SJIC 15 P を使用してください。 

• インクカートリツジは、プリンタへの取り付け直前まで開封しないでください。 


1 口ール紙をセツトします。 

用紙のセツト （74 ページ） を参照してください。 

2 インクカートリツジカパーを手前に引いて開けます。 



^ 使用済みのインクカートリッジがある場合、引き抜きます。 

4 新しいインクカートリッジを4〜5回振ってから、袋から取り出します。 

-:インクカートリッジを下図の位置まで、静かに押し込みます。 

矢印を上にしてセツトしてください。 
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Q インクカートリッジカバーを閉じます。 

プリンタに初めてインクカートリッジを取り付ける揚合、インクの充てんに約8分かかります。その間、プ 
リンタの□ール紙カパーやインクカパーを開けたり、電源スイッチ/紙送りポタンを押したりしないでくだ 
さい。 

インク LED ( 赤色）が消灯します。 

インクの充てんが始まると、電源 LED ( 緑色）が点滅します。充てんが完了すると電源 LED( 緑色）が点滅 
から点灯に変わります。 


• 初めてインクカートリッジを取り付けたときは、プリンタ内へのインク充てんによリインクが 
参考」 消費されるので、インクカートリッジの交換時期は通常より早くなります。 

• インクの消費量は、プリンタの使用環境および使用状況により異なります。 

• プリントヘッドの品質を維持するため、カートリッジ内のインクが完全になくなる前に、イン 
ク LED が点灯します。 


y プリンタの電源をオンにします。 


注意 


電源スイッチを使用せずにプリンタの電源を切った場合、プリントへッドが待機位置以外の場所 
で放置されることがあります。この場合、オートヘッドクリーニングによりインクが大量に消費 
されるのでご注意ください。 
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第 2 章セットアップ 


ホストコンピュータとの 


USB インタフェースモデルの場合 


ホストコンピュータと本プリンタを USB ケープルで接続します。 


注意 


• プリンタドライバのインストールが完了するまで、プリンタの電源をオンにしないでくださ 
い。 

• 必ず、製品に添付された USB ケーブルを使用してください。 


プリンタ背面の USB コネクタに USB ケープルを差し込み、下図のように配線します。 

US 巳ケープルを図のようにケープルフックに引っ掛けることにより、ケープルが抜け落ちるのを防げます。 



ケーブルフック：ケーブルが抜け落ちるのを防げます。 
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イーサネットインタフエースモデルの場合 


イーサネットケープルを使用して、本プリンタをハプ経由でネットワークに接続します。 


△注意 


• 屋外に架空配線されたイーサネットケープルは、必ず他のサージ対策の施された機器を経由し 
てから接続してください。 

誘導雷によつて機器が故障するおそれがあります。 

•10/100 Base-T LAN コネクタには、決して一般公衆回線を差し込まないでください。 


1 プリンタ背面のコネクタカバーを開きます。 

2 イーサネットコネクタにイーサネットケープルを"カチッ"という音がするまで差し込み、 
以下のように配線します。 

イーサネットケープルを図のようにケープルフックに引っ掛けることにより、ケープルが抜け落ちるのを防げ 
ます。 



^ コネクタカパーを閉めます。 
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第 2 章セットアップ 


プリンタドライバのインストール 


プリンタドライパのインス!•'ールは2つの方法があります。 

入手方法の詳細は、 128ページ「ダウン□ー ド」 を参照してください。 

• 簡単セットアップでインス!'■ール 

本書で説明しているインスI'ール方法です。 

• プリンタドライパフアイルからインス!'■ール 

本書では説明していません。プリンタドライパのインス!'ーラから画面の手順に従ってインストールして 
ください。 

イーサネットモデルで工場出荷状態（ネットワーク設定が初期値）のプリンタの場合、 IP 通信ができるよ 
うに EpsonNet Config で IP アドレスなどを設定してください。 


注意 


プリンタドライバをバージョンアップする場合、既存の設定を BSF ファイルに保存し、プリンタ 
ドライバのバージョンアップ後、保存した BSF ファイルを取り込んでください。 


[簡単セットアップでインストール 


「簡単セットアップ」を使用すると、プリンタドライパのインス!'ールとネットワークの設定 （ イーサネットインタ 
フェースモデルのみ）が簡単に行えます。 



注意 


• インストールは、 Administrator のユーザー権限でログオンしてください。 

• インストール前に、ソフトウェアの動作環境を確認してくださし、。 （25 ページ「動作環境」 参照） 

• 「簡単セットアップ」は、複数の TM - C 3400 のセットアップを同時にできません。ネットワー 
ク上に複数の TM - C 3400 をセットアップする場合 、 「EpsonNet Config 」 を使用してください。 

• USB モデルが接続された状態で、イーサネットモデルのプリンタドライバはインストールでき 
ません。この場合、 USB モデルの電源をオフしてから、イーサネットモデルのプリンタドライ 
バをインストールしてください。 


US 巳インタフェースモデルとイーサネットインタフェースモデルでは、インス!'■ールの手順が異なります。 
• USB インタフェースモデルの揚合 （66 ページ 参照） 

• イーサネットインタフェースモデルの揚合 （68 ページ 参照） 
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USB インタフェースモデルの場合 

以下の手順でプリンタドライパをインス!■'ールします。 

EPSetup . exe のアイコンをダブルクリックします。 


EPSON 


2 [□一カル（直接）接続]をクリックします。 



^ [インストール]をクリックします。 

4 次の画面が表示されたら、コンピュータとの接続を確認し、プリンタの電源をオンにしま 
す。 

EPSON プリンタユーテイリテイセツトアップ 



Q ] ンピュータとの接続を確恧し、プリンタの緊源をオンにしてください。 

ブリンタを検索し、自勒的に接続先(ボー T ) を設定します。 

:?リンタをネットワークで接続している埸合や、接続先(ボート〉を自分で•設 
定したい場合は、[手動)設定]をクリックしてくださ0。 


手射]設定_検索中止_ 
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q [完了]をクリックします。 



以上で、プリンタドライパのインス!•'ールは終了です。 
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I 


イーサネットインタフェースモデルの場合 


注意 


TM-C3400 に IP アドレスなどのネットワーク設定がなされている場合、その設定を使用します。 
別の設定に変更することはできません。 


以下の手順でプリンタドライパのインス!'ールと、ネットワークの設定をします。 


1 プリンタの電源をオンにします。 

EPSetup . exe のアイコンをダプルクリックします。 


[EPSON 


^ [ネットワーク （ LAN ) 接続]をクリックします。 



4 [インス!'ール]をクリックします。 

q 接続可能なプリンタがリストに表示されます。インス!-ールするプリンタを選択し、 
[次へ]をクリックします。 

すでにプリンタに IP アドレスが設定されている場合、手順9に進みます。 
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第 2 章セットアップ 


Q IP アドレスの取得方法が表示されます。 IP アドレスの取得方法を選択し、 [ 次へ]をクリッ 
クします。 

手動を選択した場合、 IP アドレスを入力してください。 




7 設定内容の確認が表示されます。設定内容に問題がない場合、 [ 次へ]をクリックします。 

p アドレスの設定をやり直す場合、[戻る]をクリックしてください。 


Q tpsonNet tasylnstall 



設定内容の確認 

ネットワークイ'ノタ-フェイスに設定を送信します。設定の送信完了には10秒ほどかかります。 

表示された設定内容を確認し、 P -1 題がなければ[次へ >] ボタンを押してください。設定が送信されます。 
設定内容を修正する埸合は、 [< 戻る]ボタンを押して前の画面へ戻ってください。 



<親 次へ> I [ キャンセル I 
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g 通信設定完了が表示されます。 [ 次へ]をクリックします。 



Q プリンタ名を入力し、[次へ]をクリックします。 

[テストページを印刷する]のチェックは、外してください。 
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第 2 章セットアップ 


1 fl : インス I 'ールするプリンタドライパを通常使ろプリンタにするか選択し、[次へ]をクリツ 
クします。 

[次へ]をクリックするとプリンタドライパがインス!''ールされます。 




11[完了]をクリックします。 

「EpsonNet EasylnstallJ が終了 します。 



1[完了]をクリックします。 



以上で、プリンタドライパのインス!•'ールとネットワークの設定は終了です。 
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ディップスイッチの設定 

以下の揚合にディップスイッチを設定します。 

• 電源スイッチカパーを取り付けて、電源スイッチを操作させないとき 
• □ール紙とファンフォールド紙を切り替えるとき（初期設定は□ール紙） 
. ブザーの音量を変更するとき 


設定手順 


ディップスイッチの設定方法は、以下のとおりです。 


A ディップスイッチのフタを外すときは、プリンタの電源をオフにしてください。 

/!\注意電源をオンにした状態で外した場合、ショートしてプリンタが故障するおそれがあります。 


_注 


デイップスイッチの設定は、電源投入時およびインタフエースによるリセット後に有効になりま 
す。 


1 プリンタの電源がオフであることを確認します。 

2 インクカートリッジカバーを開き、ディップスイッチのカバーを外します。 



4 ディップスイッチのフタを取り付け、インクカートリッジカバーを閉じます。 
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第 2 章セットアップ 


ディップスイツチの機能 


SW 

機能 

ON 

OFF 

工場出荷時の 
設定 

1 

電源スイッチの動作 

リセット 

電源 0 N /0 FF 

OFF 

2 

内部使用 

OFF 固定（変更しないでください。） 

OFF 

3 

用紙の選択 

フアンフオールド紙 

口 ール紙 

OFF 

7 

内部使用 

OFF 固定（変更しないでください。） 

OFF 

8 

□ □ □ □ □ 

□ 

□ 

OFF 


注意 


電源スイッチカバーを取り付けて電源スイッチを操作しない場合、ディップスイッチ1を ON に 
してください。 
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用紙のセツト 

用紙を初めてプリンタにセットする場合、用紙の形状 （ □ール紙/フアンフォールド紙）や種類を変更する場合、用 
紙を交換する場合は以下の手順で用紙をセットして < ださし、。 

用紙のセット方法は、用紙の形状（□ール紙/フアンフォールド紙）によって異なります。 

• □ール紙/リストパンドの揚合 （74 ページ「□ール紙のセット」 を参照してください） 

• フアンフォールド紙の場合 （84 ページ「フアンフォールド紙のセット」 を参照してください） 

- • 用紙はプリンタの仕様にあったものを使用してください。用紙仕様の詳細は、 26ぺージ「用紙 

L 参考」 仕様」 を参照してください。 

• 用紙の形状、用紙位置の検出設定、用紙幅を変えずに用紙を交換する場合、 139ページ「用紙 
の交換」 を参照してください。 


ール紙のセツ 


□ール紙/リストパンドをセットする場合、以下の流れでセットします。 
• 初めて用紙をセットする場合：②〜⑥ 

• 用紙を使い切った揚合（同じ用紙をセットする）：①、⑥ 

• 用紙の形状ゆ種類を変更する場合：①〜⑥ 
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①用紙の除去 

用紙を初めてプリンタにセツトする場合、本作業は必要ありません。 

口ール紙の場合 

1 リリースレバーを 手前に引き、□—ル紙 カバーを 開けます。 

□ール紙または□ール芯があれば、取り出します。 



2 口ー ル紙 カバーを 閉めます。 

フアンフオールド紙の場合 

1 フアンフォールド紙カパーを開けます。 



2 残っている紙を取り除きます。 
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②用紙位置検出の設定 


用紙位置検出設定に変更がない場合、本設定は必要ありません。 


_注意- 


プリンタ内に用紙が残っていると、用紙位置検出の設定が行えません。 

プリンタの電源をオンにする前に、必ずプリンタ内から用紙を取り除いてくださし、。 


1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタ内の用紙を取り除きます。 

^ プリンタドライパを表示させます。（プリンタドライパの表示方法は、147ページ「プリ 
ンタドライパの表示方法」 参照） 


4 [プリンタユーティリティ] タブの [用紙位置検出設定] を、使用する用紙に合わせて変更し 
ます。 


お客様が使用する用紙 

用紙位置検出設定 

レシート/全面ラベル/透明台紙全面ラベル 

位置検出しない 

ブラックマークダイカットラベル 

ダイカットラベルのブラックマークを検出する 

ブラック マー クレシート/リストバンド 

レシートのブラックマークを検出する 

ダイカットラベル/ブラックマークダイカットラベル 

/透明台紙ダイカットラベル 

ラベル間ギャップを検出する 


q プリンタの電源をオフにします。 


注意 


用紙位置検出設定の変更内容は、プリンタの電源をオフしたときにプリンタの内部メモリに保存 
されます。設定を有効にするため、必ずプリンタの電源をオフにしてください。 
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③紙送りガイド/リストバンド専用アタッチメントの取り外し 


用紙を初めてプリンタにセツトするとき、または用紙の形状 （ □ール紙/リストパンド/フアンフォールド紙）に 
変更がない場合、本作業は必要ありません。 


注意 


紙送りガイドは、フアンフオールド紙を使用する場合のみ、プリンタに取り付けます。口ール紙 
を使用する場合、必ず取り外してください。 



2 口ール紙カバー内側の溝に紙送りガイドが取り付けられている場合、取り外します。 



^ □— ル紙カバー内側の溝にリストバンド専用アタッチメント ( OT - WA 34) が取り付けら 

れている場合、取り外します。 
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ロール 紙 カバーを 閉めます。 
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④リストバンドの場合、リストバンド専用アタッチメントの取り付け 


リストパンド ( WB - S / M / L シリーズ）を使用する場合、リストバンド専用アタッチメント （ OT - WA 34) を取り付け 
ます。その他の用紙を使用する場合、本作業は必要ありません。 


注意 


リストバンド専用アタッチメントは、本製品（ファームウエア： Ver . WSN 00170 以降、プリンタ 
ドライバ： Ver .1.2.0.0 以降）専用オプシヨンです。 



2 リストパンド専用アタッチメントを、□ール紙カバーの内側の溝に差し込んで取り付けま 
す。 



^ 口ール紙カパーを閉めます。 
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⑤口ール紙ガイド/排紙ガイドの調整 

紙幅に変更がない場合、本調整は必要ありません。 

1 リリースレバーを 手前に引き、 □ール 紙 カバーを 開けます。 



2 □—ル紙ガイドのロックを解除します。 



^ 左側のロール紙ガイドを矢印方向に押し広げ、印刷面を上にしてロール紙を挿入します。 
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4 口ール紙ガイドをロックします。 



q 排紙ガイドのロックを、先の細いもので解除します。 



6 


排紙ガイドを ロール 紙の幅に合わせます。 






























排紙ガイドをロックします。 



ロール 紙 カパーを 閉じます。 
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⑥ロール紙の挿入と電源の投入 

手順" ⑤ ロール 紙ガイド/排紙ガイドの調整 （80 ページ）" を行った場合ステップ1〜3は不要です。 


1 リリースレバーを手前に引き、□ール紙カバーを開けます。 




^ □ール紙を排紙ガイドに合わせながら、口ール紙カパーを閉めます。 



4 


プリンタの電源をオンにします。自動的に用紙が送られます。 


參考 


プリンタドライバの[プリンタ ユーテ イリ テイ] タブの [ 用紙頭出し動作設定]で、用紙カバーク 
ローズ時の用紙頭出し動作を「カットあり」に設定していると、用紙が送られた後、オートカッ 
卜されます。 


以上で、□ール紙のセツトは終了です。 


83 










































フアンフォールド紙をセットする揚合、以下の流れでセットします。 
• 初めて用紙をセットする場合：②〜⑤ 

• 用紙を使い切った場合（同じ用紙をセットする）：①、⑤ 

• 用紙の形状や種類を変更する揚合：①〜⑤ 
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①用紙の除去 

用紙を初めてプリンタにセツトする場合、本作業は必要ありません。 

口ール紙の場合 

1 リリースレバーを 手前に引き、□—ル紙 カバーを 開けます。 

□ール紙または□ール芯があれば、取り出します。 



2 リストパンド専用アタッチメント （ OT - WA 34) が取り付けられている場合、取り外しま 
す。 



1 口ール紙カパーを閉めます。 
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フアンフオールド紙の場合 

1 フアンフォールド紙カパーを開けます。 



2 残っている紙を取り除きます。 
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②用紙位置検出の設定 

用紙位置検出設定に変更がない場合、本設定は必要ありません。 


注意 


プリンタ内に用紙が残っていると、用紙位置検出の設定が行えません。 

プリンタの電源をオンにする前に、必ずプリンタ内から用紙を取り除いてください。 

用紙位置検出設定の変更内容は、プリンタの電源をオフしたときにプリンタの内部メモリに保 
存されます。設定を有効にするため、必ずプリンタの電源をオフにしてください。 


1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタ内の用紙を取り除きます。 

^ プリンタドライバを表示させます。（プリンタドライバの表示方法は、147ページ「プリ 
ンタドライパの表示方法」 参照） 



4 [プリンタユーティリティ]タブの[用紙位置検出設定]を、使用する用紙に合わせて変更し 
ます。 


お客様が使用する用紙 

用紙位置検出設定 

ダイカットラベル（ブラックマーク付き） 

ダイカットラベルのブラックマークを検出する 

レシート （ ブラックマーク付き） 

レシートのブラックマークを検出する 

ダイカットラベル/ブラックマークダイカットラベル 

/透明台紙ダイカットラベル 

ラベル間ギャップを検出する 


q プリンタの電源をオフにします。 
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③紙送りガイドの取り付け 


用紙の形状（□ール紙/フアンフォールド紙）に変更がない場合、本作業は必要ありません。 


_注意- 


フアンフオールド紙を使用する場合、必ず紙送りガイドを取り付けてくださし、。 


1 フアンフォールド紙カバーを開け、紙送りガイドを取り出します。 



2 リリースレバーを手前に引き、□ール紙カバーを開けます。 



-I 紙送りガイドを、ロール紙カバー内側の溝に差し込み取り付けます。 
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④排紙ガイド/フアンフォールド紙ガイドの調整 

用紙の形状（□ール紙/フアンフォールド紙）に変更がない場合、本作業は必要ありません。 



2 排紙ガイドを外側にスライドさせます。 



排紙ガイドをロックします。 
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4 フアンフォールド紙カパーを開け、フアンフォールド紙ガイドのロックを解除します。 



Q フアンフォールド紙ガイドをロックします。 
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⑤用紙の挿入と電源の投入 

1 プリンタの電源をオンにします。 

2 Power LED が点滅から点灯に変わったら、印刷面を上にして、引き込まれるまで 
(約100 mm ) 用紙を挿入します。自動的に用紙が送られます。 


プリンタドライバの[プリンタユーティリティ]タブの[用紙頭出し動作設定]で、用紙カバーク 
ローズ時の用紙頭出し動作を「カットあり」に設定していると、用紙が送られた後、オートカッ 
卜されます。 



^ プリンタ背面から40 mm 以上離して、用紙をまっすぐに置きます。 
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4 


フアンフォール ド紙 カノ ゞ 一を 閉めます。 



以上で、フアンフォールド紙のセツトは終了です。 




排紙トレイの取り付け/調整 

排紙トレイを取り付けると、印刷された用紙を排紙トレイに一時的にためておくことができます。 
排紙トレイを使用する場合、以下の手順に従って排紙トレイの取り付け/調整してください。 


注意 


用紙の力ール、長さにより、排紙トレイから用紙が落ちる場合があります。 

フアンフオールド紙を使用する場合、複数の用紙を排紙トレイにためておくことができます。 
排紙トレイへの排紙可能枚数は、 49ページ「排紙トレイ」 を参照してください。 


1 排紙テープル下側のフックに、排紙トレイを取り付けます。 



1 下側の排紙トレイを用紙の長さに合わせます。 
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4 排紙トレイをロックします。 
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電源スイツチカバーの取り付け 


電源スイツチカパーを取り付けると、電源スイツチの誤操作を防止できます。 


注意 


電源スイッチカバーを取り付ける場合、ディップスイッチ1の設定をオンにしてください。 
(詳細は、 72ページ「ディップスイッチの設定」 を参照してください。 ） AC 入力で電源のオン/ 
オフを行えるようになり、分電盤などで電源を制御できます。その場合、電源スイッチはリセッ 
卜機能になります。 


電源スイッチを操作させない場合 

電源スイッチカパーをそのまま取り付けます。 

1 ディップスイッチ1を ON にしてください。 

2 プリンタの電源スイッチの上から、電源スイッチカバーを押し込みます。 



先の細いものを差し込んで、電源スイッチを操作する場合 


電源スイッチカパーの穴を抜いてから取り付けます。 


_注意- 


電源スイッチカバーをプリンタに取り付けてから、穴を開けることはできません。 


1 電源スイッチカバーの真ん中を、先の細い硬いもので突いて穴を開けます。 

2 プリンタの電源スイッチの上から、電源スイッチカバーを押し込みます。 
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プリンタドライバの設定 

プリンタドライパでは以下の機能を設定できます。 

プリンタの設定 

• 印刷動作モードの設定 
• 通知設定 
• 用紙頭出し動作設定 
• 用紙位置検出設定 
• パネルボタンの設定 
• センサー調整 

プリンタドライバの設定 

• EPSON プリンタウインドウ！3の設定 
• 印刷後用紙動作設定 
• リストパンドを使用する場合の設定 



印刷動作モードの設定 


印刷動作モードの設定には以下のモードがあります。（初期設定では[誤読なしモード]に設定されています。初期 
設定で使用する場合、設定の必要はありません） 

• 高信頼性モード（無効 （ Void ) 画像印刷） 

• 高信頼性モード（再印刷実行選択） 

• エコノミーモード（無効 （ Void ) 画像印刷） 

• エコノ5—モード（再印刷実行選択） 

• 誤読なしモード 
• 誤色なしモード 

(各モードの詳細は 19ページ「印刷動作モード」 を参照してください） 


モードの設定方法 

1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライバを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してください） 

[プリンタユーティリティ]タブを選択し、[印刷動作モードの設定]をクリックします。 
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4 「印刷動作モードの設定」画面が表示されます。 [ 印刷動作モードの設定]を選択し、 [ 次へ 
] ポタンをクリックします。 



ち設定モードを選択します。どのモードを選択するかは19ページ「印刷動作モード」を参 
照してください。モードを選択後、[次へ]ポタンをクリックします。 


- ェコノミーモードは、プリンタのファームウエアが Ver . WSN 00180 以降の場合に表示されます。 

参考 



6 


設定が完了します。 [ OK ] ポタンをクリックし終了します。 


續臼刷動作モードの設定 


設定が終了しました。 

@ 
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無効 ( Void ) 画像の登録 

高信頼性モード （ 無効 ( Void ) 画像印刷）およびエコノミーモード （ 無効 ( Void ) 画像印刷）では、ドット抜けが発生 
した場合に印刷する画像を指定できます。初期設定では高さ 25.4 mm の黒ベタ印刷です。無効 ( Void ) 画像の変更 
できます。 


1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライバを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してください） 


[プリンタユーティリティ]タブを選択し、[印刷動作モードの設定]をクリックします。 


4 「印刷動作モードの設定」画面が表示されます。 [ 無効 ( Void ) 画像の登録]を選択し、 [ 次へ 
] ポタンをクリックします。 


P 刷動作モートの設定 


r ット抜け発生呤の觔作設定などを行 L 〗 ます。 

3 K -, また、ドット抜け発生時にドキュメントに印刷する無幼 ( Void ) 画像 
の登錄を行います。 

なお、印刷中及び印刷待ちドキュメントがある状態では設定を行わ 
ないでください。設定を行った埸合は、印刷データが則除されま 



印刷動]作モードの設定 
〇 豫麗麗 

無幼 ( Void ) 画像のテスト印刷 



1 次へ 1 






； [ 参照 ] ポタンをクリックし、印刷する画像を選択します。 [ 登録 ] ボタンをクリックし、印 
刷する画像を登録します。 


注意 


無効 ( Void ) 画像として登録できるのは、幅737 pixel 、 高さ78 pixel 以上180 pixel 以下の 
ビットマツプ画像です。 
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6 


無効 ( Void ) 画像の登録が完了します。 [ OK ] ポタンをクリックします。 



無効 ( Void ) 画像のテスト印刷 

高信頼性モード （ 無効 （ Void ) 画像印刷）およびエコノミーモード （ 無効 ( Void ) 画像印刷 ） で、ドット抜けが発生し 
た場合に印刷する画像をテスト印刷します。 


2 

3 

4 


プリンタの電源をオンにします。 

プリンタドライパを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してくださし、） 


[プリンタユーティリティ]タブを選択し、[印刷動作モードの設定]をクリックします。 
[無効 ( Void ) 画像のテスト印刷]を選択し、[次へ]ポタンをクリックします。 


續 P 刷動作モードの設定 




ドット抜け発生時の射)作設定などを行います。 

また、ドット抜け発生時にドキュメントに印刷する無幼 (Void) 画像 
の登錄を行います。 

なお、印刷中及び印刷待ちドキュメントがある状態では設定を行わ 
1でください。設定を行った埸合は、印刷データが肖リ除されま 


I! 


〇印刷劻作モードの設定 
<0 無効 (Vo id) 画像の登錄 
〇 _歴.園豫證 XE 1 M 


次へ ) I 棚！《 
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7 [ テスト印刷]ポタンをクリックし、テスト印刷を開始します。 

[キャンセル]ポタンをクリックすると、テス ト 印刷せずに終了します。 



g テスト印刷が完了します。 [ OK ] ポタンをクリックし終了します。 
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通知設定 


以下の通知設定をします。 

. エラー 発生時の ブザー 通知設定 

エラーが発生したとき、ブザーを鳴らすか/鳴らさないか設定します。（初期設定は[鳴らす]になっています。 
初期設定で使用する場合、設定の必要はありません） 

• インク残量少 LED 通知設定 

インク残量が少なくなったとき、 LED を点灯させる/ LED を点灯させないか設定します。（初期設定は [ LED を 
点灯させる]になっています。初期設定で使用する場合、設定の必要はありません） 

• 用紙違い通知設定 

用紙サイズエラーを検出するか設定します。エラーを検出すると 、 Error LED と Paper LED を点灯させ、 
EPSON プリンタウィンドウ！3を起動している場合、エラー通知します。（初期設定は [ エラー通知しない]に 
なっています。初期設定で使用する場合、設定の必要はありません） 

設定方法は以下のとおりです。 


1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライバを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してください） 


^ [プリンタユーティリティ]タブを選択し、[通知設定]をクリックします。 

4 「通知設定」画面が表示されます。設定する項目選択し、 [ 次へ]ポタンをクリックします。 



巧通知方法を設定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

[キャンセル]ポタンをクリックすると、設定を変更せずに画面を終了します。 


□□□□□□□□□□□□□□ 


□ □□□□□ LED 〇 D □ □ 


□□□□□□□□ 
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Q 設定が'完了します。 [ OK ] ポタンをクリックし終了します。 
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用紙頭出し動作設定 


プリンタの電源オン時/用紙カバークローズ時の、用紙頭出し動作の設定をします。 

プリンタの電源オン時/用紙カパーク□ーズ時の、用紙頭出し動作には以下の種類があります。（初期設定は[用紙 
頭出し動作あり（カツトあり） ] になっています。初期設定で使用する場合、設定の必要はありません） 


設定 

内容 

電源オン 

口ール紙 
カバー閉 

用紙頭出し動作あり 
(カットあり） 

用紙位置検出設定がブラックマーク検出/ラベル間ギヤッ 
プ検出の場合、電源投入時にブラックマーク検出器、もし 
くはラベル検出器により、ブラックマーク上端/ラベル上 
端を検出し、頭出しをします。 

位置検出なしの場合、一定量の紙送りをします。終了後に 
才一トカットを行い、待機状態になります。 

〇 

〇 

用紙頭出し動作あり 
(カツトなし） 

用紙位置検出設定がブラックマーク検出/ラベル間ギヤッ 
プ検出の場合、電源投入時にブラックマーク検出器、もし 
くはラベル検出器により、ブラックマーク上端/ラベル上 
端を検出し、頭出しをします。 

位置検出なしの場合、一定量の紙送りをします。終了後に 
オートカットを行わず、待機状態になります。 

〇 

〇 

用紙頭出し動作なし 

電源オン時に紙送りしません。 

〇 

— 


1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライパを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してください） 

飞[プリンタユーティリティ]タブを選択し、[用紙頭出し動作設定]をクリックします。 

4 「用紙頭出し動作設定」画面が表示されます。設定する項目を選択し、[次へ]ポタンをク 
u ックします。 
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5 


用紙頭出し動作設定を設定し、 [ OK ] ポタンをクリックします。 

[キャンセル]ボタンをクリックすると、設定を変更せずに画面を終了します。 


□□□□□□□□□□□□□ 


續用紙頭出し動作設定 


1定し4い項目を遥択して 「 okj ポタンを押してください。 


用紙頭出し肋作あり（カツトなし） 
用紙頭出し肋作なし 




丨 0K 



□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



Q 設定が'完了します。[〇 K ] ポタンをクリックし終了します。 
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用紙位置検出 


本プリンタは、以下の3種類の用紙位置検出を設定できます。 

これはプリンタドライバの[プリンタユーティリティ]—[用紙位置検出設定]で設定します。 

プリンタの用紙位置検出設定は、セルフテストで確認できます。詳細は 179ページ「セルフテスト」 を参照してく 
ださい。 

• 位置検出しない 

用紙の有無のみを検出します。用紙に対する位置合わせは行いません。 

• ダイカットラベルのプラックマークを検出する 

ブラックマークダイカットラベルを使用する揚合、プラックマーク上端位置に対して、印刷位置、オートカット 
位置合わせを行います。 


• 連続紙のブラックマークを検出する 

プラックマークレシートを使用する揚合、プラックマーク上端位置に対して、印刷位置、オートカット位置合わ 
せを行います。 


• ラベル間ギャップを検出する 

ダイカットラベルを使用する揚合に、ラベル上端位置に対して、印刷位置、オートカット位置合わせを行います。 


_注意- 


プリンタの設定と用紙の種類が適合しないと印刷ができず、用紙エラーが発生します。以下の表 
に合わせて設定してください。 


お客様が使用する用紙 

位置検出しな 
い 

ダイカットラベル 
のブラック マーク 
を検出する 

連続紙の 
ブラック マーク 
を検出する 

ラベル間 
ギャップを 
検出する 

口ール紙 

レシート 

〇 

- 

- 

- 

全面ラベル 

〇 

- 

- 

- 

ダイカットラベル 

- 

- 

- 

〇 

ブラックマーク 

レシート 

- 

- 

〇 

- 

ブラックマーク 

ダイカットラベル 

- 

〇 

- 

〇 

リストバンド 

- 

- 

〇 

- 

フアンフオー 
ルド紙 

ブラックマーク 

レシート 

- 

- 

〇 

- 

ブラックマーク 

ダイカットラベル 

- 

〇 

- 

- 


〇 :使用できます、一：使用できません 
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パネルボタンの設定 


本プリンタのパネルポタンの有効/無効を設定します。 


パネルボタン 

プリンタの動作 

パネルボタン操作時の動作 

設定 

紙送りボタン 

非印刷時 

紙送り 

有効/無効 

印刷中 

印刷中のマニュアルヘッドクリーニング 

有効/無効 

カツトボタン 

- 

用紙のカット 

有効/無効 


設定方法は以下のとおりです。 


1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライバを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してください） 

1[プリンタユーティリティ]タブを選択し、[パネルポタンの設定]をクリックします。 

4 「パネルポタンの設定」画面が表示されます。設定する項目選択し、[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 
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パネルボタンの有効/無効を設定し、[〇 K ] ボタンをクリックします。 

[キャンセル]ポタンをクリックすると、設定を変更せずに画面を終了します。 


□□□□□□□□□□ 


廢パネルボタンの設定 



紙送りボタン（卵印刷時の紙送り棵能〉の有効/無効設定を行いま 
設定したい項目を逞折して、 roKj ボタンを押してください。 


〇 有効 
〇無効 


0K | [ WA% 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



□ □□□□□□□□ 


廢パネルボタンの設定 




設定したい項目を逞択して、 「0K」 ボタンを押してください0 


〇 有幼 
無効 




0K 

WM 



設定が完了します。 [ OK ] ポタンをクリックし終了します。 
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使用する用紙の、ラベル間ギャップやプラックマークセンサーを検出できないときに、センサーの閾値を調整するこ 
とができます。設定方法は以下のとおりです。 


1 設定する用紙を、プリンタにセットします。 

2 プリンタの電源をオンにします。 

^ プリンタドライバを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してくださし、） 

4 [ ドライバユーティリティ ] タブを選択し、 [ ドライパの動作設定]をクリックします。 

「ドライパの動作設定」画面が表示されます。[プリンターユーティリティタブの制限され 
ている機能を有効にする]にチェックし、 [ OK ] ポタンをクリックします。 



:;[プリンタユーティリティ]タブを選択し、[センサー調整]をクリックします。 

7 「センサー調整」画面が表示されます。調整するセンサーを選択し、[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 
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[調整を開始する]/[初期状態に戻す]を選択し、[〇 K ] ボタンをクリックします。 

[キャンセル]ボタンをクリックすると、設定を変更せずに画面を終了します。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


eg tz ンサー調整 


_ 使用したい用紙をセットて、 「 OKJ ポタンを押してください。 
注意：調整中は印刷しないようお願いします。 


〇 調整を聞始する 
<0扨期状態に戻す 


0 K | 和ン姊 


□ □□□□□□□□□□□□□□□ 

^センサー調整 




プラックマーク検出センサーを調！！します。 

使用したい用紙をセットして、 「0 K 」 ボタンを押してください。 

注意：調整中は印刷しないようお願いします。 


〇 調整を閉始する 
ネ刀期状態に戻す 


キャン H 


調整が完了します。[〇 K ] ボタンをクリックし終了します。 
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EPSON プリンタウィンドウ!3の設定 


EPSON プリンタウィンドウ！3を使用すると、印刷したときに用紙種類やインク残量をポップアップウィンドウで 
表示します。また、致命的なエラーが発生したときには、エラー画面を表示します。 

初期設定では「使用しない」に設定されています。それでも致命的なエラーが発生したときには、エラー画面を表示 
させることができます。 


EPSON プリンタウィンドウ!3を使用する/使用しない 

初期設定では、 「 EPSON プリンタウィンドウ！3を使用しない」になっています。この場合、ドライパユーティリ 
ティの EPSON プリンタウィンドウの設定には、「致命的なエラーの通知設定」が表示されています。 


pjCIIJ ドライハ''の基本肋作に闐する設定を ||^ I ロク'观能に闐する設定を行います 


EPSON フ 

:1-_1 

リン W ィント'ウ!3の設定 

致命的なIラ-の通知設定 C0 

EPSON フ”ンタウィント''')!3を使用しないときでも通知が必要なIラ-を設定します 

設定 ファ イ 

ル 

設定の害き出し/^ 1 J 込み (E) 

以下の設定を BSF77 イル 1 こ軎き出した 1 J 、 フ 7 イルか 6 取 1 J 込みます 
基本設定、 ^シ '設定、お気に入りの設定リスト、ハ''つ-ド/ 2 次元 シン ホ％設定、 

フォント蛋き換え、卜''ライハ'’の肋作設定 

|EPSON フツン9ウィンドウ!3の設疋は、1卜、ライハ、'の助作 IS 疋 J で1 EPSON フツン9ウィントつ!3をほ用する」;？ 

& ックされていないと、使用できません。 

_命的な I ラ-の通知設定は、システム管理者のみが設定できます。 

Version 1 200 


r ok 11 キゃンセル 1 適用⑻ 11 ヘルプ | 



「 EPSON プリンタウィンドウ！3を使用する」にする方法は以下のとおりです。 


1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライバを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してください） 

[ ドライバユーティリティ]タブを選択し、 [ ドライパの動作設定]をクリックします。 

4 「ドライパの動作設定」画面が表示されます。 [ EPSON プリンタウィンドウ！3を使用す 
る]にチェックし、 [ OK ] ポタンをクリックします。 
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ぢ ドライバ ユー ティリティ画面の 「 EPSON プリンタウィンドウ！ 3 の設定」には 、 「EPSON 
プリンタウィンドウ！ 3」 と「モニタリング機能の設定」が表示されます。 


卜'‘ライハ''の基本助作に関する設定を \\^ I ロゲ^能に関する設定を行います 


EPSON フ U ン W ィント，!3の設定 

EPSON フIIンタウィント’ウ! 3(S) 

イン姆量ゃIラ-情報を表示します 


m 


孕 


支二5リンク'職能の設定⑽ 

EPSON” 膽イントサ31こ閡する設定 
を行います 


設定フ7イル 


■^fT| 設定の甞き出し/ TO 込み (E) 

Sf 以下の設定を BSF フ7イルに喾き出し？■こり、フ7イルか6取り込みます 

基本設定、へしン颚定、お気Iこ入りの設定リスト、ハ、'ベ！'472〉欠元シンホ％設定、 

フォン通き換え、卜、'ライハ''の肋作設 S 

|EPSON フツン5ウィンドウ!3の設足13：、ドライハ、の肋作設足」で r EPSON フツン W ィンドウ!3を®用する」が 

ックされていないと、使用でさません。 

&命的なIラ-の通知設定は、システム音理者のみが設定できます。 


| [ キゃンセ；レ ][ 


EPSON プリンタウィンドウ!3を使用する 

「 EPSON プリンタウィンドウ！3を使用する」に設定すると以下の動作をします。 

• 印刷時に自動的に画面が表示され、プリンタの状態やインク残量を確認することができます。 

• 印刷中のプリンタにエラーが発生すると、エラー内容が表示されます。 

印刷していないときは、プリンタがエラーになっても、 EPSON プリンタウィンドウ！3は起動しません。 

• タスクトレイの 「 EPSON プリンタウィンドウ！3」のアイコンをクリックすると、いつでも 「 EPSON プリンタ 
ウィンドウ！3」を表示させることができます。 

(アイコンの表示方法は、 115ページ「アイコンの表示」 を参照してください） 



EPSON □□□□□□□□□ !3〇 □ 〇 □ 
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• 「モニタリング機能の設定」では、以下の設定ができます。 

エラー 表示の選択 

(113 ページ 「 EPSON プリンタウィンドウ！3を使用しない場合のエラー通知設定」 を参照してください） 
「 EPSON プリンタウィンドウ！3」アイコンを、タスクパーに表示させる。 

(11 5ページ「アイコンの表示」 を参照してください） 




EPSON プリンタウィンドウ!3を使用しない場合のエラー通知設定 

EPSON プリンタウィンドウ！3を使用しない場合の、エラー通知方法は以下のとおりです。 

1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライバを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してください） 


:: [ ドライバ ユーテ ィリ ティ ] タブを選択し、[致命的なエラーの通知設定]をクリックします。 
EPSON プリンタウィンドウ！ 3 が有効の場合、[致命的なエラーの通知設定]は表示されません。 （1 11ペー 
ジ 「EPSON プリンタウィンドウ！ 3 を使用する/使用しない」を参照して、 EPSON プリンタウィンドウ！ 3 
を無効にしてください。） 

4 「致命的なエラーの通知設定」画面が表示されます。エラー発生時に表示させたい項目を 
チェックし、 [ OK ] ポタンをクリックします。 



• AID 温度 エラー： AID 温度上昇時（初期設定：画面通知[する]) 

• 印刷不可/メンテブンスコール：印刷不可やメンテナンスコール発生時（初期設定：画面通知[する]) 

• ノズル詰まり エラー： ノズルが'詰まり時（初期設定：画面通知[する]) 
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EPSON プリンタウィンドウ! 3 を使用する場合のエラー通知設定 

EPSON プリンタウィンドウ！3を使用する場合の、エラー通知方法は以下のとおりです。 

1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライパを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してください） 

^ [ ドライバユーティリティ]タブを選択し、[モニタリング機能の設定]をクリックします。 

EPSON プリンタウィンドウ！3が無効の揚合、[モニタリング機能の設定]は表示されません。 (111ペー 
ジ 「 EPSON プリンタウィンドウ！3を使用する/使用しない」 を参照して、 EPSON プリンタウィンドウ！3 
を有効にしてください。） 

4 「モニタリング機能の設定」画面が表示されます。エラー発生時に表示させたい項目を 
チェックし、 [ OK ] ポタンをクリックします。 


• 印刷不可： 

• 通信エラー： 

• インク残量少： 

• メンテナンスコール： 



用紙/インク交換発生時（初期設定：画面通知[する]) 
プリンタの電源オフ時（初期設定：画面通知 [ しない]) 
インク残量少時（初期設定：画面通知 [ しない]) 
プリンタエラー発生時（初期設定：画面通知[する]) 
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アイコンの表示 

タスクトレイにアイコンを常駐させ、プリンタの状態をすぐに確認することができます。初期設定ではアイコンを表 
示しません。アイコンの表示方法は以下のとおりです。 

1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライバを表示します。 

(プリンタドライパの表示方法は、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してくださし、） 

[ ドライバユーティリティ]タブを選択し、[モニタリング機能の設定]をクリックします。 

4 「モニタリング機能の設定」画面が表示されます。 [ 呼び出しアイコン]をチェックし、夕 
スクパーに表示するアイコンの種類を選択します。 [ OK ] ポタンをクリックします。 
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印刷後用紙動作設定 


本プリンタは、以下の印刷後用紙動作を設定できます。 

これはプリンタドライバの [ 基本設定]_ [ 印刷後用紙動作設定]で設定します。 

• オートカツトする：ページ毎/最終ページのみ/指定ページ每 

印刷終了後にオートカツトが'可能な位置まで紙送りを行い、オートカツト後に停止します。 
次の印刷開始時には、逆方向紙送りによる頭出しを行い、印刷動作を開始します。 


• オートカットしなし、 

* 印刷終了位置で停止 

印刷終了後に紙送りをしないで停止しますが、1秒以上プリンタが次の印刷データを受信しない場合、オート 
カットが可能な位置まで紙送りを行い停止します。才一トカットは行いません。この場合、お客様がカットボ 
タンを押して、用紙カットします。次の印刷開始時には、逆方向紙送りによる頭出しを行い、印刷動作を開始 
します。オートカットしない場合、この設定を推奨します。 

「カット位置まで移動」との違いは、複数の印刷物を連続して印刷する場合に、印刷終了までの時間が短くな 
ります。「カット位置まで移動」は、連続して印刷データが送られている場合でも、各ジョブが終了するごと 
にカット位置まで移動し、また印刷開始位置まで逆戻りするため、印刷開始時間が遅くなります。 

* カット位置まで移動 

印刷終了後にオートカットが可能な位置まで紙送りを行い停止しますが、オートカットは行いません。 
この場合、お客様がカットボタンを押すことにより、用紙カットを行います。次の印刷開始時には、逆方向紙 
送りによる頭出しを行い、印刷動作を開始します。 

* ハクリ位置まで移動 

ダイカットラベル専用の設定です。印刷終了後にダイカットラベルがハクリ可能な位置まで紙送りを行い、停 
止します。 

この場合、お客様がカットボタンを押すことにより、用紙カットを行います。次の印刷開始時には、逆方向紙 
送りによる頭出しを行い、印刷動作を開始します。 
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用紙と用紙カツトの方法による、「印刷後動作設定」の設定 

用紙の種類と、お客様がどのように用紙カットをするかによって、「印刷後動作設定」を設定します。 

USB インタフヱースモデル（共有プリンタを除く） 


お客様が使用する用紙 

プリンタドライバの設定 

プリンタの動作 

用紙カットの方法 
印刷後動作設定 

才一卜 
カット 
する 

オートカツトしない 

印刷終了 
位置で 
停止 

カツト 
位置まで 
移動 

ハクリ 
位置まで 
移動 

口 ール紙 

レシート 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

全面ラベル 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

ダイカットラベル 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

お客様がラベルをハクリ 
台紙はカットしない 

- 

- 

- 

〇 

お客様が[カットボタン]で 
台紙をカット 

- 

〇 

〇 

- 

ブラックマーク 
レシート 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

ブラックマーク 
ダイカットラベル 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

お客様がラベルをハクリ 
台紙はカットしない 

- 

- 

- 

〇 

お客様が[カットボタン]で 
台紙をカット 

- 

〇 

〇 

- 

リストバンド 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

フアン 

フオール 

ド紙 

ブラックマーク 
レシート 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

ブラックマーク 
ダイカットラベル 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

お客様がラベルをハクリ 
台紙はカットしない 

- 

- 

- 

〇 

お客様が[カットボタン]で 
台紙をカット 

- 

〇 

〇 

- 

お客様が、紙のミシン目を手 
でカツト 

- 

- 

- 

〇 


〇:使用できます 
一：使用できません 
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イーサネットインタフヱースモデル、共有プリンタ 


イーサネットインタフェースモデルや共有プリンタの場合、お客様が用紙切り離しをするときに、他のアプリケー 
シヨンからの印刷が実行されることがあります。そのとき用紙がプリンタ内部に逆戻りして、紙ジャムする場合があ 
ります。これを防止するため、「オートカットする」か、お客様がカットボタンでカットするようにしてください。 


お客様が使用する用紙 

プリンタドライバの設定 

プリンタの動作 

用紙カットの方法 
印刷後動作設定 

才一卜 
カット 
する 

才一トカツトしない 

印刷終了 
位置で 
停止 

カツト 
位置まで 
移動 

ハクリ 
位置まで 
移動 

口 ール紙 

レシート 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

全面ラベル 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

ダイカットラベル 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

お客様がラベルをハクリす 
る。 

台紙はカットしない* 

- 

- 

- 

〇 

お客様が [ カットボタン]で 
台紙をカット 

- 

〇 

〇 

- 

ブラックマーク 
レシート 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

ブラックマーク 
ダイカットラベル 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

お客様がラベルをハクリす 
る。 

台紙はカットしない* 

- 

- 

- 

〇 

お客様が[カットボタン]で 
台紙をカット 

- 

〇 

〇 

- 

リストバンド 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

フアン 

フオール 

ド紙 

ブラックマーク 
レシート 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

ブラックマーク 
ダイカットラベル 

プリンタがカット 

〇 

- 

- 

- 

お客様がラベルをハクリす 
る。 

台紙はカットしない* 

- 

- 

- 

〇 

お客様が[カットボタン]で 
台紙をカット 

- 

〇 

〇 

- 

お客様が、紙のミシン目を 
手でカット 51 c 

- 

- 

- 

〇 


* お客様がラベルをハクリしているときに他のお客様から印刷されると、突然用紙の逆送りが行われるため、 
紙ジャムのおそれがあります。そのため設定しないでください。 

〇:使用できます 
-:使用できません 
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第 2 章セットアップ 



リストパンド （ WB - S / M / L シリーズ）を使用する揚合、プリンタドライパで以下を設定します。 

• [用紙位置検出設定] 

これはプリンタドライパの[プリンタユーティリティ]—[用紙位置検出設定]で設定します。 

詳細は、 76ページ「②用紙位置検出の設定」 を参照してください。 

• [用紙種類] と[用紙レイアウト] 

これはプリンタドライパの[基本設定]で設定します。リストパンドの種類によって設定が異なります。 
以下を参照してください。 


プリンタドライパの設定（[基本設定]タブ） 


リストバンドの種類 


用紙種類 


用紙レイアウト 


WB - S シリーズ 


リストハ*ンドタイプ2 36 x 1 83.6 mm - ブラックマ-クレシ-卜 


WB - M シリーズ 


リストインドタイプ2 36 x 291.6 mm - ブラックマ-クレシ-卜 


WB - L シリーズ 


リストんント''タイプ2 36 x 291.6 mm -ブラックマ-クレシ-卜 
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第 3 章アプリケーション開発情報 


アプリケーション開発情報 


本章では、本プリンタを使用したアプリケーションの開発に必要な情報について説明しています。 

概要 

本プリンタを使用するために以下のちのを提供しています。 

□ Windows の専用プリンタドライパを用意しています。 

プリンタドライパには、再印刷機能を実装しています。エラー（紙なし、紙ジャム、インクドット抜けなど）が発 
生した場合でも、プリンタドライパが自動的に再印刷を行うので、アプリケーションに再印刷機能を実装する必 
要がありません。 

(プリンタドライパの使い方の詳細 S 、 147ページ「プリンタドライパの使い方」 を参照してくださし、） 

□ 各種ユーティリティとユーザーズマニュアルを用意しています。 

□ TM - C 3400専用サンプルプ□グラムを用意しています。 

アプリケーション開発の参考にご利用ください。 


□ EpsonNet SDK を用意しています。 

これは EPSON 製のネットワークプリンタで使用できます。本プリンタでは、ネットワーク設定を参照するため 
に使用します。また EpsonNet SDK にもサンプルプ□グラムが用意されていますが、本プリンタでは使用しま 
せん。 


注意 


本プリンタは、弊社が提供する APD 、 OPOS / JavaPOS を使用できません。 








プリンタドライバ 

プリンタドライバでは以下の機能を実装しています。アプリケーションに実装する必要はありません。 

□ パーコードフォント/2次元シンポルフォントを実装しています。また. NET 環境の揚合でも、実装されているフォ 
ント置き換え機能を使ってパーコードフォント/2次元シンボルフォントを印刷できます。 

この機能を使うには、事前にプリンタドライパでパーコードフォント/2次元シンボルフォントを設定する必要が 
あります。（設定方法の詳細は、 152ページ「パーコード印刷」、163ページ「2次元シンボル印刷」 を参照し 
てください。） 

. NET 環境の場合、フォント置き換え機能でパーコードフォント/2次元シンポルフォントに置き換える TrueType 
フォントを指定します。アプリケーションからは、置き換えた TrueType フォントを指定することで、バーコー 
ド/2次元シンポルを印刷できます。（フォント置き換え機能の詳細は、 169ページ 「. NET 環境でパーコード/ 
2次元シンボル印刷」 を参照してください。） 

□ 再印刷機能を実装しています。 

印刷中にエラーが発生した場合でも、エラー発生したページから自動的に再印刷します。 

再印刷する条件があります。詳細は 19ページ「印刷動作モード」 を参照してください。 
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サンプルプログラム 

本プリンタを使ったアプリケーションの開発に、 TM - C 3400 サンプルプ□グラムを参照してください。 

□ TM - C 3400サンプルプ□グラム使用環境 

サンプルプ□グラムは、使用する OS 環境によってインストールするパッケージファイルが異なります。 
以下を参照して、サンプルプ□グラムをインス!'ールしてください。 


使用 0 S 

パッケージファイル 

32 bit/ 64 bit OS 

c34smp_xxe.msi 

32 bit OS 

c34smp_xxe.exe 


□ TM - C 3400サンプルプログラム使用条件 

• ダイカットラベル (108 x 174.8 mm ) を使用してください。 

• プリンタドライパの[用紙位置検出設定]を[ラベル間ギャップを検出する]に設定してください。 

• 一部のサンプルプログラムは 、 SNMP TRAP を使っています。プリンタの Trap 機能の設定は 、 EpsonNet 
SDK によってインス I 'ール時に設定します。そのため EpsonNet SDK は、 Trap を有効に設定してからイン 
ス I ルしてください。詳細は、 125ページ 「EpsonNet SDK 」 を参照してください。 

• TM - C 3400用サンプルプ□グラムは、 C ++、 C #、 VB 6.0、 VB . NET の言語で用意しています。 

• 他のプリンタでは使用できません。 


注意 


EpsonNet SDK を使用したサンプルプログラムは、動作確認済みですが、 EpsonNet SDK は、 VB6.0, 
C# および VB.NET を正式にサボートしていません。各言語との組み合わせにおいて、 100% 動作 
保証はしていません。 


□ TM - C 34 〇〇サンプルプ□グラムの構成 

TM - C 34 〇〇サンプルプ□グラムの構成、使用できるモデルと開発言語は以下を参照してください。 





プリンタ 

モデル 

言語 

レベル 

プログラム名 

内容 

GQ 

CO 

丄 

一 

1 

V 

+ 

= H = 

1— 

LU 

cd 

〉 

〇 

cd 

DQ 

〉 


St 印 1 .簡単な文字を印刷 

初歩的な印刷プログラムです。 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

- 


St 印 2 .バーコードを印刷 

事前にバーコードフォントを設定 
し、それを活用した印刷プログラム 
です。 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

基本 

Step3. ビットマップデー 
夕を印刷 

ビットマップデータを含んだ印刷 
プログラムです。 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


Step4. アプリケーション 
からプリンタの ステー タ 
スを確認する 

印刷前にプリンタの状態を確認し、 
エラーハン ドリング処理を行うプ 
ログラムです。 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

- 
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レペル 

プログラム名 

内容 

プリンタ 

モデル 

言語 

CD 

CO 

丄 

1 

V 

+ 


Z 

cd 

> 

〇 

C £> 

0 Q 

〉 

基本 

Step 5. プリンタからス 
テータスをアプリケー 
シヨンに通知 

プリンタの状態が変化した場合に、 
プリンタがアプリケーシヨンのイ 
ベントを発生させ、エラーハンドリ 
ング処理を行うプログラムです。 
SNMP を使用しています。 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

基本完成 

Stepl 〜5をまとめたプログラムで 
す。 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

応用 

プリンタ状態の監視と印 
刷ジヨブのコントロール 

ラベル印刷中にインクカバーが開 
いた場合、エラーを検出し、印刷 
ジョブをキャンセルするプログラ 
ムです。 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

Devmode を使用した、 

印刷設定の変更 

90°回転と印刷部数変更を、アブ 
リケーションで行うプログラムで 
す。 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

プリンタの各種情報取得 

プリンタのドライババージヨン、管 
理者名、ロケーション、印刷ジョブ 
のステータス、 CPU の情報などを取 
得するプログラムです。 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

印刷完了の取得 

ラベル印刷完了を取得して、「印刷 
終了」メッセージを表示するプログ 
ラムです。印刷完了を取得できない 
場合、メッセージを表示しません。 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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EpsonNet SDK 

EpsonNet SDK とは、 EPSON ネットワークプリンタ用の API です。本プリンタでもサポートしています。 
本プリンタの揚合、ネットワーク設定を参照できますが、設定はできません。 

本プリンタのネットワークを監視するアプリケーションの開発に使用します。 


注意 


EpsonNet SDK は Win32 環境で動作します。 .NET 環境でも動作しますが、保証していません。 


■I ネットワーク監視ツールの Simple Viewer は、 EpsonNet SDK を利用しています。 

参考 


EpsonNet SDK の環境設定 


EpsonNet SDK の環境設定は、 EpsonNet SDK をインストールする前に、 EpsonNet SDK の setting.ini を編菓 
する必要があります。以下を参照して編集してください。 


設定項目 

内容 

設定値 

初期値 

TCPIP 

イーサネットモデルで EpsonNet SDK の使用を設定します。 

使用する： 1 

使用しない： 0 

1 

LOCAL 

USB モデルで EpsonNet SDK の使用を設定します。 

使用する： 1 

使用しない： 0 

1 

SHARE 

共有プリンタで EpsonNet SDK の使用を設定します。 

使用する： 1 

使用しない： 0 

0 

TRAP 

SNMP TRAP の使用を設定します。 

使用する： 1 

使用しない： 0 

0 

EXECTYPE 

固定値 

TERM 

- 

SHREAGT 

MS 共有印刷でサーバ用通信モジュールの使用を設定します。 

使用する： 1 

使用しない： 0 

0 

EPSONNETSDK 

固定値 

0 

- 

INSTALL 

固定値 

0 

- 


注意 


プリンタの状態を EpsonNet SDK で通知するためには、 Trap 機能を設定する必要があります。 


設定方法 

すでに EpsonNet SDK がインス I -- ルされている揚合、 EpsonNet SDK をアンインス I ルしてください。 
以下の手順で EpsonNet SDK の設定をして、再度インス I 'ールしてください。 

EpsonNet SDK の Install Disk I こある setting.ini を編菓します。 

EpsonNet SDK をインス I —ルします。 
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ユーテイリテイとマニユアノレ 


本製品には、プリンタドライパのほかに、各種ユーティリティおよびマニュアルが用意されています。 


名称 

パッケージファイル名 

マニュァル 

プリンタドライバ 

c34d32_xxxx.exe 

c34d64_xxxx.exe 

TM-C 3400 詳細取扱説明書 

簡単セットアップ 

EPSetup.exe 

なし 

Install Assistant 

c34ia_xxxj.exe 

TM-C 3400 Install Assistant 

ューザーズマニュアル 

Printer Setting 

c34ps_xx.exe 

TM-C3400 Printer Setting ユーザーズマニュアル 

EpsonNet Simple Viewer 

ensvxx.exe 

EpsonNet Simple Viewer ユーザーズマニュアル 

EpsonNet Config 

encwxxx.exe 

なし 

EpsonNet SDK for Windows 

EpsonNet-SDK-Verxxx-J.zip 

EpsonNet SDK for Windows TM-C 3400 リファレンス 

USB プリンタークラス 
デバイス置き換えサービス 

UsbRepSv_32_xxx.exe 

USB プリンタークラスデバイス置き換えサービス 
ューザーズマニュアル 

サンプルプログラム 

c34smp_xxj.exe 

c34smp_xxj.msi 

なし。 

使い方は、サンプルプログラムのメニューページを 
参照してください。 


簡単セットアップ 

プリンタドライパのインス!'ールとネットワークの設定を行うためのユーティリティです。 

画面表示に従って操作することにより、プリンタドライパのインス i '■ールと同時にネットワークの設定が行われるの 
で、プリンタドライパ単体でインス!'ールするよりもセツトアップが容易になります。 


EPSON プリンタウィンドウ !3 

プリンタドライパをインス!'ールすると、同時にインス!•'ールされます。プリンタドライパ上で有効にすると、画面 
上でインク残量ゆプリンタの状態を確認することができます。 


Install Assistant 

すでにインス!'■ールされているプリンタドライパの設定情報とプリンタドライパのインス!'ーラを、まとめてパッ 
ケージファイル化するユーティリティです。 

このパッケージファイルを別のコンピュータで実行するだけで、元のコンピュータと同じ設定でプリンタドライパが 
インス!''ールされます。複数のコンピュータにプリンタドライパをインストールするときに便利です。 


参考 


すでに Install Assistant がインストールされている環境に 、 Install Assistant を再度インスト—ルす 
る場合、既存の Install Assistant をアンインストール後、インストールしてください。 

コピーできるプリンタドライバの設定は、コンピュータに保存されるものだけです。プリンタ 
の内部メモリに保存される設定はコピーできません。設定できる項目は、 129 ページ「プリン 
タドライバ / ユーティリティ機能一覧」 を参照してください。 

詳細は、 「 TM-C3400 Install Assistant ユーザーズマニュアル」を参照してください。 
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Printer Setting 

ネットワーク内の複数のプリンタドライパについて、設定を一括で変更できます。また USB モデルの揚合 、 USB 
シリアルナンパーを編集できます。 

本ユーティリティを使用するには、プリンタドライパがインス I •'ールされている必要があります。 


-1 変更できるプリンタドライバの設定は、プリンタの内部メモリに保存されるものだけです。コ 

参考 I ンピュータに保存される設定は変更できません。設定できる項目は 129ページ「プリンタドラ 

イパ/ユーティリティ機能一覧」 を参照してください。 

• 詳細は、 「 TM - C 3400 Printer Setting ユーザー ズ マニュアル」 を参照してください。 


EpsonNet Simple Viewer 

ネットワーク内の複数の EPSON プリンタについて、ネットワーク設定とステータスを確認できます。 
-1 • -部の EPSON プリンタはサボートしていません。 

L 参考 • 詳細は 、 「EpsonNet Simple Viewer ユーザー ズ マニュアル」 を参照してください。 


EpsonNet Config 

ネットワーク内の複数の EPSON プリンタについて、ネットワーク設定の確認と変更が行えます。 
- i, —部の EPSON プリンタはサボートしていません。 

[参考 


USB プリンタークラスデバイス置き換えサービス 

コンピュータに常駐させるサービスです。 TM - C 3400を修理などのために置き換えた場合、プリンタの接続を検知 
してプリンタドライパの出力するプリンタを自動的に変更します。 

アプリケーション側の設定を変更しないでもプリンタを置き換えられます。（アプリケーションの出力先をポートに 
指定している場合は置き換えられません。プリンタドライパを指定している場合に置き換えられます。） 

TM - C 34 ◦◦の USB シリアルナンバーを事前に書き換える必要がありません。 


EpsonNet Web Config 

Web ブラウザのアドレスパーに、プリンタの IP アドレスを入力して、プリンタのネットワーク情報の設定/確認が 
できます。プリンタ1台の設定/確認ができます。 


EpsonNet SDK 

ネットワーク環境でプリンタの状態を取得するためのアプリケーション開発パックです。 


サンプルプログラム 

EpsonNet SDK を使った TM - C 3400を活用するためのサンプルプログラム集です。 （ 全プ□グラムを VB . NET 、 
C ++ で用意。一部のプ□グラムは VB 6.0、 C # でも用意されています） 
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ダウンロード 


各種ソフトウェアとマニュアルは、弊社ホームページからダウン□ードできます。 
http :// www . epson . jp / support / sd / 
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第 3 章アプリケーション開発情報 


プリンタドライバ/ユーティリテイ機能一覧 



プリンタドライバ 

ユーテイリテイ 

K 
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中 

耕 
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ドライバ 

1 

°， 

、 

—N 

1 

丄 

K 

A 

V 

CO 

"5 

CO 

=5 

"co 

C. 

bp 

C. 

〇 

" 〇 3 

Z 

〇 

CO 

LU 

§ 

〇 

■g 

"〇 

Z 

〇 

〇> 

LU 

bjO 

.E 

ぶ 

00 

aS 

aS 

a> 

> 

〇 

E 

co 

"a> 

Z 

〇 

CO 

LU 

父 

芯 

Z 

〇 

C0 

LU 

1 1 

V 
■卜 

V 
■卜 

1 

、 

V 
ih 

1 - 1 

V 

1 卜 

V 
■卜 

1 

r| 

A 

1 1 

CO 

■[> 

A 

V 

■D 

A 
— > 

§ 

CO 

LU 

プリンタ（単： 1 台/複：複数台） 

単 

— 

単 

単 

— 

— 

複 

単 

複 

複 

複 

コンピュータ（単： 1 台/複：複数台） 

単 

単 

— 

単 

複 

複 

単 

単 

単 

単 

単 

設定 


プリンタドライバのインストール 

〇 

— 

— 

— 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

プリンタドライバの設定 

〇 

〇 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

プリンタのネットワーク設定 

(詳細は、 131ページ「値の設定」 参照） 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 

プリンタの設定 

(詳細は、 133ページ「プリンタ本体の設定」 参照） 

〇 

X 

〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

取得 


プリンタのネットワーク設定の参照 

(詳細は、 130ページ「設定値の参照」 参照） 

— 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プリンタのネットワーク設定の変更 

(詳細は、 131ページ「値の設定」 参照） 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 

プリンタ設定の参照/変更 

(詳細は、 133ページ「プリンタ本体の設定」 参照） 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

プリンタステータス_ エラー 情報の表示 

(詳細は、 134ぺージ「プリンタステータス取得」 参照） 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 

〇 
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プリンタのネットワーク設定 


設定値の参照 



プリンタドライバ 
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基本 

IP アドレス 

〇 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


MAC アドレス 

〇 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ハードウェアバージョン 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 


ソフトウェアバージョン 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 


( 識別情報） ロケーション 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

管理情報 

ロケーション （ 設置場所） 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


管理者名 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 


ネットワークステータス 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 

〇 


ポートタイプ 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 


インク残量 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 



プリンタステータス 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

〇 

X 

〇 
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X 

X 

X 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 
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第 3 章アプリケーション開発情報 


値の設定 


注意 


プリンタが工場出荷時の設定の場合、 IP アドレスが設定されていないため 、 EpsonNet Web Config 
は使用できません。 



bp 

〇 

-#— < 

CD 

C. 

〇 

の 

LU 

bD 

C. 

〇 

■g 

芯 

Z 

〇 

の 

LU 

設 

定 

取 

得 

設 

定 

取 

得 

ネットワーク 

基本 （ 有線） 

Link Speed & Duplex 

〇 

〇 

〇 

〇 

ポートタイプ 

〇 

〇 

〇 

〇 

TCP/IP 

基本 

p アドレスの設定方法 （ 手動設定/自動取得） 

〇 

〇 

〇 

〇 

プライべ一卜 IP 自動指定 （ APIPA ) 

〇 

〇 

〇 

〇 

PING による設定 

〇 

〇 

〇 

〇 

IP アドレス 

〇 

〇 

〇 

〇 

サブネットマスク 

〇 

〇 

〇 

〇 

デフオルト ゲー トウェイ 

〇 

〇 

〇 

〇 

DNS 

DNS サーバのアドレスを自動的に取得する 

〇 

〇 

〇 

〇 

DNS サーバ（使用順） 

3 コ 

〇 

3 n 

〇 

ホスト名とドメイン名を自動的に取得する 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホスト名 

〇 

〇 

〇 

〇 

ドメイン名 

〇 

〇 

〇 

〇 

ネットワーク I / F のアドレスを DNS に登録する 

〇 

〇 

〇 

〇 

DNS サーバに直接登録する 

〇 

〇 

〇 

〇 

Bonjour 

Bonjour を使用する 

X 

X 

〇 

〇 

Bonjour 名 

X 

X 

〇 

〇 

プリンタ名 

X 

X 

〇 

〇 

UPnP 

ユニバーサルプラグアンドプレイ機能を有効に 
する 

〇 

〇 

〇 

〇 

デバイス名 

〇 

〇 

〇 

〇 

ロ ケーシヨン 

〇 

〇 

X 

X 



131 





































■5 P 

C. 

〇 

"〇> 

Z 

〇 

03 

LU 

bp 

C. 

〇 

■g 

多 

〇 

C. 

〇 

CO 

LU 

設 

定 
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設 

定 

取 

得 

SNMP 

基本 

Read Only 

〇 

〇 

〇 

〇 

Read/Write 

〇 

〇 

〇 

〇 

SNMP 

IP トラップ1/2 

IP トラップ 1/2/3/4 を有効にする 

〇 

〇 

〇 

〇 

アドレス 

〇 

〇 

〇 

〇 

コミュニティ 

〇 

〇 

〇 

〇 

ポート番号 

〇 

〇 

〇 

〇 

時刻 

基本 

日付/時刻/タイムゾーンなど 

〇 

〇 

〇 

〇 

アクセス制御 

印刷 ip アドレス 

p 印刷へのアクセス制御機能を有効にする 

〇 

〇 

〇 

〇 

アクセス制御 

〇 

〇 

〇 

〇 

アクセス制御リスト 

〇 

〇 

〇 

〇 

印刷ポート 

LPR ポートからの印刷を許可する 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAW ポート ( Port 910 0) からの印刷/分散印刷を 
許可する 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAW ポート （ Port 250 1) からの印刷を許可する 

〇 

〇 

〇 

〇 

FTP ポートからの印刷を許可する 

X 

X 

〇 

〇 

タイムアウト 

基本 

LPR 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAW ( Port 910 0) 

〇 

〇 

〇 

〇 

管理者設定ユーザー認証 

ユーザー認証機能 （ 管理者名） 

X 

X 

〇 

〇 

設置場所（ロケーシヨン） 

X 

X 

〇 

〇 

管理者設定パスワード 

管理者パスワード 

〇 

〇 

〇 

〇 

工場出荷時設定に戻す 

(ステータスシートボタンを押した状 
態で、プリンタの電源をオンし、そ 
のままボタンを20秒以上押し続けて 
も工場出荷時設定に戻せます。） 

ネットワーク I/F (リセット） 

〇 

〇 

〇 

〇 

言語 

HTML 言語指定 

X 

X 

〇 

〇 
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第 3 章アプリケーション開発情報 


プリンタ本体の設定 


設定 

項目 

V 
■卜 

V 

■卜 

1 

X 

V A 
| 卜， 

bjo 

1 

の 

〇 

設 

定 

取 

得 

設 

定 

取 

得 

ギャップ調整 

紙送り調整 

〇 

X 

X 

X 

双方向印刷調整 

〇 

X 

X 

X 

印刷基準位置調整 

打ち出し位置調整 
( 口ール紙/フアンフオールド紙） 

〇 

X 

X 

X 

印刷基準位置（ラベル間ギャップ/ブラッ 
クマーク/才一トカッタ） 

〇 

X 

X 

X 

紙送り量調整 

才一トカッタ位置調整 

〇 

X 

〇 

〇 

印刷位置調整 

〇 

X 

〇 

〇 

用紙頭出し動作設定 

電源オン時頭出しモード 

〇 

X 

〇 

〇 

口 ール紙カバークロ ーズ時頭出しモード 

〇 

X 

〇 

〇 

通知設定 

ブザー有効無効設定 

〇 

X 

〇 

〇 

用紙サイズエラー通知設定 

〇 

X 

〇 

〇 

インク残量少 LED 表示設定 

〇 

X 

〇 

〇 

紙送りボタン（非印刷時の紙送り機能） 

紙送りボタン有効/無効設定 

〇 

X 

〇 

〇 

紙送りボタン（印刷中のマニュアルヘッド 
クリーニング機能） 

紙送りボタン有効/無効設定 

〇 

X 

X 

X 

カットボタン 

カットボタン有効/無効設定 

〇 

X 

〇 

〇 

印刷動作モードの設定 

ドット抜け発生時の動作設定 

〇 

X 

〇 

〇 

無効 (Void) 画像登録 

〇 

X 

〇 

〇 

無効 (Void) 画像登録名の取得表示 

〇 

X 

〇 

〇 

無効 (Void) 画像のテスト印刷 

〇 

- 

X 

X 

USB シリアルナンバーの設定 

USB シリアルナンパー 

X 

X 

〇 

〇 

センサー調整 

ラベル間ギャップ検出センサーの調整 

〇 

X 

X 

X 

ブラックマーク検出センサーの調整 

〇 

X 

X 

X 
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プリンタ ステータス 取得 



CO 

◊ 

IL. 

A 

V 

◊ 

々 s 

A 

ZN 

z 

g 

& 

hD 

c. 

〇 

■g 

多 

"a> 

z 

o 

CO 

LU 

a? 

爹 

05 

O 

E 

芯 

z 

o 

CO 

LU 

父 

-»— < 

① 
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LU 

インク情報 

インク色 

〇 

〇 

〇 

〇 


インク残量 

〇 

〇 

〇 

〇 

エラー 

通信 エラー 

X 

X 

〇 

〇 


オートカツタエラー 

X 

X 

〇 

〇 


フ エー タルエラー 

X 

X 

〇 

〇 


カバ_オープン 

X 

X 

〇 

〇 


紙ジャムエラー 

X 

X 

〇 

〇 


インク交換時期 

X 

X 

〇 

〇 


用紙なし 

X 

X 

〇 

〇 


用紙サイズエラー 

X 

X 

〇 

〇 


廃インクオーバーフロー 

X 

X 

〇 

〇 


用紙認識エラー 

X 

X 

〇 

〇 


インクカバーオープン 

X 

X 

〇 

〇 


インク交換が必要 

X 

X 

〇 

〇 

セルフ印字中 

亍スト印刷 

X 

X 

〇 

〇 


無効 (Void) 画像印刷 

X 

X 

〇 

〇 

プリンタの状態 

ビジー 

X 

X 

〇 

〇 


ウェイト 

X 

X 

〇 

〇 


アイドル 

X 

X 

〇 

〇 

ワーニング 

インク交換時期 

X 

X 

〇 

〇 


メンテナンス時期が近い 

X 

X 

〇 

〇 


廃インクオーバーフローが近い 

X 

X 

〇 

〇 

クリーニング状態 

X 

X 

〇 

〇 
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開発するアブリケーションの仕様 

ここでは、本プリンタの印刷アプリケーションの開発に必要な仕様を説明しています。 


印刷する文字の大きさ 


ドット抜けやインク滴による文字の判別間違いを防ぐため、お客様のアプリケーシヨンで使用できるフォントを、 
ファームウェアのパージヨンおよび使用する印刷動作モードによって、以下のようにしてください。 

* : Ver.AAExxxxx の「X」は、任意の英数字 1 文字を表します。 


—ムウエアのバージョン 

印刷動作モード 

Ver.AAExxxxx 以外 

Ver.AAExxxxx 

高信頼性モード 

縦 2 ドット構成以上のフォント 

(例： Arial の場合、 8 pt 以上） 

誤畐冗なしモード 

縦 2 ドット構成以上のフォント 

(例: Arial の場合、 8 pt 以上） 


縦 3 ドット構成以上のフォン 

縦 4 ドット構成以上のフォン 

誤色なしモード 

卜(例： Arial の場合、 12 pt 

卜(例： Arial の場合、 18 pt 


以上） 

以上） 


^バーコード/2次元シンボルデータをグラフィツクデータで印刷 


お客様のアプリケーションでパーコード/2次元シンボルデータをグラフィックデータで生成する揚合、以下の入力 
解像度で用意してください。 


用紙 

印刷品質 

入力解像度 (dpi) 
(横 X 縦） 

画像解像度 (dpi) 
(横 X 縦） 

普通紙 

普通紙ラベル 

速い 

180 x 180 

360 x 180 

きれい 

360 x 360 

360 x 360 

ファイン紙 

PET フイルム 

合成紙ラベル 

速い 

360 x 360 

360 x 360 

きれい 

360 x 360 

720 x 360 


2次元シンボルが紙送りをまたぐかまたがないかは、印刷プレビュー機能の [ 紙送り位置表示]- [ 印刷プレビュー 
に表示する]で確認できます。印刷プレビュー機能については、 172ページ「印刷プレビュー」 を参照してください。 


きわめて高い信頼性、安全性が要求される場合 


以下の機能を推奨します。 

• プリンタドライパの自動ノズルチェックシステムでドット抜けを検出する。 （19 ページ「印刷動作モード」） 
• アプリケーション側でドット抜け検出パターンを作成し、目視によって検出する。 

• パーコードは、アプリケーション側でチェックデジット付きパーコードを生成する。 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


製品の取り扱い 


本章では、製品の基本的な取り扱い方法について説明しています。 


インクカートリッジの交換 


3色のインクのうち、1色でも交換時期になると、印刷ができなくなります。 

インク LED が点灯したら、インクカートリッジの交換時期です。以下の手順に従って、インクカートリッジを交換 
してください。 


注意 


インクカートリツジは、必ず SJIC 15 P を使用してください。 

インクカートリッジは、プリンタへの取り付け直前まで開封しないでください。 


• 初めてインクカートリッジを取り付けたときは、プリンタ内へのインク充てんによりインクが 
參考』 消費されるので、インクカートリッジの交換時期は通常より早くなります。 

• インクの消費量は、プリンタの使用環境および使用状況により異なります。 

• プリントヘッドの品質を維持するため、力一トリッジ内のインクが完全になくなる前にインク 
力一トリッジの交換時期とな y 、インク LED が点灯します。 


1 プリンタの電源をオンにし、インク LED が点灯していることを確認します。 

2 カートリッジカバーを手前に引き開けます。 
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% 使用済みのインクカートリッジを引き抜きます。 



A インクカートリツジを取り外したままプリンタを放置しないでください。 

注 M プリントヘッドが乾燥し、目詰まりします。 


4 新しいインクカートリッジを4〜5回振り、袋から取り出します。 

*5 インクカートリッジを、以下のように静かに押し込みます。 

矢印を上にしてセツトしてくださし、。 



Q インクカートリッジカバーを閉じます。 
インク LED ( 赤色）が消灯します。 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


用紙の娜 

用紙を交換し ます。 用紙の交換方法は、用紙の形状に よって異なります。 


a 印字中は口ール紙カバーを開けたリ、印刷中の紙に触ったりしないでください。 

警告 プリンタが損傷するおそれがあります。 


注意 


用紙はプリンタの仕様にあったものを使用してください。用紙仕様の詳細は、 26ページ「用紙 
仕様」 を参照してください。 

用紙を初めてプリンタにセットする、用紙の形状（口ール紙/フアンフオールド紙)、用紙位置の 
検出設定、または用紙幅を変更する場合は 74ページ「用紙のセット」 を参照してください。 


=ロール紙の交換 


1 リリースレバーを手前に引いて、□ール紙カバーを開けます。 

使用済みの□ールを取り出します。 


2 印刷面が上になるように少し引き出して、ロール紙をセツトします。 




139 



























3 □—ル紙を排紙ガイドに合わせながら、ロール紙カバーを閉めます。 



4 プリンタの電源をオンにします。 

自動的に用紙が送られます。 

- プリンタドライバの[プリンタユーティリティ]タブの[用紙頭出し動作設定]で、用紙カバーク 

L 参考」 ローズ時の用紙頭出し動作を「カットあり」に設定していると、用紙が送られた後、オートカッ 

卜されます。 


以上で、□ール紙の交換は終了です。 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


^ファンフォールド紙の交換 


1 フアンフォールド紙カパーを開けます。 



2 残っている紙を取り除きます。 




4 印刷面を上にして、引き込まれるまで（約100 mm ) 紙を挿入します。 

自動的に用紙が送られます。 



プリンタドライバの[プリンタユーティリティ]タブの [ 用紙頭出し動作設定]で、用紙カバーク 
参考」 ローズ時の用紙頭出し動作を「カットあり」に設定していると、用紙が送られた後、オートカッ 

卜されます。 
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5 プリンタ背面から 40 mm 以上離して、用紙をまっすぐに置きます。 



Q フアンフォールド紙カパーを閉めます。 



以上で、フアンフォールド紙の交換は終了です。 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


印刷物の排出経路 

印刷時は、下図のように排紙ガイドに沿ってまっすぐに紙を排出させてください。 

障害物などにより、紙がまっすぐに排出されていない場合、印刷が乱れる司能性があります。 


X X 
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紙が詰まったときは 

用紙がプリンタ内に詰まったときは、以下の手順に従って、詰まった用紙を取り除いてください。 


ール紙の場合 


1 プリンタの電源をオフにします。 

2 リリースレバーを手前に引き口ール紙カバーを開けます。 
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第 4 章製品の取 y 扱い 



_ ルド紙の場合 


1 プリンタの電源をオフにします。 

2 リリースレバーを手前に引いて、□ール紙カバーを開けます。 



^ 詰まった紙を取り除きます。 



4 フアンフォールド紙カバーを開けます。 
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5 


フアンフォールド紙を取り除きます。 



Q □—ル紙カバーを閉じてから、用紙をセットします。 (141 ページ「フアンフォールド紙 
の交換」 参照） 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


プリンタドライバの使い方 

プリンタドライパでは、印刷設定のほかに、プリンタの設定やプリントヘッドのクリーニングなど、各種ユーティリ 
ティの機能も利用できます。 


プリンタドライバの表示方法 


1 [ プリンタと FAX ]( または [ プリンタ]) を開きます。 

• Windows 7の揚合： 

[スタート]メニューの[コント□ールパネル]で[デパイスとプリンター]をクリックします。 

• Windows Vista の揚合： 

[スタート]メニューの [ コント□ールパネル]で[プリンタ]をクリックします。 

• Windows XP Professional の揚合： 

[スタート]メニューの[プリンタと FAX ] をクリックします。 

• Windows XP Home Edition の場合： 

[スタート]メニューの[コント□ールパネル]をクリックし、[プリンタと FAX ] をクリックします。 

• Windows 2000の場合： 

[スタート]メニューの[設定]をクリックし、[コント□-ルパネル]をクリックします。 

• Windows Server 2003 R 2 の場合： 

[スタート]メニューの[プリンタと FAX ] をクリックします。 

2 [EPSON TM - C 340 0] を右クリックし、 [ 印刷設定] をクリックします。 

プリンタドライパが表示されます。 

-„ プリンタの登録名が [EPSON TM-C3400] の場合の表示です。 

[参考 
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L ーザー定義用紙の登録 


「用紙レイアウト」に使用する用紙サイズが登録されていない場合、ユーザー定義用紙を登録します。 

登録したレイアウトは、「お気に入り」に登録して、お客様のアプリケーションから使用できます。 

- リストバンド （ WB - S / M / L シリーズ）を使用する場合、 119ぺージ「リストバンドを使用する場 

參考 合の設定」 を参照してください。 


ユーザー定義用紙の登録 


2 

3 

4 


[基本設定]用紙レイアウトの[追加/削除]をクリックすると、「ユーザー定義用紙レイアウ 
卜」画面が表示されます。 

「用紙タイプ」を選択します。 

用紙のサイズ （ 単位: mm ) を入力します。 

「用紙レイアウト名」を入力します。 

これがユーザー定義用紙名です。 


^ [保存]ボタンをクリックします。ユーザー定義用紙が登録され、「用紙レイアウト」リス 
卜に表示されます。 


登録された用紙 


③ 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


お気に入り 


「お気に入り」とは、プリンタドライパの印刷設定を1まとめにして管理できる機能です。 

印刷設定は、[基本設定]タブと[ページ設定]タブの内容です。用紙の種類、用紙レイアウト（ユーザー定義用紙 
を含©)などがあります。 

[基本設定]タブ お気に入り 



お気に入り設定の登録/削眵 



上べ U) I I下へ w I 


設定名⑽： 
コメン KD : 


作成日時： 2012/01/1217:14€6 


項目 
く基本 
用 itft 種類 
カラ- 

給紙方法 
臟レイアウト 
箱小前用紙怊 
箱小前用紙長さ 
出力臓 

オイ フイ， K ラ'' 

Q -ル臟.勺 
印刷後用紙 to 作 
印 W 系了フす-設定 
印刷品宵 
カラ HU 1!! 

色?_正方法 
r ノマ 
iS 度調整 
明度 i 醜 


フ W ン紙ラへ％ 

1)7~ 

口-ル紙(定形トト， 
108 X 174B 


音舰ラへ％ 

1)7'- 

Q' •ル紙 ® 形トトつ 
108x174B mm-y 
1080 mm 
1748 mm 
108x1748 mm-y 
96% 


t ) 

下節約 
オイ妍する(へし/毎） 

t ) 

い％ 2 (360x360 dpi) 
手助設定 
白然な色®い 
1B 
オフ 


tJ 

上下軸 
才-卜 to 卜す泌しン策 
オフ 

い、、ル1 (360x180 dp 
手助 IS 定 
白然な色あい 
1 B 
オフ 


保存 (《 |肖I滁 (fi) |丨私ンセル (Q) I 


I NU 7 XH ) J 


特徴 

• アプリケーションから印刷する場合、「お気に入り」で登録した印刷設定を初期値で選択できます。 

そのため、印刷設定をしたら[現在の設定を登録]をクリックし、お気に入りに登録することをお勧めします。 

• 「お気に入り」には、幾つちの印刷設定を登録できます。 

例えば帳票ごとに印刷設定を「お気に入り」登録すると、帳票を変更した場合、「お気に入り」の変更をするだけ 
で印刷設定が完了します。用紙の変更に伴ろ様々な設定を間違えずにできます。 

( 帳票を変更した場合、プリンタの用紙位置検出設定を変更する必要がある場合があります。詳しくは第2章セツ 
トアップを参照してください。） 
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印刷設定を「お気に入り」に登録 


1 印刷する用紙などに合わせてプリンタドライパを設定します。 

[基本設定]タブと[ページ設定]タブを設定します。ユーザー定義した用紙を設定する場合、[基本設定]の 
用紙レイアウトから選択します。 

2 [ 現在の設定を登録]をクリックします。「お気に入り設定の登録/削除」画面が表示され 
ます。 

現在の設定が右側のリストに表示されます。 

^ 印刷設定名を入力します。 

4 [追加]をクリックします。 

印刷設定が、「お気に入り」に登録されます。 


① 


② 


n n n n n 



初期設定： 
現在の設定： 


プリンタドライパインス!■'ール時の初期値です。 

[基本設定]タブと[ページ設定]タブに設定されている内容です。 

この内容は「現在の設定一覧」画面と、「お気に入り設定の登録/削除」画面の現在 
の設定に表示されます。 

ユーザーが定義した設定：ユーザーが定義した印刷設定です。 
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第 4 章製品の取り扱い 


.ー ザ ー 定義情報 


ユーザー定義情報には以下のものが含まれます。 

• ユーザー 定義用紙 
• パーコードフォントの登録 
• . NET 環境のフォント置き換え 

ユーザー定義情報は、クライアントコンピュータごとに1つ設定されます。1台のコンピュータに複数の TM - C 3400 
プリンタドライパがインス!'ールされている場合、これらは共通で使用できます。 
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ード印刷 


プリンタドライパは、パーコードフォントを内蔵しています。アプリケーション側でバーコードを生成しなくても、 
パーコードを印刷できます。 


バーコードフォントの設定 

パーコードの印刷設定は、 [ ドライパユーティリティ]タブの[パーコード/2次元シンボル設定]で行います。 



1 以下の設定を行います。 

•表示： [バーコード]を選択します。 

• フォント名： 任意の文字列を入力します。これがバーコードフォント名になります。入力できる 

文字は ASCII のみです。 

• タイプ： パーコードの種類を選択します。選択したタイプにより、表示される設定項目が切 

り替わります。以下の種類から選択で含ます。 


UPC-A 

UPC-E 

JAN13(EAN) 

JAN8(EAN) 

Code39 

ITF 

Codabar 

Code93 

Code128 

GS1-128M 

GS1-128 

GS1DataBar オムニデイ 
レクシヨナル 

GS1 DataBar トラン 

ケート 

GS1DataBar エクスパン 
デッド M 

GS1DataBar エクスパン 
デッド 

GS1 DataBar リミ 

テッド 




• 回転指定： 


パーコー ドを回転させて印刷するときに選択します。 
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第 4 章製品の取り扱い 


• Hex 入カモード： パーコードにするデータを Hex 入カモードで指定するときは、チェックします。 

• Composite : コンポジットシンボル付きのバーコードを印刷するときは、チェックします。 


参考 


コンポジットシンボルに指定するデータとバーコードに指定するデータは、 「\ i 」 または「い」で 
区切ります。データは、コンポジットシンボル、バーコードの順に記載します。 

入力例:1234567890\ 1012345678905 


• Quiet Zone をつける： パーコードの左右に、バーコードの読み込みに必要な空白を作るときは、チェック 

します。 


= = T > パーコードの印刷位置は、余白の量だけ移動します。 

#5] 


• モジュール： バーコードの細いエレメントの幅をドットで設定します。 


シンボル 

用紙種類 

印刷 

品質 

回転指定 

(パ） 

ハぐ-幅 

補正 

上段：最小モジュール [360 dpi 単位] 
下段：最小エレメント比 

ANSI グ 

レード 

D 以上 

ANSI グ 

レード 

C 以上 

ANSI グ 

レード 

B 以上 

UPC - E , 

UPC - A , 

JAN 13 CEAN ), 

JAN 8( EAN ), 

Code 39, 

ITF , 

Codabar , 

Code 93, 

Code 128, 

GS 1-128 M , 

GS 1-128, 

GS 1 DataBar 

オムニテ''イレスシヨナル， 

GS 1 DataBar トランケ-卜， 

GS 1 DataBar 

エクスハ 1 ■ンテへ：/卜'' M ， 

GS 1 DataBar 

エクスハ。ンテ''ツ ド'， 

GS 1 DataBar リミテツト''， 

普通紙 

普通紙 ラベル 

速い 

標準 

180。 回 
転 

あり 

4 dot 

2.5 

- 

- 

90° 回転 
270。 回 
転 

6 dot 

2.5 

- 

- 

きれい 

標準 

180。 回 
転 

4 dot 

2.5 

- 

- 

90° 回転 
270。 回 
転 

6 dot 

2.5 

- 

- 

ファイン紙 

ファイン紙ラ 
ベル 

合成紙ラベル 

PET フイルム 

リストバンド 

速い 

標準 

180。 回 
転 

3 dot 

2.7 

4 dot 

2.5 

90° 回転 
270。 回 
転 

6 dot 

2.5 * 2 

_*2 

- 

きれい 

標準 

180。 回 
転 

3 dot 

2.7 

4 dot 

2.5 

90° 回転 
270。 回 
転 

6 dot 

2.5 * 2 

_*2 

- 


- :保証外 

* i :回転指定は、 [ ページ設定]タブの [ 印刷方向]が"縦"の場合の設定です。 
[ 印刷方向]が"横"の場合、以下の設定に読み替えてご使用ください。 
"標準、180°回転" — "90° 回転、270°回転〃 
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"90° 回転、270°回転、"標準、180°回転" 

*2: 特定の用紙種類、パーコードの場合、以下の推奨値になります。 

リストパンド、 Code 128 の揚合： 5ドットモジュール、 ANSI グレード D 

リストバンド、 Codabar の揚合： 4ドットモジュール、最小エレメント比2.5、 ANSI グレード C 


注意 


エレメント幅を奇数の値に設定した場合、 [ 用紙種類]や [ 印刷品質]を変更して解像度が変わる 
と、印刷されるパーコードの大きさが異なつてしまうことがあります。 

パーコードの大きさは、[サイズ表示]ボタンで確認できます。 


• バー高さ： 

• バー幅を補正する： 
• HRI 文字の位置： 


エレメントの高さをドットで設定します。指定したドットは、印刷されたときの実 
寸法で表示されます。 

エレメントの幅を狭くして印刷します。印刷されたバーコードがにじんで読み取れ 
ない場合に設定してください。 

HRI 文字の印刷位置を指定します。印刷しないときは、[印刷しない]を選択します。 


i ， タイプによっては、印刷位置の指定が限定されるものがあります。 

参考 


• HRI フォント： HRI 文字のフォントサイズを設定します。 

• エレメント比： 太いエレメント幅を、細いエレメント幅に対する比率で設定します。 

• キャラクタ間ギャップ： キャラクタ間ギャップ（間隔）を、細いエレメント幅に対する比率で設定します。 

• シンボル全体幅が最小となるように自動変換す る： 

CODE 1 28の場合に選択できます。与えられたデータ文字列を表現するために必要 
なシンボルキャラクタ数を最小限に抑える機能です。 

2 [追加]をクリックします。 

設定したノーコードフォントが登録され、フォントリストにフォント名が追加されます。 


- • バーコードフォントは、30個まで登録できます。 

参考」 • フォントリストのフォント名を選択し、設定を変更してから [ 保存]をクリックすると、設定し 
たバーコードフォントの設定を上書き保存できます。 

• フォントリストのフォント名を選択し、 [ 削除]をクリックすると、設定したバーコードフォン 
卜を削除できます。 

• [テスト印刷]の入カボックスにテキストを入力し、 [ 印刷 ] をクリックすると、設定内容に従つ 
てテスト印刷が行われます。 
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第 4 章製品の取り扱い 


バ _ コードデ _ 夕の指定方法 

パーコードデータは以下を参照して指定してください。 

コンポジットシンポルについて： 

コンポジットコンポーネントの種類は、データの桁数に)®じて自動選択されます。 
( CC - C は、 GS 1-128 の場合だけ選択されます。） 


コンポジットコンポーネントの種類 

エンコード許容桁数 

CC-A 

1〜56桁 

CC-B 

1〜338桁 

CC-C 

1〜2361桁 


HRI 文字に ついて： 

HRI 文字列がパーコードの全体幅よりも大きくなった場合、 HRI 文字列の全体幅がパーコードの幅になります。 

UPC-A 

□ ノーマル 

• 11〜12桁のデータを指定してください。 

• 1桁目はナンパーシステムキャラクタですが、チェックはしていません。 

• 11桁の場合、チェックディジットが自動的に付加されます。 

• 12桁の場合、12桁目をチェックディジットとして扱いますが、検算されません。 

□ コンポジット（ノーマルとの違い） 

• 12桁の場合、12桁目を無視してチェックディジットが自動的に付加されます。 

UPC-E 

□ ノーマル 

• データは6〜8、11〜12桁で指定してください。 

• 6桁の場合、指定されたデータはそのままで、チェックディジットが自動的に付加されます。 

• 7桁の場合、2〜7桁がデータキャラクタとなり、チェックディジッドが自動的に付加されます。 

• 8桁の場合、2〜7桁がデータキャラクタとなり、8桁目のデータをチェックディジットとして扱いますが、検 
算されません。 

• 11桁の場合、チェックディジットが自動的に付加されます。 

• 12桁の場合、12桁目をチェックディジットとして扱いますが、検算されません。 

• 7桁以上の場合、1桁目をナンパーシステムキャラクタとして処理するため、0を指定してください。 

□ コンボジット（ノーマルとの違い） 

• 8桁の場合、8桁目を無視してチェックディジットが自動的に付加されます。 

• 12桁の場合、12桁目を無視してチェックディジットが自動的に付加されます。 

JAN13(EAN) 

□ ノーマル 

• 12〜13桁のデータを指定してください。 

• 12桁の場合、チェックディジットが自動的に付加されます。 

• 13桁の場合、13桁目をチェックディジットとして扱いますが、検算されません。 

□ コンポジット（ノーマルとの違い） 

• 13桁の場合、13桁目を無視してチェックディジットが自動的に付加されます。 
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JAN8(EAN) 

□ ノーマル 

• 7 〜 8 桁のデータを指定してください。 

• 7桁の場合、チェックディジットが自動的に付加されます。 

• 8桁の場合、8桁目をチェックディジットとして扱いますが、検算されません。 

□ コンポジット（ノーマルとの違い） 

• 8桁の場合、8桁目を無視してチェックディジットを自動的に付加されます。 

Code39 

□ データは最大256桁まで指定できます。 

□ スタート•ストップコード（ V )を両方または片方指定しなかった揚合、自動的に付加されます。 

ITF 

□ データは最大256桁まで指定できます。 

□ 奇数桁のデータを指定した場合、自動的に先頭に◦を付加されます。 

Codabar 

□ データは最大256桁まで指定できます。 

□ スタートコードが指定していない場合、自動的に ’ A ’ をスタートコードとして付加されます。 

□ ストップコードが指定していない揚合、自動的にスタートコードと同じものをストップコードとして付加されま 
す。 

□ スタート•ストップコードを小文字で入力した揚合、自動的に大文字に変換されます。 
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第 4 章製品の取り扱い 


Code93 

□ 1〜255桁のデータを指定してください。 

□スタートコード、2つのチェックディジット、ストップコードは自動的に付加されます。 

□ HRI 文字の先頭には、スタートコードを示す文字（口）を印字されます。 

□ HRI 文字の末尾には、ストップコードを示す文字（口）を印字されます。 

□ 制御キャラクタ （ OOh 〜 IFh 、7 Fh ) の HRI 文字は、■とアルファぺット1文字を組み合わせて印字されます。 


制御キャラクタ 

HRI 文字 

制御キャラクタ 

HRI 文字 

制御キャラクタ 

HRI 文字 

ASCII 

16 進数 

ASCII 

16 進数 

ASCII 

16 進数 

NULL 

00 

■ u 

VT 

0 B 

■ K 

SYN 

16 

■ V 

SOH 

01 

■ A 

FF 

OC 

■ L 

ETB 

17 

■ w 

STX 

02 

■ B 

CR 

0 D 

■ M 

CAN 

18 

■ X 

ETX 

03 

■ 0 

SO 

0 E 

■ N 

EM 

19 

■ Y 

EOT 

04 

■ D 

SI 

OF 

■〇 

SUB 

1 A 

■ Z 

ENQ 

05 

■ E 

DLE 

10 

■ P 

ESC 

IB 

■ A 

ACK 

06 

■ F 

DC 1 

11 

■ Q 

FS 

1 C 

■ B 

BEL 

07 

■ G 

DC 2 

12 

■ R 

GS 

ID 

■ C 

BS 

08 

■ H 

DC 3 

13 

■ S 

RS 

IE 

■ D 

HT 

09 

■ 1 

DC 4 

14 

■ T 

US 

IF 

■ E 

LF 

0 A 

■ J 

NAK 

15 

■ U 

DEL 

7 F 

■ F 


Code128 

□ 2〜255桁のデータを指定してください。 

□ 先頭の2桁はスタートコードで、コード選択キャラクタ (CODE A . CODE B . CODEC ) のいずれかを指定し 
てください。 

□ 特殊キャラクタは、と直後の1文字を組み合わせて表現されます。 

□ [シンポル全体幅が最小となるように自動変換する]にチェックを付けると、 Codel 28シンポルの全体幅が最小と 
なるよろ、自動的に変換します。この機能を使ろと、コードセットを指定する必要はなく、シンポルにしたいデー 
夕を入力するだけでパーコードが印刷されます。 

チェックを付けない揚合は、コードセットを手動で指定する必要があります。 

コードセット C を指定する場合は、生成する2桁の数字を ASCII 文字の10進数と見なし、該当する ASCII 文 
字を指定します。 

例） 「37」：「％」と指定します。 

「65」： 「 A 」 と指定します。 

「979899」： 「 abc 」 と指定します。 


□データが’{’で、直後のデータが以下に該当しない場合、エラーになります。 


制御キャラクタ 

ASCII 

制御キャラクタ 

ASCII 

制御キャラクタ 

ASCII 

SHIFT 

(S 

CODE C 

{C 

FNC 3 

{3 

CODE A 

{A 

FN 01 

{1 

FNC 4 

{4 

CODE B 

{B 

FNC 2 

{2 

T 

!! 
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□ 特殊キャラクタの HRI 文字は、以下よろに表現されます。 


制御キャラクタ 

HRI 文字 

SHIFT 

印字しない 

CODE A / B/C 

印字しない 

FNC 1 〜4 

スペースを 印字 

制御キャラクタ （00 h 〜 IFh ，7 Fh ) 

スペースを 印字 


GS1-128 

□ 2〜255桁のデータを指定してください。 

□アプリケーション識別子の区切りを0で区別します。 （ HRI 文字として印字されますが、エンコードはされません。） 
□ スタートコード （ CODEA 、 CODE 巳、 CODEC )、 ストップコードは自動的に付加されます。 

□ スタートコードの次のシンボルキャラクタ FNC 1 は自動的に付加されます。 

□ を指定すると、チェックディジットを自動計算して V に置き換えられます。 

□アプリケーション識別子は、連続した2桁の数値を指定する必要があります。正しく指定されていない場合、エ 
ラーになります。 

□アプリケーション識別子が (0 1 ) の場合、データの14桁目はチェックディジットになりますが、チェックディジッ 
卜が指定された場合は検算されません。14桁目が V の場合、チェックディジットを自動計算して V に置き換え 
られます。 

□ 特殊キャラクタは’ {’ と直後の1文字を組み合わせて表現されます。 

□データが’{’で、直後のデータが以下に該当しない場合、エラーになります。 


制御キャラクタ 

ASCII 

HRI 文字 

制御文字 （00 h 〜 IFh および 7 Fh ) 


スペースを 印字 

FNC 1 

(1 

スペースを 印字 

FNC 3 

{3 

スペースを 印字 

T 

« 

{ を印字 

’(’ 

{( 

( を印字 


0 

) を印字 

，*’ 

!* 

* を印字 

アプリケー シヨ ン識別子の左カッコ 

( 

( を印字 

アプリケー シヨ ン識別子の右カッコ 

) 

) を印字 

チェックディジット位置 

氺 

チェックデイジットを印字 
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第 4 章製品の取り扱い 


GS1-128M 

□ 38〜66桁のデータを指定してください。 

□アプリケーション識別子の区切りを0で区別します。 （ HRI 文字として印字されますが、エンコードはされません。） 
□ スタートコード （ CODEA 、 CODEB 、 CODEC )、 ストップコードは自動的に付加されます。 

□ スタートコードの次のシンボルキャラクタ FNC 1 は自動的に付加されます。 

□ アプリケーション識別子 （30) に続くデータの最後に FNC 1 が存在しない場合、 FNC 1 自動的に付加されます。 
□ アプリケーション識別子（1〇> まだは (21) に続 < データの最後に、 FNC 1 は不要なため、 FNC 1 が存在した場合は 
エラーに なります。 

□ アプリケーション識別子が (01) の場合、データ部の14桁目はチェックディジットになりますが、チェックディ 
ジットが指定された場合、検算されません。14桁目が V の場合、チ x ックディジットを自動計算し、 V に置き 
換えられます。 

□ データが{で直後のデータが1でない揚合、エラーになります。 

□特殊キャラクタは以下の形式で指定してください。 


制御キャラクタ 

ASCII 

HRI 文字 

FNC 1 

{1 

スペースを 印字 

アプリケーシヨン識別子の左カッコ 

( 

( を印字 

アプリケーシヨン識別子の右カッコ 

) 

) を印字 

チェックディジット位置 

氺 

チェックディジットを印字 


□ 以下のフォーマツトに従っていない揚合はエラーになります。 


アプリケーション識別子 

フォーマット 

01 

数字14桁 

10 

英数字1〜20桁 

17 

数字6桁 ( YYMMDD ) 

21 

英数字1〜20桁 

30 

数字1〜8桁 


GS1DataBar オムニデイレクシヨナル / GS1DataBar トランケート 

/ GS1DataBar リミテッド 

□ 先頭のアプリケーション識別子01はデータに含めません。 

□ HRI 文字印刷時に、先頭のアプリケーション識別子01は、梱包識別コードの前に"(〇1广と印字されます。 
□ チェックディジットをバーコードデータに付加する必要はありません。 

□ HRI 文字印刷時に、チェックディジットは商品コードの後に印字されます。 

□ GS 1 DataBar リミテツドの場合、先頭1桁は’0’か’1’を指定してください。 
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GS1DataBar エクスバンデッド M 

□ 38〜66桁（ V を含まない数）のデータを指定してください。 

□アプリケーション識別子の区切りを0で区別します。 （ HRI 文字として印字されますが、エンコードはされません。） 
□ アプリケーション識別子 (10) あるいは (21) の前に FNC 1 が存在しない場合、 FNC 1 が自動的に付加されます。 
□ アプリケーション識別子 （30) に続くデータの最後に FNC 1 が存在しない場合、 FNC 1 が自動的に付加されます。 

□ アプリケーション識別子 （10) または (21) に続くデータの最後に FNC 1 は不要なため、 FNC 1 が存在した場合、エ 
ラーになります。 

□ アプリケーション識別子が （01) の揚合、データ部の14桁目はチェックディジットになりますが、チェックディ 
ジットが正しくない場合はエラーになります。 

( GS 1 -128とは異なり、によるチェックディジットの自動計算と付加はされません。） 

□ V は読み飛ばします。 

□ データが{で直後のデータが1でない揚合、エラーになります。 

□特殊キャラクタは以下の形式で指定してください。 


制御キャラクタ 

ASCII 

HRI 文字 

FNC 1 

!1 

印字しない 

’(’ 

{( 

( を印字 


0 

) を印字 

アプリケーシヨン識別子の左カツコ 

( 

( を印字 

アプリケーシヨン識別子の右カツコ 

) 

) を印字 

，*’ 

!* 

* を印字 

読み飛ばし文字 

氺 

印字しない 


GS1DataBar エクスバンデッド 

□ 2〜255桁のデータを指定してください。 

□アプリケーション識別子の区切りを0で区別します。 （ HRI 文字として印字されますが、エンコードはされません。） 
□ データに必ず、すべてのアプリケーション識別子を含めてください。 

□ 指定されたデータから、アプリケーション識別子、左カッコ、右カッコ、を削除した最初データが01の場合、 
01の次から数えて14桁目をチェックディジットとしてチェックされます。正しくない場合、エラーになります。 

□ 01の次からのデータが14桁未満の揚合、チェックディジットをチェックされません。 

( GS 1-128 とは異なり、文字’*’によるチェックディジットの自動計算と付加はされません。 V を指定した場合、 
は無視され、以降のデータは1桁ずつシフトされます。） 

□特殊キャラクタは以下の形式で指定してください。 


制御キャラクタ 

ASCII 

HRI 文字 

FNC 1 

{1 

印字しない 

アプリケーション識別子の左カツコ 

( 

( を印字 

アプリケーション識別子の右カツコ 

) 

) を印字 

V 

!* 

エラー 

読み飛ばし文字 

氺 

印字しない 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


印刷方法 

印刷データに、設定したパーコードフォント、指定ポイント、言語を指定し、印刷します。 



注意 


バーコードのフォントサイズは、[指定ポイント]の値から変更できません。それ以外の値を指定 
すると、バーコードは印刷されません。 
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バーコードをシアン単色で印刷する方法 


印刷したパーコードが読み取りにくい場合、シアン単色で印刷する設定にします。 



1 [ 基本設定]タブの [ 印刷設定]- [ 色補正]を [ 詳細設定]に選択します。 

2 [設定]ポタンをクリックします。 

「詳細設定」画面が表示されます。 


3 

4 

5 


[色補正なし]を選択します。 

[バーコード/2次元シンポルをシアン単色で印刷する]にチェックします。 

[閉じる]ポタンをクリックします。 

① ② 


a-S EPSON TM-C 3400 印刷雜 


夕巻本設定哈ヘシ颚定 IcB 卜，>^ュ-ティ 1 ティ]嗡フツン5ュ-ティ！ j ティ 


お気に入 1 J ( i£l |セ在の設定 


I フバン紙ラへ％ , 


108x1748 ir 
速い Q — 


印刷設定 
用紙種類 (D 

用紙!/イアウ 
印刷品質 (0) 

色補正 

袷紙•茚約設定 
給紙方法 ( B ) 

D - ル紙節約 (0) 

印刷後用紙助作設定 
承 オート M する (0) 


©才-卜 M しない ( N ) 
B 印刷終了フ f ' ■設定 ( B ) 


▼ |現在の設定を登錄 (£)... 


獅/纖 ■- 


竽 I い \ mk \ A7 ^ r )^' Am -\ 


推奨設定 ( U ) 丨 〇 註糸臌定 〇)]| 設定®.. .1] 


Id - ル紙^ 


|下節約 


K - シ海 


カット間隔 (§) |_へ •-/ •毎 icM 

I ■■■ . ~^1 


L 


インウ殍量表示更新 (P... |現在の設定一覧表示 ( a).q 


OK I [ HtV'M 1| 


Q ヘルプ I 


③- 


④- 


カラ-醒 
つ雜設定 (£) 

- I * 色補正なし ( D ) I 


色補正方法 (Q) [ ^ 


r^7(G) 


□濃度/^度醒⑻ 


漉度調整 

イン!?} T5 込みレへ， up 


明度調整 


暗い 

離い 


1刪脑こ戻す 0J) 1 

H 111 MS 1 


I ^3じる (L) || 


⑤ 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


2次元シンボル印刷 


プリンタドライパは、2次元シンボルフォントを内蔵しています。アプリケーション側で2次元シンポルを生成し 
なくてち、2次元シンボルを印刷できます。 


2次元シンボルフオントの設定 

2次元シンボルの印刷設定は、 [ ドライパユーティリティ]タブの[バーコード/ 2次元シンボル設定]で行います。 



1 以下の設定を行います。 


• 表 TJX : 

• フォント名： 

• タイプ： 

• 回転指定： 

• Hex 入カモード： 

• Composite : 


[2 次元シンポル]を選択します。 

任意の文字列を入力します。これが2次元シンボルフォントのフォント名になりま 
す。入力できる文字は ASCII のみです。 

2次元シンボルのタイプを選択します。選択したタイプにより、表示される設定項 
目が切り替わります。 

2次元シンボルを回転させて印刷するときに選択します。 

2次元シンボルにするデータを Hex 入カモードで指定するときは、チェックします。 
コンポジットシンボル付きの2次元シンボルを印刷するときは、チェックします。 


コンポジットシンボルに指定するデータと2次元シンボルに指定するデータは、「\|」または「| 
参考」 \」で区切ります。データは、コンポジットシンボル、2次元シンボルの順に記載します。 

入力例:1234567890\ 1012345678905 


• Quiet Zone をつける： 2次元シンボルの左右に、2次元シンボルの読み込みに必要な空白を作るときは、 

チェックします。 


■I 2次元シンボルの印刷位置は、余白の量だけ移動します。 

司 
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2 選択した[タイプ]により、設定をします。 


• PDF 417 

* 桁数： PDF 417 の桁数を入力します。 

* モジュール幅: PDF 417 のモジュール幅を設定します。 

* モジュール高さ： PDF 417 のモジュール高さを、モジュール幅に対する比率で設定します。 

* トランケーシヨンシンボル: PDF 41 7のストップコードを省いたシンボルを作成するときは、チェックします。 

* エラー訂正レベル： PDF 41 7のエラー訂正レベルを選択します。シンボルの一部が破損してもデータを読み取るこ 

とができ、数字が大きいほど復元率が高くなります。 


• QRCode 

* モデル： QRCode モデルを選択します。 

* エラ ー訂正レベル： QRCode の エラ ー訂正レベルを選択します。シンボルの一部が破損してもデータを読み取る こ 

とができ、レベルし M 、 Q 、 H の順に復元率が高くなります。 

* モジュール幅: QRCode モデルのセル （ モジュール）の設定をします。 

* バージョン： QRCode のバージョンを指定します。 QRCode のバージョンによって2次元シンボルにできる文字数が 

異なります。 


• MaxiCode 

* モード： MaxiCode のモードを選択します。[モード2]、[モード 3] を選択する場合、 [ Hex 入カモード ] をチェックし 

ます。 


• GS 1 DataBar の設定 

* モジュール幅: GS 1 DataBar のモジュール幅を設定します。 

*最大幅: GS 1 DataBar の最大幅を設定します。 

• AztecCode の設定 

* タイプ: AztecCode のタイプを選択します。 

* レイヤーの数： AztecCode のレイヤー数を指定します。 

[ 最小化する]:自動的に最小のレイヤ _ 数に最適化します。 

[サイズを指定する]:入カボックスで指定したレイヤー数にします。 

* セルのサイズ: AztecCode のセル （ モジュール）のサイズを設定します。 

* エラー 訂正領域： AztecCode の エラー 訂正領域を以下のどちらかで指定します。シンボルの一部が破損しても 

データを読み取ることができ、数字が大きいぼど復元率が高くなります。 

[デフオルト値]:デフオルト値は2 3%+3コードワードです。 

[パーセンテージで指定する]:エラー訂正領域を入カボックスに入力したパーセ 
ンテージで指定します。 

• DataMatrix の設定 

* セルのサイズ： DataMatrix のセル （ モジュール）のサイズを設定します。 

* セルの数： DataMatrix のセルの数を指定します。 

[ 最小化する]:自動的に最小のセルの数に最適化します。 

[サイズを指定する]:選択したサイズに設定します。 


• DataMatrix (長方形）の設定 

* セルのサイズ： DataMatrix のセル （ モジュール）のサイズを設定します。 

* 縦方向のセルの数: DataMatrix の縦方向のセルの数を指定します。 

* 横方向のセルの数： DataMatrix の横方向のセルの数を指定します。 

[ 最小化する]:自動的に最小のセルの数に最適化します。 
[サイズを指定する]:選択したサイズに設定します。 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


□ 以下は、2次元シンボルのモジュールの推奨値です。 

• バーコード/2次元シンボルフォント設定の推奨値（スタック型2次元シンボル) 


シンボル 

用紙種類 

印刷 

品質 

印刷状況 

(* i ) 

モジユ 
ール 
高さ 
(*2) 

最小モシ''ユ-ル [360 dpi 単位] 

ANSI グ 

レード 

D 以上 

ANSI グ 

レード 

C 以上 

ANSI グ 

レード 

B 以上 

PDF 417, 

GS 1 DataBar スタック， 

GS 1 DataBar スタック- 
オムニテ''ィレクシヨナル， 

GS 1 DataBar 

ェクス ハ。 ンテ':/卜、' スタック， 

普通紙 

普通紙ラベル 

速い 

紙送りをまた 
がない場合 

3 

6 dot 

- 

- 

紙送りをまた 
ぐ場合 

6 dot 

- 

- 

きれい 

紙送りをまた 
がない場合 

6 dot 

- 

- 

紙送りをまた 
ぐ場合 

6 dot 

- 

- 

ファイン紙 

ファイン紙ラベル 

合成紙ラベル 

PET フイルム 

リストバンド 

速い 

紙送りをまた 
がない場合 

4 dot 

- 

- 

紙送りをまた 
ぐ場合 

4 dot 

- 

- 

きれい 

紙送りをまた 
がない場合 

4 dot 

- 

- 

紙送りをまた 
ぐ場合 

4 dot 

- 

- 


-:保証外 

*1:2 次元シンボルが紙送りをまたぐかまたがないかは、印刷プレビュー機能の [ 紙送り位置表示]- [ 印刷プレ 
ビューに 表示する]で確認できます。印刷プレビュー機能については、 172ページ「印刷プレビュー」 を参照 
してください。 

*2 : PDF 417 を使用する場合、指定してください。 
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•パーコード/2次元シンポルフォント設定の推奨値（マトリックス型2次元シンボル) 


シンボル 

用紙種類 

印刷 

品質 

印刷状況 

n ) 

最小セルサイで [360 dpi 単位 ] 

ANSI グ 

レード 

D 以上 

ANSI グ 

レード 

C 以上 

ANSI グ 

レード 

B 以上 

QR Code, 

DataMatrix, 

普通紙 

普通紙ラベル 

速い 

紙送りをまたがない場合 

6 dot 

- 

- 

紙送りをまたぐ場合 

8 dot 

- 

- 

きれい 

紙送りをまたがない場合 

6 dot 

- 

- 

紙送りをまたぐ場合 

8 dot 

- 

- 

フアイン紙 

フアイン紙ラベル 

合成紙ラベル 

PET フイルム 

リストバンド 

速い 

紙送りをまたがない場合 

5 dot 

6 dot (*2) 

紙送りをまたぐ場合 

6 dot 

7 dot 

- 

きれい 

紙送りをまたがない場合 

5 dot 

6 dot (*2) 

紙送りをまたぐ場合 

6 dot 

7 dot 

- 


- :保証外 

*1:2 次元シンポルが紙送りをまたぐかまたがないかは、印刷プレビュー機能の [ 紙送り位置表示]- [ 印刷プレ 
ビューに表示する]で確認できます。印刷プレビュー機能については、 172ページ「印刷プレビュー」 を参照 
してください。 

*2 : QR Code のみ確認しています。 

^ [追加] をクリックします。 

設定した2次元シンボルフォントが登録され、フォントリストにフォント名が追加されます。 

- • 2次元シンボルフォントは、30個まで登録できます。 

L 参考」 フォント リストの フォン ト名を選択し、設定を変更してから[保存]をクリックすると、設定し 

た2次元 シンボルフォン トの設定を上書き保存できます。 

• フォントリストのフォント名を選択し、[削除]をクリックすると、設定した2次元シンボルフォ 
ントを削除できます。 

• [テスト印刷]の入カボックスに亍キストを入力し、 [ 印刷]をクリックすると、設定内容に従つ 
てテスト印刷が行われます。 


166 






























第 4 章製品の取 y 扱い 


2次元シンボルデータの指定方法 

2次元シンボルデータは以下を参照して指定してください。 

，- コンポジットシンボルと HRI 文字については、155ページ「バーコードデータの指定方法」を参 
L 参考 J 照してください。 


PDF417 

□桁数と段数が〇の場合、自動計算されます。 

□ 0以外を指定する場合、桁数と段数の積が928以下になるように指定してください。 

QRCode 

□ 指定されたパージョンよってサイズが決定されます。指定されたバージョンに収まらない揚合、収まるパージョ 
ンに自動的に変更されます。 

MaxiCode 

□ モード2か3の場合のヘッダー、2次メッセージは省略可能です。 

□特殊キャラクタは以下の形式で指定してください。 


制御キャラクタ 

16 進数表記 

SHIFT 

0 x 7 B ，0 x 53 

CODE B 

0 x 7 B ，0 x 42 

CODE C 

0 x 7 B ，0 x 43 

FNC 1 

0 x 7 B ，0 x 31 

FNC 2 

0 x 7 B ，0 x 32 

FNC 3 

0 x 7 B ，0 x 33 

FNC 4 

0 x 7 B ，0 x 34 


GS1DataBar スタック / GS1DataBar スタック■オムニデイレクシヨナル 

□ データは13桁まで指定できます。 

□ データの先頭にアプリケーション識別子01を含めないでください。 

□ データにチェックディジットを付加する必要はありません。 

GS1DataBar エクスバンデッド■スタック 

□ GS 1 DataBar エクスパンデッドを多段シンポルにしたものです。データの指定方法は GS 1 DataBar エクスパ 
ンデッドと同じです。（詳細は 160ページ 「 GS 1 DataBar エクスパンデッド」 を参照） 

AztecCode 

□ フルレンジモードとコンパクトモードをサポートしています。 

DataMatrix 

□ ECC 200 パージヨンの正方形および長方形をサボートしています。 
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印刷方法 

印刷データに、設定した2次元シンボルフォント、指定ポイント、言語を指定し、印刷します。 



注意 


2次元シンボルのフォントサイズは、[指定ポイント]の値から変更できません。それ以外の値を 
指定すると、2次元シンボルは印刷されません。 


2次元シンボルをシアン単色で印刷する方法 

印刷した2次元シンボルが読み取りにくい場合、シアン単色で印刷する設定にします。 
詳細は、 162ページ「パーコードをシアン単色で印刷する方法」 を参照してください。 


168 
























第 4 章製品の取 y 扱い 


NET 環境でバーコード/2次元シンボル印刷 


.NET Framework は 、 True Type フォントと Open Type フォントだけをサボートしているた:め、アプリケーショ 
ンから、プリンタドライパに登録されたバーコード/2次元シンボルフォントを印刷できません。このため、プリン 
タドライバのフォント置き換え機能を使って 、 True Type フォントをパーコード/2次元シンボルフォントに置き 
換えます。これにより .NET Framework 環境のアプリケーションからでも、パーコード/2次元シンボルフォント 
を印刷でぎます。 

アプリケーションの印刷データは TrueType フォント名ですが、印刷するとパーコード/2次元シンボルになります。 


フォントの置き換え 

フォントの置き換えは、 [ ドライパユーテイリテイ]タブの[フォントの置き換え]で行います。 



1 以下の設定を行います。 

• 置き換える TrueType フォント 

* 置き換え元の [ TrueType フォント]を選択します。 

• 置き換え先フォント 

* 置き換える先のバーコード/2次元シンボルを選択します。 

2 [ OK ] をクリックします。 

TrueType フォントが、バーコード/2次元シンポルに置き換えられます。 
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バーコード/2次元シンボルの印刷 

印刷データに、パーコード/2次元シンポルフォントに置き換えた TureType フォント、指定されたポイント数、言 
語を指定します。 



• バーコード/2次元シンボルのポイント数は決められています。 [ ドライバユーテイリテイ]- [ 
参考」 バーコード/2次元シンボル設定]で確認してください。それ以外の値を指定すると、バーコー 

ド/2次元シンボルは印刷しません。 

• 置き換え元の TrueType フォントは、バーコード/2次元シンボルの指定以外は使用できません。 
このフォントでぼかの文字を指定しても印刷しません。そのため、置き換えフォントには印刷 
に使用しないフォントを選択してください。 
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第 4 章製品の取り扱い 


プリンタドライバの機能 


プリンタドライパには、基本設定、ページ設定、ドライバユーティリティ、プリンタユーティリティのタブがあり、 
それそれのタブで各種設定、調整が行えます。 


[基本設定]タブ 

お気に入り 

あらかじめ登録した印刷設定をリストから選択します。これが印刷時の初期値になります。[初期設定]を選択する 
と、プリンタドライパをインス!•'ールしたときの設定に戻せます。 

印刷設定 

用紙種類、用紙レイアウト、印刷品質、色補正の設定を行います。 

用紙レイアウトには、ユーザー定義用紙を登録できます。 

印刷品質は「速い」「きれい」から選択できます。印刷の解像度は以下のとおりです。 


用紙 

印刷品質 

解像度 ( dpi ) 

(横 X 縦） 

普通紙 

普通紙ラベル 

速い 

360 x 180 

きれい 

360 x 360 

その他の用紙 

速い 

360 x 360 

きれい 

720 x 360 


給紙•節約設定 

給紙方法、□ール紙節約、□ール紙オプションの設定を行います。 


印刷後用紙動作設定 

印刷後のオートカット動作、紙送り動作の設定を行います。 

設定の必要な場合にオートカッタと紙送りの設定をします。設定の不要な条件 （ レシート/全面ラベルは、自動的に 
オートカツトするなど）ではグレーアウトします。 

印刷終了ブザー設定 

印刷終了時のブザー設定を行います。 


インク残量表示 

インク残量が表示されます。 








印刷プレビュー 

チェックすると、アプリケーションから印刷したときに印刷プレビュー画面が表示され、印刷前に印刷結果のイメー 
ジを確認できます。 

二次元シンボルを印刷する場合などに、紙送り位置をまだぐかどろかを確認できます。 

- 二次元シンボルの読み取り率向上のため、二次元シンポルが紙送り位置をまたがないように印刷 

参考 することをお勧めします。 



紙送り位置 


紙送りを 
またぐ状態 


「紙送り位置表示」では、以下の設定ができます。 


項目 

説明 

紙送り彳 AI 置表不 

紙送り位置の表示 

紙送り位置を印刷プレビュー画面に表示します。 

初期値は「表示」します。 

紙送り位置を印刷 

紙送り位置を印刷します。 

初期値は「しない」です。 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


[ページ 設定]タブ 
お気に入り 

あらかじめ登録した印刷設定をリストから選択します。これが印刷時の初期値になります。[初期設定]を選択する 
と、プリンタドライパをインス!'ールしたときの設定に戻せます。 


印刷方向 

印刷方向（縦、横、180度回転）の設定を行います。 

印刷部数 

印刷部数の設定を行います。 

レイアウト 


印刷位置の調整を行います。 



プラテン吸引力手動設定 

チェックすると、[調整]が実表示になります。[調整]をクリックすると、[プラテン吸引力手動設定]画面が表示 
され、プラテン吸引力を調整できます。チェックを外すと、あらかじめ設定されている初期設定値の吸引力が設定さ 
れます。すでに工場出荷時に調整されています。通常お客様に調整していただく必要はありません。 

スタンプ マーク 

チェックすると、印刷データに画像や「重要」などのテキストを重ねて印刷できます。 


[基本設定]タブの [ 口ール紙節約]が節約なしに設定されていないと、チヱックボックスがグ 
参考」 レーアウトします。 


注意 


スタンプマークは印刷データの前面に印刷されるため、バーコードとスタンプマークが重なると、 
バーコードが読み込めな〈なります。 
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[ ドライバユーティリティ]タブ 

バーコード/2次元シンボル設定 

パーコード/2次元シンボルフォントを設定します。この設定はユーザー定義情報です。 

- バーコード印刷、2次元シンボル印刷の操作手順は、 152ぺージ「パーコード印刷」、163ぺージ 

参考 「2次元シンボル印刷」 を参照してくださしヽ。 


フォントの置き換え 

. NET 環境で TrueType フォントをバーコードフォント/ 2次元シンボルフォントに置き換える設定を行います。 

n=—n . NET 環境で、バーコード/ 2次元シンボルフォントを印刷する場合に設定します。 TrueType フォ 

参考 ントの1つを、バーコード/ 2次元シンボルフオント印刷専用に指定します。 


ドライバの動作設定 

プリンタドライパの動作に関する各種機能 （ 印刷の速度や進涉表示など）を設定できます。 

EPSON ログファイルの設定 

障害発生時などに迅速な解析が行えるよろにログの保存方法を設定できます。 

この内容については、弊社までお問い合わせください。 

EPSON プリンタウィンドウ！3 

印刷時に EPSON プリンタウィンドウ！3の画面が自動表示され、プリンタの現在の状態、インク残量、エラー状態 
などを確認できます。 

- [ドライバの動作設定]画面の [ EPSON プリンタウィンドウ！3を使用する]にチェックが外れてい 

参考 ると、表示されません。 


モニタリング機能の設定 

プリンタのエラーが発生したときに、 EPSON プリンタウィンドウ！3が表示します。 

- [ドライバの動作設定]画面の [ EPSON プリンタウインドウ！3を使用する]にチェックが外れてい 

参考 ると、表示されません。 


致命的な エラーの 通知設定 

EPSON プリンタウィンドウ！3を使用していない場合でも、プリンタの致命的なエラーが発生した時に、画面を表 
示することができます。 


•[ ドライバの動作設定]画面の [ EPSON プリンタウインドウ!3を使用する]がチェックされてい 
參考」 ると、表示されません。 

• 「管理者./ Administrator グループのメンバ、権限の昇格を行ったユーザーおよび 、 Windows XP 
の Power User グループのメンバ」は、致命的なエラーの通知設定の変更が可能です。 


設定の書き出し/取り込み 

プリンタドライパのすべての設定をファイルとして書き出したり、取り込んだりすることができます。プリンタドラ 
イパのインス!'ールパッケージを作成するときに 、 Install Assistant で使用します。 


- il 複数のプリンタでプリンタドライバの設定を同じにしたいときなどに便利です。 

参考 
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第 4 章製品の取 y 扱い 


[プリンタユーティリティ]タブ 

この項目は、プリンタに設定を行います。 

印刷動作モードの設定 

印刷動作モードの設定、ドット抜け発生時にドキュメントに印刷する無効画像の登録、無効画像のテスト印刷が行え 

ます。 

印刷動作モードの設定には、以下の種類があります。 

• 誤色なしモード： 紙送り方向の隣接2ドット以上、または任意の3ドット以上のドット 

抜けが発生した場合に、オートへッドクリーニングを実行します。 

• 誤読なしモード： ドット抜けが発生すると、オートへッドクリーニングを実行します。 

• 高信頼性モード （ 再印刷実行選択 ） /エコノ5—モード （ 再印刷実行選択）： 

ドット抜けが発生すると、 EPSON プリンタウィンドウ！3が表示さ 
れ、次の動作をお客様で選択できます。選択できる動作は、 [ 印刷再 
開](次のデータを印刷）と[再印刷](オートへッドクリーニングして 
ドット抜け解消後に再印刷）です。 

• 高信頼性モード （ 無効 ( Void ) 画像印刷）/エコノミーモード （ 無効 ( Void ) 画像印刷）： 

ドット抜けが発生すると、ドット抜けが発生したことを示す画像を印 
刷し、同じデータを再度印刷します。無効画像印刷時に用紙高さが 
1インチ以下の場合、無効画像の上端がカツトされて印刷されます。 


参考 


[高信頼性モード(無効 ( Voide ) 画像印刷)]および[エコノミーモード(無効 ( Voide ) 画像印刷)]は、[ド 
ライバユーティリティ ] タブの [ ドライバの動作設定]画面の [ EPSON プリンタウィンドウ！3 
を使用する]にチェックがついていないと、設定できません。 

誤色なしモードに設定した場合、誤読となるドット抜けが発生する可能性があります。誤読と 
なるドット抜けを発生させたくないときは、誤読なしモードまたは高信頼性モードの使用をお 
勧めします。 


通知設定 

エラー発生時のブザーのオン/オフ、インク残量が少なくなったときの LED 通知設定、用紙違いの通知設定を行い 
ます。 


ブザー通知のブザー音量（太/小）は、プリンタのディップスイッチ8で設定します。 （72 ベー 
参考」 ジ「ディップスイッチの設定」 参照） 


パネルボタンの設定 

プリンタ本体のパネルスイッチのろち、カットボタン、および紙送りボタンの有効/無効を設定します。 


用紙位置検出設定 

印刷する用紙の種類に応じて、プリンタの用紙位置検出設定をします。 


注意 


プリンタの設定と用紙の種類が適合しないと印刷ができず、用紙エラーが発生します。ここの調 
整は、 74ぺージ「用紙のセット」 を参照してください。 


用紙頭出し動作設定 

電源投入時、カバークローズ時の用紙頭出しおよびオートカツト動作を設定します。 

センサー調整 

ラベル間ギャップやプラックマークを検出するセンサーを調整します。 
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マニュアルへッドクリーニング 

お客様が、ヘッドクリーニングを行えます。クリーニングの結果は、ノズルチヱックパターン印刷で確認できます。 

マニュアルヘッドクリーニングの操作手順は、 182 ページ「マニュアルヘッドクリーニング」 を 
參考 参照してくださし、。 


ノズルチエック 

プリントへッドの目詰まりを確認するパターンを印刷します。 

紙送り量調整 

カット位置や印刷位置の紙送り調整をします。印刷結果のカット位置や印刷位置がずれている場合に調整します。 

ギャップ調整 

縦署線やノ V — コードのずれと紙送りのずれを調整します。 

製品に同梱されている□ール紙で、調整量を確認するための機能です。工場出荷時には調整されていますので、通常 
お客様に調整していただ< 必要はありません。 

印刷基準位置調整 

同梱されている□ール紙で、頭出し位置、打ち出し位置を調整します。工場出荷時には調整されていますので、通常 
お客様に調整していただ<必要はありません。 

動作時間の設定 

データの待機時間やプラテン吸引動作の休止時間を設定します。 
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プリンタドライバのアンインストール 

以下の手順でプリンタドライパのアンインス!'ールを行ってください。 


1 コンピュータで行っている、他のすべての作業を終了します。 

[プ□グラムのアンインス!-ール] (または [プログラムの追加と削除][アプリケーションの 
追加と削除]) を開きます。 

• Windows 7の揚合： 

[スタート] メニューの [ コント□ールパネル] で [デパイスとプリンター] をクリックします。 

• Windows Vista の揚合： 

[スタート] メニューの [コント□—ルパネル] で [プ□グラムのアンインス!■'ール] をクリックします。 

• Windows XP Professional の揚合： 

[ スタート] メニューの [ コント□—ルパネル] で [ プ□グラムの追加と削除] をクリックします。 

• Windows XP Home Edition の場合： 

[スタート] メニューの [ コント□ールパネル] で [プ□グラムの追加と削除] をクリックします。 

• Windows 2000の揚合： 

[スタート]メニューの[設定] で [コント□ールパネル] から [アプリケーションの追加と削除] をク 
リックします。 

• Windows Server 2003 R 2 の場合： 

[ スタート] メニューの [ コント□ールパネル] で [ プ□グラムの追加と削除] をクリックします。 

^ [EPSON プリンタドライバ•ユーティリティ] を選択し、 [アンインス! -- ルと変更] をク 
リックします。 

4アンインストール画面が表示されます。 

[プリンタ機種] タブからアンインス! -ー ルするプリンタドライバを選択します。 

[アプリケーションー覧] タブから [EPSON プリンタウィンドウ! 3( ネットワークモジュー 
ル）] にチェックします。 


注意 


[ EPSON プリンタウインドウ！3 ( ネットワークモジュール）]は、 EPSON 製の他のプリンタでも使 
用している場合があります。その場合、チェックを外してください。 


Q [ OK ] をクリックします。 

④ 


⑤ 



3 EPSON 户リンみ^ー テイリテイアンインストール 


ブリン種 [アブリ ケーンヨンー覧 | 


\m 


織聽 i ■驢温徵駿の力■態 湖輸 


OK I 和ンセル 
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アンインス!-ール確認画面が'表示されます。[はい]をクリックします。 



3ユーザー定義情報の削除の確認画面が表示されます。 

ユーザー 定義情報を削除する場合、 [はい] をクリックします。残す場合は [いいえ] をクリックします。 



g TM - C 3400 を通常使うプリンタに設定していた場合、アンインス! -- ル後の通常使う 
プリンタが表示されます。 [ OK ] をクリックします。 



1 G アンインス 1 'ール完了画面が表示されます。 [ OK ] をクリックします。 



0 K 




アンインストールを行なっても 「 EPSON プリンタドライバ■ユー亍イリテイ」のプリンタ機種一 


参考 

覧に表示が残っている場合、コンピュータを再起動して再度アンインストールを行なってくださ 



い。 
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雖讎の確認 


プリンタの各種設定状態を確認するために、通常印字のほかにセルフテストとステータスシートの印刷 （ Ethernet ィ 
ンタフェース仕様のみ）を行うことができます。 


セルフテストを行い、ドット抜けなどの印字不良が発生していないか確認できます。また、ファームウェアのパー 
ジョン、印刷動作モード、用紙位置検出設定を確認できます。 

セルフテストの方法は以下のとおりです。 

1 長さ90 mm 以上のダイカットラベル、レシート、または全面ラベルをセットします。 

p □ □ □ ポタンを押しながら電源スイッチをオンにします。（電源 LED が点滅を始めるまで 
電源スイッチを離さないでください。） 

以下のテストパターンが印刷されます。 


ファー ムウ ェアバー ジヨ 


. 印刷動作モ _ ド 
- 用紙位置検出設定 



第4章製品の取 y 扱い 


41 p M V 
8 O k 3 C 
1 〇 6 9 e 
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〇 〇 
PO 〇 
a 〇 〇 

goo 
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ステー タス 

説明 

ファー ムウ ェアバー ジョン 

WSN00180 以降 

エコノミーモードサポート 

WSN00180 より前 

エコノミーモード未サポート 

印刷動作モード 

Aamc Boff 

誤色なし 

Aamr Boff 

誤言冗なし 

Ahrr Boff 

高信頼性モード（再印刷実行選択） 

Ahrv Boff 

高信頼性モード（無効 （ Void) 画像印刷） 

Aect Beer 

エコノミーモード（再印刷実行選択） 

Aect Becv 

エコノミーモード（無効 （ Void) 画像印刷） 

用紙位置検出設定 

Cnod 

位置検出しない 

Cbmd 

ダイカットラベルのブラックマークを検出する 

Cbmc 

連続紙のブラックマークを検出する 

Cgap 

ラベル間ギャップを検出する 
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ステータスシートの印刷 （ Ethernet インタ フエー ス仕様のみ) 


Ethernet インタフェース仕様では、ステータスシートの印刷を行い、ネットワークの設定状態を確認できます。 
プリンタ背面のステータスシートポタンを押すと、以下のステータスシートが印刷されます。 


ステータスシートボタンを押しながら、プリンタの電源をオンし、ボタンを押した状態で20秒 
参考』 ぼど待つとネットワーク設定が初期値に戻ります。 


EPSON Network Status Sheet 

1.MAC Address 

XX: XX: XX: XX: XX: XX 

2. HW/SW Version 

XX. XX/XX . XX 

3. Network Status 

Auto (100Base Full) 

4. Port Type 

Aut( - 

5. Get IP Address 

Manual i 

6. IP Address 

XXX. XXX. XXX. XXX 

7. Subnet Mask 

XXX. XXX. XXX. XXX 

8. Default Gateway 

XXX. XXX. XXX. XXX 

9. APIPA 

Disable - 

10. Set using PING 

Disable - 

11.DNS Address 

Disable - 


XXX.XXX.XXX.XXX 


XXX.XXX.XXX.XXX 


XXX.XXX.XXX.XXX 

12. UPnP 

Disable - [ 

13. Bonjour 

Disable 

14. Port Control LPR 

Enable - 

Port 9100 

Enable - 

15. Printing Control 

Disable 

16. Time Server 

Disable - 

17. Idle Timeout LPR 

XXXX sec 

Port 9100 

XXXX sec 


Auto (lOBase Full/1 OBase Half/1 OOBase Full/ 100 Base Half) 
/lOBase Full/1 OBase Half/1 OOBase Full/100 Base Half 
Auto/MDI/MDI-X 
Auto/Manual 


Enable/Disable 

Enable/Disable 

Enable/Disable 


Enable/Disable 

Enable/Disable 

Enable/Disable 

Enable/Disable 

Enable/Disable 

Enable/Disable 
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ヘッドクリーニング 

本製品は自動ノズルチェック機能を搭載しており、通常は自動でへッドのクリーニングを行います。 

ただし、印刷動作モードの設定によっては、プリントヘッドの目詰まりにより、インクはあるのに印刷がかすれた 
り、通常とは異なる色で印刷されたりします。そのような場合、ヘッドのクリーニングを行ってください。ヘッドの 
クリーニングは、プリンタドライパのプリンタユーテイリテイ機能から行います。 


印刷動作モードの設定は、プリンタドライバの[プリンタユーテイリテイ]タブの [ 印刷動作モー 
参考 ドの設定]で行います。 （97 ページ「印刷動作モードの設定」 参照） 


^マニユアルへツドクリーニンク 


マニュアルへッドクリーニングを実行すると、プリンタがノズルの目詰まりを確認し、目詰まりしている場合は自動 
的にクリーニングを行います。 


注意 


マニュアルヘッドクリーニングにはインクを消費しますのでインク残量が少ない場合、インクエ 
ンドになる場合があります。 


以下の手順に従って、クリーニングを行ってください。 

1 プリンタの電源をオンにします。 

2 プリンタドライバの印刷設定画面を表示します。（プリンタドライバの表示方法は、 147 
ページ「プリンタドライパの使い方」 参照） 

^ [プリンタユーテイリテイ]タブの[マニュアルへッドクリーニング]をクリックします。 
ノズルの目詰まりを確認し、目詰まりしている場合は自動でクリーニングが行われます。クリーニングは最大 
で5回繰り返されます。 

4 ノズルチェックを実行して、クリーニング結果を確認します。 


印刷中のマニユアルへツドクリーニング 


印刷中に印刷がかすれたり通常とは巽なる色で印刷された場合に、紙送りポタンを押すことで印刷中にマニュ 
アルへッドクリーニングをすることができます。この機能は出荷時には無効に設定されているので、プリンタ 
ドライパでパネルポタンの設定を変更する必要があります。 （107ページ「パネルポタンの設定」 参照） 


注意 


印刷中に紙送りボタンを押してもマニュアルへッドクリーニングが始まらない場合は、数秒後 
に再度紙送りボタンを押してください。 

この機能は 、 BSF ファイル や PrinterSetting の設定 ファイルで 他のプリンタに コピーす ることは 
できません。プリンタ毎に設定する必要があります。 
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第 4 章製品の取 y 扱い 



ノズルチェックでは、ノズルの状態を確認するためにパターンを印刷し、そのパターンを見てノズルが目詰まりして 
いないかを確認します。 

ノズルチヱックの方法は以下のとおりです。 


1 プリンタの電源をオンにします。 

^ 長さ90 mm 以上のダイカットラベル、レシート、まだ:は全面ラベルをセットします。 

^ プリンタドライバの印刷設定画面を表示します。（プリンタドライパの表示方法は、147 
ページ「プリンタドライパの使い方」 参照） 

4 [プリンタユーティリティ]タブの[用紙位置検出設定 ] をクリックし、用紙に合わせて用紙 
位置検出設定をします。 

[ノズルチェック]をクリックします。 

Q [印刷] をクリックします。 

y 印刷されたノズルチェックパターンを確認します。 

目詰まりしている場合は、マニュアルへッドクリーニングを実行してください。 
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オートカツタのクリーニング 

オートカッタ固定刃にラベル紙の粘着剤が付着して切れ味が鈍くなる揚合があります。 

以下の手順でクリーニングしてください。 

1 プリンタの電源をオフにして、コンセントから AC ケープルを外します。 
P □ール紙カバーを開き、用紙を取り除きます。 

^ □ール紙カバー側のオートカッタ固定刃に付着した粘着物を取り除きます。 

アルコールを含ませた綿棒などで取り除いてください。 



A 才一トカッタ固定刃のエッジ部分に、指を直接触れないでください。 

指をけがするおそれがあります。 
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AC アダプタの取り外しと取り付け 

プリンタに取り付けられている、 AC アダプタは取り外すことができます。 


A AC アダプタを取り外し/取り付ける場合、 TM - C 3400 の電源スイッチを押し、電源 LED が消え 

注氣ていることを確認してください。 

電源スイッチを押さずに電源をオフすると、インクが漏れるおそれがあります。 


AC アダプタの取り外し 


1 プリンタから、 AC ケープルを取り外します。 

2 プリンタの底面が上になるように置きます。 

^ プリンタから、 AC アダプタのコネクタを抜きます。 

4 プリンタ前面側のフック （2 箇所）を解除し、 AC アダプタを持ち上げます。 
q AC アダプタをプリンタから取り外し、 AC アダプタのケープルも抜きます。 
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AC アダプタの取り付け 


1 プリンタの底面が上になるよろに置きます。 

2 AC アダプタのコネクタをプリンタに接続し、ケープルをプリンタにセットします。 

飞 AC アダプタのプラグ側を、プリンタに入れます。 

公 AC アダプタのケープル側をプリンタに押し込み、プリンタのフック (2 箇所)がロックされ 
ることを確認します。 

q プリンタを底面が下になるように置きます。 

Q AC ケープルを接続します。 
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輸送時の処置 

プリンタを輸送する場合、以下の手順に従つてください。 


A 輸送するときは、インクカートリッジを取り付けたままの状態で、移動、輸送してください。 

注思インクカートリッジを取り外したままプリンタを放置すると、プリントヘッドが乾燥し、目詰ま 
りするおそれがあります。 


1 電源をオフにします。 

2 ④ (電源） LED が消灯したことを確認します。 
^ 用紙を取り除きます。 

4 上下方向を維持しだ:まま梱包します。 
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トラブルシューティング 


Error (エラー) LED 点灯/点滅 


Error ( エラー） LED が点灯/点滅している場合、以下の方法でエラーを取り除きます。 

( LED の点灯/点滅の組み合わせは、 17ページ「ステータス/エラー表示」 を参照してください。） 

• □ール紙カパー、インクカートリッジカパーが閉まっているか確認します。 

カパーが開いている場合は閉めます。 

• Paper LED が点灯していないかを確認します 。 Paper LED が点灯している場合、紙詰まりがないか確認し、 
139ページ「用紙の交換」 を参照しながら、用紙を正しくセットします。 

• プリンタの電源をオフ/オンします 。 Error LED の点滅が続く揚合、管理者または保守担当者に連絡してくださし、。 
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TM-C 3400 の管理 


本章では、 TM - C 3400の管理者向けに、プリンタドライパの配布やプリンタの追加/交換など、システムの中で 
TM - C 3400を管理するために必要な情報を説明します。 

プリンタ管理者に知っていただきたいこと （190 ページ） 

• プリンタドライバの機能 （19 〇ページ） 

• プリンタドライバ設定の保存先 (191 ページ） 

• プリンタの設定 （1 92ページ） 

• 1台のクライアントコンピュータに、複数のプリンタドライパをインス!'ールする （193 ページ） 

• 複数のクライアントコンピュータから、1台のネットワークプリンタを使用する （196 ページ） 

• プリンタドライバのパージ ヨン アップ （196 ページ） 

• Windows 2000で、プリンタドライパがインス!'■ールできない揚合 （1 97ページ） 

• Windows 2000で、すでにプリンタドライバがインス!'ールされている揚合 （1 97ページ） 


プリンタドライパの配布とプリンタの設定 （1 98ページ） 

• ユーティリティ （198ページ） 

• 管理者の準備 （199ページ） 

• 配布方法 （199 ページ） 

• セッ ト アップ手順 （202ページ） 

• ユースケース （203 ページ） 

メンテナンス （208 ページ） 

• クライアントコンピュータの追加 （208ページ） 

• プリンタの追加（用紙の追加なし） （208 ページ） 

• 用紙の追加/変更（お気に入りの変更） （209 ページ） 

• プリンタの置き換え （210 ページ） 

プリンタの管理 (212 ページ） 

• ネットワークプリンタの監視 EpsonNet SimpleViewer (212 ページ） 
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プリンタ管理者に知っていただきたいこと 

ここでは特にプリンタ管理者に知っていただきたい内容を説明します。 

TM - C 3400は、用紙の種類や TM - C 3400の動作を、プリンタに設定する必要があります。 

プリンタへの設定は、プリンタドライバから設定する項目と、プリンタのディップスイッチから設定する項目があり 
ます。プリンタドライパから設定する項目については、設定用ファイルを作成して、他のプリンタにコピーすること 
ができます。 


プリンタドライバの機能 


TM - C 3400プリンタドライパには、以下の機能があります。 

□ 印刷 

□ プリンタドライパの設定 
• 印刷設定 
• お気に入り設定 
• ユーザー定義情報の設定 
• ドライバの動作設定 

• EPSON プリンタウィンドウ！3の設定 
□ プリンタドライパ設定の保存/取り込み 

• EP 刷設定、お気に入り設定、ユーザー定義情報、プリンタドライパの動作設定を巳 SF ファイル（拡張子. BSF ) に 
書き出せます。 BSF ファイルから設定を取り込んで、プリンタドライパ設定することもできます。 

• 別ツールの Install Assistant では、このファイルを使ってプリンタドライパのインス I ルパッケージを作成 
します。 


_注意- 


BSF ファイルの書き出しは、現在の設定から行ってください。標準の設定から行うと、プリンタ 
ドライバの画面の内容と異なる内容が書き出されます。 

現在の設定： 

プリンタドライバの プロパティ -[全般; K 印刷設定]- [ ドライバ ユーティ リ ティ] 

-[設定の書き出し/取り込み] 

標準の設定： 

プリンタドライバの プロパティ -[詳細設定]-[標準の設定]- [ ドライバ ユーティ リ ティ] 
-[設定の書き出し/取り込み] 


□ プリンタの設定 

• 印刷するための設定 
• メンテナンス用の設定 

• 別ツールの Printer Setting では、プリンタ設定用ファイルの書き出しや、取り込みができます。 
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プリンタドライバ設定の保存先 


プリンタドライパの設定項目のうち、ファイル保存できる項目を記します。 



ページ設定 


ドライバの動作設定 


BSF ファイルで保存 

用途 

■ ドライバから書き出し/取り込み 
■ InstallAssistant でインス I —ルパツケージ作成 






〇 >B«WS の， tWtfflWTND 


お気に入り「設定リスト」 


MiM-r 


t-Mwn Tan 

WWTVTHW V 

mM * 


»V«B 

MZ » 

r /? 


ドライバユーテイリテイ 


a ••二： 




七さ^* 5文/^ 


プリンタユーテイリテイ 


fjr - ] «••«» 卜，す弟* w [•み ） * 

〇 以 -- J ■ 

• 慷 e 似脱， • 

... .■ m M^tsf 






Printer Setting 
設定ファイルで保存 

用途 

■ Printer Setting 設定フアイルで 
書き出し/取り込み 

■パネルボタンの設定の、印刷中の 
マニュアルヘッドクリーニング設定 
は保存されません。 


MUMfe 


« on » ■ 
mmm ■ 

x»rt~* r> 


(■ EPSON TH0400 

<* *•»»» へ， 


緑色の枠の中は、 

Windows XP/Windows Serever 2003 のみ保存されます。 


• 〇#® 


■ M . 7 TM ) 
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プリンタの設定 


プリンタの設定をするのは、以下の場合です。 

. プリンタを新たに設置した場合 
• 印刷用紙の種類を変更した場合 

用紙位置検出設定が必要になります。 （106 ページ「用紙位置検出」 参照してください） 

• プリンタのメンテナンスが必要な揚合 

ヘッドのクリーニング、ギャップの調整など 

プリンタの設定は、プリンタドライパと Printer Setting で設定します。設定できる項目が異なります。 


項目 

プリンタドライバ 

Printer Setting 

コンピュータに Printer Setting のインストール 

不要 

必要 

プリンタの設定を参照する 

X 

〇 

プリンタに設定を行う 

〇 

〇 

印字位置の微調整、ヘッドクリーニングを行う 

〇 

X 

プリンタの設定を、設定ファイルに保存する 

X 

〇 

設定ファイルから設定を読み込む 

X 

〇 

プリンタの設定を他のプリンタにコピーする 

X 

〇 

複数のプリンタに同じ設定を行う 

X 

〇 

無効 （ Void ) 画像の選択 

〇 

〇 

無効 ( Void ) 画像ファイルの指定 

X 

〇 

USB シリアルナンバーの編集 

X 

〇 


プリンタドライバと Printer Setting の設定項目 


プリンタドライバ 


Printer Setting 


m EPSON TM - C 3400 印刷 


| v ->- iss [ cfi ドライが: i - テ w ティ嗡フ物トティリティ| 

7ツン嚼定 

印刷肋作モ'■ドの設定( V ) iHSa . I 用紙位里検出設定 ( E ) 


:? jr -' l 印刷的作モ-卜''@_^\/) rr^ri 

i foj 卜 v 卜抜け発生時の助作などを設定し IU 0] I 

綱臨 ” [3=ri 

フサ'-の 0N/0FF、 インり5错少と用紙 
■」 違いの通知設定乳ます 

{ > | ネルホ 'y ノの_淀 (L ) — rj^, 

\ pi りホ&、カットホ，ンの有幼/無効を qor 




b 卜抜け発生時の®)作などを設定し 
ます 

嫩離 ( T ) 

フ，し60〇似〇1 

違いの綱 S 3 
ハ。ネルホ'ダノの i 淀 ( L ) 

紙送り約ン、力 
I 陡しま f 

マニ 37 iia ? 卜 n > y ( c ) 

ノス％わックをして、目詰まりしている 
ノス％ s 自肋で回' fi します 

紙送り量 _ F ) 

卜位罡や印刷位禺の紙送り量を ici 
iiu ます 


用紙位蚩検出手段を設定します 
用紙頭出し動作黯⑼ 


[、___ ~) ノス％チ!•劇 

㈣ 麟驗 f して應 


謹| 


爲 A 


3 


プリンタドライバと Printer Setting で、 
どちらでも設定できる項目 


プリンタドライバでしか設定できない項目 


_1 l キゃン也レ」1_ 通用® 



* パネルボタンの設定の、印刷中のマニュアルへッドクリーニング設定は 
Printer Setting では設定できません。 
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第 5 章 TM - C 3400の管理 


1台のクライアントコンピュータに複数のプリンタドライバをインストール 


1台のクライアントコンピュータに複数の TM - C 340◦プリンタドライパをインス!'ールする揚合、プリンタドラ 
イパごとに設定できる項目と、 TM - C 3400プリンタドライバ共通の設定項目があります。プリンタドライバ共通の 
項目は、1つのプリンタドライパで修正すると他のプリンタドライパに反映されます。 


項目 

内容 

プリンタ 
ドライバごと 

プリンタ 
ドライバ共通 

印刷設定 

「基本設定」（ユーザー定義用紙を含む） 
「ページ設定」 

〇 

- 

「お気に入り」の設定リスト 

印刷設定を「お気に入り」に登録したリスト 

- 

〇 

ユーザー定義情報 

ユーザー定義用紙 

バーコードフオント 

フオントの置き換え 

- 

〇 

ドライバの動作設定 

- 

〇 

- 

EPSON プリンタウインドウ！3 

- 

〇 

- 

EPSON ログファイル* 

- 

- 

〇 


* Windows XP/Windows Server 2003のみ反映されます。 


インストールパッケージからプリンタドライバを追加 

Install Assistant で作成したインストールパッケージからプリンタドライパを追加した揚合、既存のプリンタドラ 
イパの「お気に入り」の設定リストと「ユーザー定義情報」が変更されます。 

以下は、プリンタドライパの印刷設定と「お気に入り」の設定リストがどのようになるかを説明しています。 


1.プリンタドライパをインス！ -- ルします。 

インス!'■ールした時点では、ユーザー定義情報は 
ありません。プリンタドライパの「現在の設定」 
は、プリンタドライパの初期設定です。 


クライアン トコ ンピュータ 


ドライバ 

お気に入り 

現在の設定 

設定リスト 

ドライバ初期設定 






2.プリンタドライパの画面から、印刷設定（ユーザー定義 A ) をします。 

設定すると、「現在の設定」はユーザー定義 A にな 




ります。 

[現在の設定を登録]で、「お気に入り」の設定 1 」 
ストにユーザー定義 A を登録します。 


クライアントコンピュータ 
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3. プリンタドライバ B のインス I 'ールパッケージをインス I 'ールします。 

インス!•'ールパッケージの「お気に入り」の 
設定リストはユーザー定義 B だけなので、 

設定リストが上書きされ、ユーザー定義 A 
は消えます。 

ドライバ A の「現在の設定」は、ユーザー 
定義 A のままです。 


ドライバ B パッケージ 


お気に入り 
設定リスト 

ユーザー 定義 B 




¥ 






クライアントコンピュータ 


ドライバ A 


現在の設定 
ユーザー 定義 A 


お気に入り 
設定リスト 

ユーザー 定義 B 


ドライバ B 


現在の設定 
ユーザー 定義 B 


4.プリンタドライバ C のインス!-ールパッケージをインストールします。 

インス I -- ルパッケージの「お気に入り」の 
設定リストの最上位はユーザー定義 C なの 
で、設定リストが上書きされて、設定リス 
卜の順番が変わります。 


ドライバ c パッケージ 

お気に入り 
設定リスト 
p ザー定義 c 

ユーザー 定義 B 


¥ 


v 


> 


クライアントコンビュータ 


ドライバ A 

お気に入り 
設定リスト 

現在の設定 

ユーザー 定義 A 

ユーザー 定義 C 



ドフイバ B 

ユーザー 定義 B 

現在の設定 

ユーザー 定義 B 

-ドライバ C 

現在の設定 

ユーザー 定義 C 




5. 「現在の設定」はプリンタドライパの画面から簡単に変更できます。 

ユーザー定義 A を「お気に入り」に保存するため 
には、ドライバ A で「お気に入り」に再登録します。 
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第 5 章 TM - C 3400の管理 


インストールパッケージの作成 

インス I '■ールパッケージを作成する場合、以下の方法をお勧めします。 


1 クライアントコンピュータにインストールされているプリンタドライパのすべての印刷 
設定を、「お気に入り」の設定リストに登録して BSF ファイルを作成します。 

プリンタドライパごとにファイルを作成します。設定リストの最上位にプリンタドライパの設定を配置しま 
す。 


2 


プリンタドライバごとにインストールパッケージを作成します。 


BSF ファイルドライバ A 


お気に入り 
設定リスト 


ユーザー定義 A 
ューザー定義 B 


ユーザー 定義 C 




ドライバ A パッケージ 

_ V 


BSF ファイルドライバ 'B 


お気に入り 
設定リスト 

ューザー定義 B 
ユーザー定義 C 
ユーザー定義 A 





ドライバ B パッケージ 


V 


ドライバ C パッケージ 


7 



フリンタドライバファイルからプリンタドライパを追加 

プリンタドライパファイル 「 c 34 d 32_ xxxx . exe 」 からプリンタドライパをインス!'ールした揚合、既存のプリンタ 
ドライパの「お気に入り」の設定リストと「ユーザー定義情報」は変更されません。 

プリンタドライパフアイルの印刷設定には、プリンタドライパの初期設定のみ登録され、「ユーザー定義情報」は登 
録されていないためです。 
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^数のクライアントコンピュータから、 1 台のネットワークプリンタを使用 


複数のクライアントコンピュータから、1台のネットワークプリンタを使用するには、プリンタ用のインス!'•ール 
パッケージを1つ作成して、それをクライアントコンピュータにインス!'■ールします。 



ブリンタドライバのバージヨンアツプ 


プリンタドライパをパージョンアップすると、プリンタドライパの初期値の設定になり、既存の設定が消えてしまい 
ます。そのため、以下の手順で対麻をして<ださい。 

1 プリンタドライバの既存の設定を BSF ファイルに保存します。 （190 ページ） 

2 プリンタドライバをバージョンアップします。新しいプリンタドライパのパッケージファ 
イルを実行し、プリンタドライパをバージョンアップします。 

^ プリンタドライバに巳 SF ファイルの設定を取り込みます。 （190 ページ） 

事前に BSF ファイルを保存した場合、プリンタドライバのパージョンアップ後、再度 BSF ファイ 
ルを取り込んでください。 （190 ベー ジ） 
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第 5 章 TM-C 3400 の管理 


Windows 2000で、プリンタドライバがインストールできない場合 


Windows 2000の環境で、インス I 'ールパッケージを実行してもプリンタドライパがインス I ■'ールできない揚合、 
プリンタが「不明なデパイス」として登録されていることが考えられます。 

以下の手順で「不明なデバイス」を削除して、インス!'ールパッケージを実行してください。 

1 「マイコンピュータ」のプロパティを開き、「ハードウェア」タブを選択します。 

2 「デバイスマネージャ」ポタンをクリックし、デバイスマネージャーを起動します。 
「その他のデバイス」にある以下の「不明なデバイス」を削除します。 

公 「デバイスマネージャー」の roKj ポタンをクリックします。 

q プリンタの電源をオフしてください。 

Q インストールパッケージを実行してください。 

(インス I •'ールパッケージの実行方法は、 「 TM - C 3400 Install Assistant ユーザーズマニュアル」を参照し 
てください。） 


Windows 2000で、すでにプリンタドライバがインストールされている場合 


Windows 2000で、すでにプリンタドライパがインス!'ールされている揚合、インストールパッケージのプリンタ 
ドライパとパージョンが異なると、既存プリンタドライパの設定が変更される可能性があります。 （ TM - C 3400以 
外のプリンタドライパには影響ありません。） 

既存の設定を保持したい場合、事前に設定を保存し、インス!'ールパッケージを実行後、設定を戻す必要があります。 
以下の方法があります。 

□ 既存環境のインス!•'ールパッケージを作成し、インス!•'ール後に実行する 

(「 TM - C 3400 1 nstall Assistant ユーザーズマニュアル」を参照してください。） 

□ 既存環境の BSF ファイルを作成し、インストール後に作成した BSF ファイルを既存プリンタドライパに取り込む 
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プリンタドライバの配布とプリンタの設定 

プリンタドライパの配布方法とプリンタの設定方法を説明します。 



クライアントコンピュータ用のインス!•'ールパッケージの配布ゆ、プリンタの設定をするため、以下のユーティリ 
ティを使用します。 

□ Install Assistant (詳細は 「 TM - C 340〇 Install Assistant ユーザーズマニュアル」を参照してくだ'さい。） 

• プリンタドライパのインス!'ール•プリンタドライバの設定•通信ボートの設定（ネットワーク設定を含 C ) 
のインス!'ールパッケージを作成します。 

• インス!■'ールパッケージを起動したクライアントコンピュータでは、自動的にプリンタドライパのインス!'一 
ル/プリンタドライパの設定/通信ポートの設定をします。 

• イーサネットインタフェースモデルの揚合、プリンタ1台ごとにインス!•'ールパッケージを作成します。 

• USB インタフェースモデルの揚合、プリンタドライパの設定ごとに、インス!•'ールパッケージを作成します。 

□ Printer Setting (詳細は 「 TM - C 3400 Printer Setting ユーザーズマニュアル」を参照してくだ'さい。） 

• プリンタの設定をします。設定用ファイルやマスターとなるプリンタから、複数のプリンタにコピーできます。 

• Printer Setting は、プリンタドライパがインス!'ールされていない環境では使用できません。 

□ EpsonNet Config (詳細は EpsonNet Config のヘルプを参照してください。） 

• イーサネットインタフェースモデルのネットワーク設定ができます。 

_度に複数のプリンタの設定ができます。 
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第 5 章 TM - C 3400の管理 


管理者の準備 



□ TM - C 3400プリンタドライバ 

• インス I ■'ールパッケージ / BSF ファイルを作成するときに必要です。 


□ BSF ファイル 

• プリンタドライパの設定ファイルです。 

• TM - C 3400プリンタドライパで作成します。 

• 1台のコンピュータに複数のプリンタドライパをインス!'■ールする揚合、以下の点を留意してください。 

全プリンタドライパのユーザー定義を含めてください。 

全プリンタドライパの印刷設定を「お気に入り」の設定リストに登録してください。 

プリンタドライバごとにファイルを作成します。ファイル作成時には、設定リストの最上位に、作成するプリ 
ンタドライパの印刷設定を配置してください。 

□ インス!'ールパッケージ 

•プリンタドライパのインス I '■ール/設定/ポート設定を自動的に行うパッケージです。 

• Install Assistant で、 BSF ファイルと TM - C 3400 プリンタドライパを使用して作成します。 

• イーサネットモデルの揚合、プリンタごとにインス!'ールパッケージを作成します。 

□ プリンタ設定ファイル 

• プリンタの設定をするファイルです。 

• Printer Setting で作成します。 
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配布方法: USB インタフェースモデル 

配布方法の大まかな流れは以下のとおりです。 


クライアントコンピュータ 


1. ドライバのインストール, 


-- 

ダブルクリック 

T 

ドライバ 

お気に入り 

インストール 
ハッケーシ 




ユーザー定義 A 








配布方法:イーサネットインタフェースモデル 

配布方法の大まかな流れは以下のとおりです。 


( i . プリンタのネットワーク設定1 
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第 5 章 TM - C 3400の管理 



配布方法:共有プリンタ 

配布方法の大まかな流れは以下のとおりです。 


1. ドライバのインス！ル 


プリントサ _ バ 

TM-C3400 
プリンタドライバ 


2. BSF ファイルから設定 


BSF ファイル 


3. プリンタ設定 


Printer Setting 




-注意 


共有プリンタの場合、プリントサーバには TM - C 3400プリンタドライバからインストールしてく 
ださい。インストールパッケージからはインストールしないでください。 
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ットアップ手順 


プリンタの設置から、印刷できる状態にするまでのセットアップ手順は以下のとおりです。 

1 プリンタの設置 （59 ページ） 

2 プリンタの電源を接続 （60 ページ） 

^ プリンタに同梱されている□ール紙を、プリンタにセット （80 ページ） 

4 イーサネットインタフェースの場合、プリンタをネットワークに接続 （64 ページ） 

与インクカートリッジの取り付け （61 ページ） 

プリンタの電源をオンにしてからインクカートリッジを取り付けてくださし、。 

また、インクの充てんに約8分かかります。インクの充てんが完了すると、電源 LED が点滅から点灯に変 
わります。 

Q イーサネットインタフェースの場合、 EpsonNetConfig で IP アドレスなど、プリンタに 
ネットワークを設定 

7 US 巳インタフェースの場合、プリンタをクライアントコンピュータに接続 （63 ページ） 
プリンタの電源をオフにしてからクライアントコンピュータに接続してください。 

g クライアントコンピュータに、プリンタドライバ（インス!''ールパッケージ）のインス! 
ルと設定 

Q USB インタフェースの揚合、クライアントコンピュータに Printer Setting をインストー 
ノレ 

1G イーサネットインタフェースの場合、プリンタにアクセスできるコンピュータ（管理者コ 
ンピュータまたはクライアントコンピュータ）に Printer Setting をインストール 

11クライアントコンピュータまたは管理者コンピュータの Printer Setting を使って、プリ 
ンタを設定 

プリンタのディップスイッチを設定 （72 ページ） 

プリンタの電源をオフにしてから、ディップスイッチを設定してください。 

用紙のセット （74 ページ） 

ディップスイッチに合わせて、用紙をセツトします。 

テストページの印刷 
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第 5 章 TM - C 3400の管理 


.ー スケース 


こ匚では、プリンタドライパの配布とプリンタの設定作業をどのように進めるかを、ユースケースで説明します。 
管理者が事前に華備する段階と、実際に配布する段階を説明します。 

□ USB インタフェースモデル 

• ケース1:1台のクライアントコンピュータに、1台のプリンタを接続。 

• ケース2:1台のクライアントコンピュータに、2台のプリンタを接続し、別々の帳票を印刷。 

□ イーサネットインタフェースモデル 

• ケース3:2台のクライアントコンピュータに、1台のイーサネットモデルを接続。 

• ケース4:2台のクライアントコンピュータに、2台のイーサネットモデルを接続し、共通の帳票を印刷。 

• ケース5:2台のクライアントコンピュータに、2台のイーサネットモデルを接続し、別々の帳票を印刷。 


USB インタフェースモデル 

ケース① 

1台のクライアントコンピュータに、1台のプリンタを接続 


プリンタ-① 



帳票 A 


準備段階：管理者コンピュータに Install Assistant、Printer Setting とプリンタドライバをインストール後、以下 
の作業をします。 

① プリンタドライノ ゞ の設定（お気に入り設定リストに、帳票の設定をします） 

② 巳 SF ファイルの生成 （ ドライパ設定 . BSR 

③ Install Assistant でドライバ設定 . BSF をインポートし、インス I 'ールパッケージを生成 
(インス!'ールパッケージ） 

④ Printer Setting で設定ファイルの生成 （ プリンタ設定フアイル） 

配布段階： 


① クライアントコンピュータとプリンタを用意。 

② インス!'ールパッケージをコピーし、ダプルクリック。自動的にプリンタ-①のプリンタドライパが 
インス!'■ール、設定されます。 

③ プリンタ-①を接続して電源をオンにする。 

④ クライアントコンピュータに Printer Setting をインス I —ル 

⑤ Printer Setting でプリンタ設定ファイルを使ってプリンタを設定 （ プリンタ-①の設定） 
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ケース② 

1台のクライアントコンピュータに、2台のプリンタを接続し、別々の帳票を印刷 


インス I ^ール 
パッケージ帳票 A 

お気に入り 
[ユーザー 定義 A I 

ユーザー 定義 B 

_ V 


インス I -ール 
パッケージ帳票 B 

お気に入り 
ユーザー 定義 B 

ユーザー 定義 A 



V 


プリンタ設定 

ファイル B 
テリンタ設定 B 


プリンタ-① 


クライアントコンピュータ-① 


ドライバ① 

現在の設定 
(ユーザー定義 A ) 


ドライバ② 

現在の設定 
(ユーザー定義 B ) 


お気に入り 
ユーザー 定義 B 
ユーザー 定義 A 




j 帳票 Aj 



プリンタ設定 
ファイル A 
プリンタ設定 A 

準備段階：管理者コンピュータに Install Assistant、Printer Setting とプリンタドライパをインス I '■ール後、以下 
の作業をします。 

① プリンタドライパの設定-帳票 A 

(お気に入り設定リストに、帳票 A の設定をします） 

② BSF ファイルの生成（ドライノ \'設定_帳票 A . BSF ) 

③ Install Assistant でドライパ設定_帳票 A . BSF をインポートし、インス I 'ールパッケージを生成 
(インス!'■ールパッケージ帳票 A ) 

④ Printer Setting で設定ファイルの生成 （ プリンタ設定ファイル A ) 

⑤ プリンタドライパとプリンタの設定-帳票 B 


⑥ BSF ファイルの生成（ドライノ ゞ 設定_帳票 B . BSF ) 

⑦ Install Assistant でドライバ設定_帳票 B . BSF をインボートし、インス I ルパッケージを生成 
(インス!'■ールパッケージ帳票巳） 

⑧ Printer Setting で設定ファイルの生成 （ プリンタ設定ファイル B ) 


配布段階： 


① クライアントコンピュータとプリンタを用意。 

② インス!'■ールパッケージ帳票 A をコピーし、ダプルクリック。自動的にプリンタ-①のプリンタドラ 
イパがインス!■'ール、設定されます。（お気に入りリストの「現在の設定」は、「ユーザー定義 A 」） 

③ プリンタ-①を接続し、電源をオンにする。 

④ クライアントコンピュータに Printer Setting をインス I —ル 

⑤ Printer Setting でプリンタ設定ファイル A を使ってプリンタを設定 （ プリンタ-①の設定） 

⑤インス!'■ールパッケージ帳票 B をコピーし、ダプルクリック。自動的にプリンタ-②のプリンタドラ 
イパがインス!■'ール、設定されます。（お気に入りリストの「現在の設定」は、「ユーザー定義 B 」） 

⑦ プリンタ-②を接続し、電源をオンにする。 

⑧ Printer Setting でプリンタ設定ファイル B を使ってプリンタを設定（プリンタ-②の設定） 


参考 


プリンタの設定を、帳票 A と帳票 B で変更しない場合（例：どちらもブラックマークダイカット 
ラベルで、用紙サイズが違う場合）、プリンタ設定ファイルは共通で使用できます。 
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第 5 章 TM - C 3400の管理 


イーサネツトインタフェースモデル 


ケース③ 

2台のクライアントコンピュータに、1台のプリンタを接続 


クライアントコンピュータ-① 



プリンタ-① 

〇〇 

プリンタ設定 A 


IP アドレス① 

^ 


h 票 A ) 


準備段階：管理者コンピュータに Install Assistant、Printer Setting とプリンタドライパをインス!ル後、以下 
の作業をします。 


① プリンタドライパの設定 （ お気に入り設定リストに、帳票 A を設定） 

② 巳 SF ファイルの生成 （ ドライパ設定 . BSR 

③ Install Assistant でドライパ設定 . BSF をインポート、プリンタの IP アドレス①を設定し、 
インス!•'ールパッケージを生成（インス!'■ールパッケージ） 


④ Printer Setting で設定ファイルの生成（プリンタ設定ファイル A ) 

配布段階： 

① クライアントコンピュータ、プリンタとネットワーク接続の管理者用コンピュータ（クライアントコン 
ピュータと共用可能）を用意。 

② プリンタをネットワークに接続。 

③ 管理者用コンピュータの EpsonNet Config を使って、プリンタに IP アドレス①を設定 

④ クライアントコンピュータ①にインス!''ールパッケージをコピーし、ダプルクリック。自動的にプリ 
ンタドライパがインス!•'ール、設定されます。 

⑤ クライアントコンピュータ②にインス!''ールパッケージをコピーし、ダブルクリック。自動的にプリ 
ンタドライパがインス!'ール、設定されます。 

⑥ 管理者用コンピュータの Printer Setting でプリンタ設定ファイル A を使ってプリンタを設定 
(プリンタ-①の設定） 
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ケー ス④ 

2台のクライアントコンピュータに、2台のイーサネットモデルを接続し、 
共通の帳票を印刷 


インストール 
パッケージ① 

お気に入り 
ユーザー 定義 A 

IP アドレス① 


インストール 
パッケージ② 

お気に入り 
ユーザー 定義 A 

IP アドレス② 


プリンタ設定 
ファイル 



クライアントコンピュータ-① 


ドライバ 


お気に入り 


ユーザー 定義 A 


クライアントコンビュータ-② 


プリンタ設定 A 






1-1 


ドライバ 


お気に入り 


ユーザー 定義 A 


プリンタ-① 


〇〇 


プリンタ設定 A 


I 1丄， 

IP アドレス① 


プリンタ-② 


〇〇 


プリンタ設定 A 


IP アドレス② 




票 a | 


票 A | 


準備段階：管理者コンピュータに Install Assistant、Printer Setting とプリンタドライパをインストール後、以下 
の作業をします。 


① プリンタドライパの設定（お気に入り設定リストに、帳票 A を設定） 

② BSF ファイルの生成 （ ドライバ設定. BSF ) 

③ Install Assistant でドライパ設定 . BSF をインボート、プリンタの IP アドレス①を設定し、 
インス!'ールパッケージを生成（インス!'ールパッケージ ①） 

④ Install Assistant でドライパ設定 . BSF をインポート、プリンタの IP アドレス②を設定し、 
インス!'ールパッケージを生成（インス!■'ールパッケージ②） 

⑤ Printer Setting で設定フアイルの生成 （ プリンタ設定ファイル A ) 


配布段階： 


① クライアントコンピュータ、プリンタとネットワーク接続の管理者用コンピュータ（クライアントコン 
ピュータと共用可能）を用意。 

② プリンタ- ①、 プリンタ- ① をネットワークに接続。 

③ 管理者用コンピュータの EpsonNetConfig を使って、プリンタ-①に IP アドレス ①、 プリンタ- ② 
に IP アドレス②を設定 

④ クライアントコンピュータ①にインストールパッケージ①をコピーし、ダプルクリック。自動的にプ 
リンタ-①のプリンタドライパがインス!ル、設定されます。 

⑤ クライアントコンピュータ②にインストールパッケージ②をコピーし、ダプルクリック。自動的にプ 
リンタ-②のプリンタドライパがインス!'ール、設定されます。 

⑥ 管理者用コンピュータの Printer Setting でプリンタ設定ファイル A を使ってプリンタを設定 
(プリンタ- ①、 プリンタ- ② を一括設定） 


] 主意 I 


イーサネットモデルは、プリンタごとに IP アドレスを設定するため、プリンタごとにインストー 
ルパッケージが必要です。 
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第 5 章 TM - C 3400の管理 


ケース⑤ 

2台のクライアントコンピュータに、2台のイーサネットモデルを接続し、 
別々の帳票を印刷 


インス I 'ール 
パッヶ—ジ① 

お気に入り 
ユーザー 定義 A 

IP アドレス① 


V 


インストール 
パッケージ② 

お気に入り 


ユーザー 定義 B 


IP アドレス② 


)1 


プリンタ設定 
ファイル B 


プリンタ設定 B 


プリンタ設定 
ファイル A 


プリンタ設定 A 


クライアントコンピュータ-① 


ドライバ 


お気に入り 


ユーザー 定義 A 


クライアントコンピュータ—② 


ドライバ 


お気に入り 


ユーザー 定義 B 


3 


プリンタ-① 


〇〇 


プリンタ設定 A 


|- 1 | 

IP アドレス① 




j 帳票 AI 


プリンタ-② 


〇〇 


プリンタ設定 B 


ip アドレス® 




^帳票 B ^| 


準備段階：管理者コンピュータに Install Assistant、Printer Setting とプリンタドライパをインストール後、以下 
の作業をします。 

①プリンタドライパの設定 （ お気に入り設定リストに、帳票 A を設定） 


② BSF ファイルの生成（ドライパ設定 A . BSF ) 

③ Install Assistant でドライパ設定 A . BSF をインポート、プリンタの IP アドレス①を設定し、 
インス!'ールパッケージを生成（インストールパッケージ①） 

④ Printer Setting で設定ファイルの生成（プリンタ設定ファイル A ) 

⑤ プリンタドライパとプリンタの設定-帳票 B 

⑥ 巳 SF ファイルの生成（ドライパ設定 B . BSF ) 

⑦ Install Assistant でドライパ設定 B . BSF をインポート、プリンタの IP アドレス②を設定し、 
インス!'ールパッケージを生成（インストールパッケージ②） 


⑧ Printer Setting で設定ファイルの生成 （ プリンタ設定ファイル B ) 


配布段階： 

① クライアントコンピュータ、プリンタとネットワーク接続の管理者用コンピュータ（クライアントコン 
ピュータと共用句能）を用意。 

② プリンタ- ①、 プリンタ-①をネットワークに接続。 

③ 管理者用コンピュータの EpsonNetConfig を使って、プリンタ-①に IP アドレス ①、 プリンタ-② 
に IP アドレス②を設定 

④ クライアントコンピュータ①にインス!''ールパッケージ①をコピーし、ダプルクリック。自動的にプ 
リンタ-①のプリンタドライパがインス I ■'ール、設定されます。 

⑤ クライアントコンピュータ②にインス!''ールパッケージ②をコピーし、ダプルクリック。自動的にプ 
リンタ-②のプリンタドライパがインス I ■'ール、設定されます。 

⑥ 管理者用コンピュータの Printer Setting でプリンタ設定ファイル A を使ってプリンタを設定 
(プリンタ-①を設定） 

⑦ 管理者用コンピュータの Printer Setting でプリンタ設定ファイル B を使ってプリンタを設定 
(プリンタ-②を設定） 
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メンテナンス 


ここでは以下の内容を説明します。 

□ クライアントコンピュータの追加（イーサネットモデル） （208 ページ） 
□ プリンタの追加 （208 ページ） 

□ 用紙の追加/印刷設定の変更 (209 ページ） 

□ プリンタの置き換え （210 ページ） 


クライアントコンピュータの追加](イーサネツトモデル) 


クライアントコンピュータを追加する場合、以下の手順でプリンタドライパをインス!'ールし、設定します。 

□ 管理者の準備 

• 既存プリンタのインストールパッケージ 

(プリンタのネットワーク情報を含んだインス!'ールパッケージを用意してください。） 

□ 配布後の作業 

• クライアントコンピュータでインス!'ールパッケージをダプルクリックし、プリンタドライパをインス!'ール 
します。 


プリンタの追加 


既存のプリンタと同じ用紙に印刷するプリンタをシステムに追加する揚合、以下の手順で追加します。 

USB モデル 

□ 管理者の準備と環境 

• 既存プリンタドライパの BSF ファイル 
• 既存プリンタのプリンタ設定ファイル 

( USB シリアルナンパーの設定は含めないでください。コンピュータがプリンタを認識しなくなります。） 

• 既存プリンタのディップスイッチ設定情報 
□ プリンタ追加時の作業 

• クライアントコンピュータにプリンタを接続し、プラグアンドプレイ機能を使ったドライパのインス I '■ールと 
プリンタの設定をします。このときに、既存プリンタドライパの巳 SF ファイル、プリンタ設定ファイル、ディッ 
プスイッチ設定情報を使います。 （202 ページ「セットアップ手順」 を参照） 
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イーサネツトモデル 

□ 管理者の準備と環境 

• 追加するプリンタのネットワーク情報 
• プリンタドライバ 

• 既存プリンタドライパの BSF ファイル 
• 既存プリンタのプリンタ設定ファイル 

追加するプリンタのネットワーク内に既存のプリンタがある場合、プリンタ設定ファイルを用意する必要はあ 
りません。 

• 既存プリンタのディップスイッチ設定情報 

• EpsonNetConfig を管理者コンピュータ、またはクライアントコンピュータにインス!'■ール 
□ プリンタ追加時の作業 

• プリンタをネットワーク上に接続し、 EpsonNetConfig を使ってネットワーク設定します。 

設定後、クライアントコンピュータから Windows のプリンタの追加機能でプリンタを追加し、プリンタの設 
定をします。匚のときに、プリンタドライパ、既存プリンタドライパの BSF ファイル、プリンタ設定ファイ 
ル、ディップスイッチ設定情報を使います。 （202 ページ「セットアップ手順」 を参照） 


用紙の追加/印刷設定の変更 


新しい用紙を追加したり、印刷設定を変更したりする場合、以下の手順で、各クライアントコンピュータのプリンタ 
ドライパに印刷設定を変更します。 


□ 管理者の準備 


• 既存プリンタドライパの BSF ファイル 

以下の手順で BSF ファイルを作成して<ださい。 

① 既存プリンタドライパで新しし佣紙の印刷設定を設定し、「お気に入り」に登録します。 
「お気に入り」に、既存用紙の印刷設定ち登録されていることを確認してください。 

② 「お気に入り」の設定リストの最上位を、新しい用紙の印刷設定にします。 

③ BSF ファイルを書き出します。 

□ 配布後のクライアントコンピュータの作業 

• プリンタドライパに、 BSF ファイルを取り込みます。 


注意 


既存用紙の印刷設定も「お気に入り」に登録してください。登録しない場合、 BSF ファイルの取 
り込み時に、プリンタドライバから既存用紙の印刷設定が消えてしまいます。 
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プリンタの置き換え 


プリンタの故障などでプリンタを置き換える場合、新しいプリンタと単純に置き換えてち使用できません。ここでは 
クライアントコンピュータのアプリケーションの変更をしないで、プリンタを置き換える方法を紹介します。 


USB モデル 

USB モデルのプリンタの置き換えのために、2つの方法を用意しています。 

□「 USB プリンタークラスデパイス置き換えサービス」を、クライアントコンピュータに常駐。（推奨) 
□ プリンタの US 巳シリアルナンパーを合わせる。 

アプリケーシヨンの出力先をプリンタのポートに指定している揚合、こちらの方法を使います。 


通常、 USB モデルの新しいプリンタを接続すると、クライアントコンビュータには新しいプリン 
タドライバ （ プリンタキュー）が生成され、新しい USB ポートが生成されます。クライアントコ 
ンピュータのアプリケーションから新しいプリンタに印刷するには、ポートの変更が必要になり 
ます。 


USB プリンタークラスデバイス置き換えサービス 

「 USB プリンタークラスデパイス置き換えサービス」は、新しいプリンタが接続されたことを検知し、 Windows に 
登録されたプリンタドライパのプロパティ情報を書き換えて、出力するポートを自動的に変更するソフトウェアで 
す。これをクライアントコンピュータに常駐させると、アプリケーション、プリンタドライバゆ OS の設定が不要で 
す。ただし、プリンタの設定は必要です。 


注意 


この方法の場合、プリンタのポートは既存のポートが残ります。そのため、アプリケーションの 
出力先をプリンタのポートに指定している場合は、プリンタの USB シリアルナンパーを変更する 
方法で置き換えてください。 


□ 事前準備 

• クライアントコンピュータに 「 USB プリンタークラスデバイス置き換えサービス」をインス!'ール 

• 既存プリンタのプリンタ設定ファイル 

( USB シリアルナンパーの設定は含めないでくださし、。） 

• 既存のプリンタのディップスイッチ設定情報 
□ プリンタの置き換え手順 

① クライアントコンピュータから既存のプリンタを取り外します。 

② クライアントコンピュータに新しいプリンタを接続し、電源をオンします。 「 USB プリンタークラスデバイス 
置き換えサービス」が新しいプリンタの接続を検出し、既存プリンタドライパに新しいプリンタのポートを設 
定します。 

③ プリンタに既存プリンタの設定をします。このときに、既存プリンタのプリンタ設定ファイル、ディップス 
イッチ設定情報を使います。 （202ページ「セットアップ手順」 を参照） 
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プリンタの USB シリアルナンバーを合わせる 

既存のプリンタと新しいプリンタの USB シリアルナンパーが同じ場合、クライアントコンピュータのアプリケー 
ションやプリンタドライパの設定を変更しなくても、プリンタを置き換えられます。ただし、プリンタの設定は必要 
です。アプリケーションの出力先をプリンタのポートに指定している場合は、この方法を推奨します。 

USB シリアルナンパーは、プリンタ設定ファイルで登録するか 、 Printer Setting で編集できます。 

ここでは、管理者コンピュータで新しいプリンタの USB シリアルナンパーを変更して、クライアントコンピュータ 
のプリンタを置き換える方法を説明します。 


□ 事前準備 


• 既存プリンタのプリンタ設定ファイル 

( USB シリアルブンバーの設定を含めてくださし、。） 

• 既存のプリンタのディップスイッチ設定情報 
□ プリンタの置き換え手順 

① 管理者コンピュータに新しいプリンタを接続して電源をオンします。 

② プリンタに既存プリンタの設定をします。既存プリンタのプリンタ設定ファイルの USB シリアルナン/一が、 
新しいプリンタの USB シリアルナンパーになります。また既存プリンタのディップスイッチ設定情報に合わ 
せて、プリンタのディップスイッチを設定します。 （202 ページ「セットアップ手順」 を参照） 

③ クライアントコンピュータから既存のプリンタを取り外します。 

④ 新しいプリンタをクライアントコンピュータに接続して、電源をオンします。 


イーサネツトモデル 

既存プリンタの IP アドレスなどのネットワーク設定と既存プリンタの設定を、新しいプリンタに設定します。 
クライアントコンピュータのプリンタドライパを設定する必要はありません。 

□ 事前準備 

• 既存のプリンタのネットワーク設定情報 （ IP アドレスなど） 

既存のプリンタのステータスシートを印刷してください。 (181 ページ「ステータスシートの印刷 (Ethernet 
インタフェース仕様のみ）」） 

• 既存のプリンタのプリンタ設定ファイル 
• 既存のプリンタのディップスイッチ設定を確認 
□ 置き換え手順 

① 新しいプリンタのディップスイッチ設定を、既存のプリンタのディップスイッチ設定に合わせます。 

② 新しいプリンタをネットワークに接続し、プリンタの電源をオンします。 

③ EpsonNetConfig などで、新しいプリンタに印刷したステータスシートに合わせて、ネットワークを設定し 
ます。 

④ Printer Setting で、プリンタ設定ファイルを使ってプリンタを設定します。 
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プリンタの管理 


ットワークプリンタの監視 


ネットワークプリンタの管理用に 、 EpsonNet Simple Viewer が用意されています。管理者コンピュータからネッ 
トワークプリンタのステータスを監視できます。 

(詳細は 、 「EpsonNet Simple Viewer ユーザーズマニュアル」を参照してください。） 


取得できる情報 

• 情報の中には、モデル名 • IP アドレス•揚所_ MAC アドレス•管理者名•ステータス詳細があります。 

• TM - C 3400以外の EPSON 製ネットワークプリンタの情報も取得できますが、プリンタの機種により情報を取 
得できなかったり、取得できる情報に制限があったりします。 
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お問い合わせ想它 


本プリンタについての技術的な質問、疑問あるいは、障害がある場合、以下の情報を確認のろえ、販売店ちしくは、 
弊社開発者向けヘルプデスク （ http :// www . epson . jp / support / sd / ) にお問い合わせくだ'さい。 


注意 


弊社への技術的な質問、疑問の問い合わせ内容については、弊社のプリンタに関することに限 
らせていただきます。それ以外の Microsoft Corporation ないしはその他の会社が所有する技術 
に関する内容については、それを所有する会社にお問い合わせください。 

障害が発生した場合、お問い合わせの前に、物理的な障害（接続、電源等の問題）がないかを確 
認してください。 


□ 問い合わせ分類：障害/質問 
□ 日付： 

□ 御社名： 

□ 部署名： 

□ お名前： 

□ お電話 / FAX / Email : 

□ コンピュータ情報： 

• 製造 メーカー 
• CPU 


□ OS (サービスパックも含む）： 

□ 対象プリンタ機種名： 

□ プリンタドライパ：インス!'ール済み （ OS 標準/ EPSON カスタム）/インス!'ールしていない 
□ 対象プリンタ接続形態： USB / イーサネット/ MS 共有（クライアント/サーバ） 

□ インス!ルプロ トコル/サービス ： NetBEUI / NetWare Client (Novell ( Ver . ) / Microsoft ( Ver .)) 

/ TCPIP / OS 標準 SNMP エージェント/その他 

□ 印刷ツール：□一カル ( LPT / USB ) / OS 標準 Standard TCPIP / OS 添付 LPR / EPSON 製 TCPIP 印刷（名称) 
/自社カスタムアプリケーション/その他（製品名/ Ver ) 

□ ファイアウォール： OS 標準/パーソナル（製品名/ Ver )/ 無し 
□ 御社アプリケーション情報： 

• Windows サービス動作/通常 EXE 動作 

□ 弊社アプリ動作状況 ： EpsonNet WebManager / EpsonNet Log Browser / EpsonNet Simple Viewer 
/ EpsonNet SDK for Windows / Printer Setting / その他 （ 名前） 

□ 障害の現象 （ or 質問内容）： 

□システム構成：コンピュータ、ネットワークなどハードウェア構成と、ソフトウェアモジュール構成 
□障害の再現手順：操作手順、関数実行手順、現象を発生させた関数とその引数の値 
□ 障害の再現性：再現する （ 回中 回）/再現しない 
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